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塩尻市教育委員会における自己点検・評価の概要 

（１） 制度導入の経緯 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正（平成１９年６月）により、

すべての教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することとされました。 

これにより、塩尻市教育委員会においては平成２１年度（平成２０年度事業）から

制度の導入を行い、自己点検・評価を行っています。 

 

（２） 制度導入の目的 

ア 市民により近い存在としての教育委員会 

自己点検・評価を広く公表することにより、教育委員会としての説明責任を果たし、

市民により近い存在としての教育委員会を目指します。 

イ 質の高い効率的な事務の実現 

  中期戦略・年度目標に基づき事業を実施することはもちろんのこと、評価や検証を

しながら改善を行うことにより、事業の効果を高めるマネジメントサイクル Plan：計

画 →Do：実施 →Check：評価 →Action：見直しの確立を図り、限られた財源や人員

を有効に活用していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 効果的な事業の運営 

  事業の妥当性、効率性及び有効性などの視点から評価を行い、より効果的な事業の

運営を図ります。 
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（３） 評価対象事業 

教育委員会事務局（交流文化部、こども教育部）が実施した事業の中で、各部が事業部

ミッションとして掲げた事業のうちの１０事業について自己点検評価を行います。 

 

      【【第第６６次次塩塩尻尻市市総総合合計計画画のの施施策策体体系系】】  

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教委委員会関係事業等の内訳 

 行政評価システム

（市企画課） 
教育委員会 

事務事業数 
部重点方針 

(年度当初に作成) 

自己点検・評価 

対象事業 

交流文化部 ３３ ４ ５ 

こども教育部 ４３ ４ ５ 

合計 ７６ ８ １０ 

 

（４） 評価のプロセス 

市で実施している行政評価システムにおいて作成した事務事業評価シートを活用し、教

育委員会（教育長・教育委員）による評価と塩尻市教育振興審議会による外部評価を行っ

ております。評価に対して担当課により改善内容を策定しております。 

 

■第六次塩尻市総合計画の行政評価システム（市企画課実施）の活用 

（行政評価システムでは、担当課にて自己点検・評価を実施しております。） 

実施時期 R6 年 6 月～ R6 年 9 月～11 月 

評価名 R5 事後評価 R6 事中評価 

目的・活用 

・評価指標の分析  

・決算説明資料への活用 

・実施計画への活用 

・現状の課題抽出  

・改革、改善案の提案  

・次年度の予算編成に活用  

（予算との連動） 

  

 

基本戦略【３】 

戦略分野【９】 

 

施 策【３８】  

都市像【１】 

事務事業 

 

【市全体２１７事業】 

基本戦略 A：未来共育 

～次世代とともに学び成長し、ワクワクして暮らす～ 

基本戦略 B：共創循環 

 ～共創で新たな付加価値を生み循環させ、イキイキと暮らす～ 

基本戦略 C：安心共生 

 ～つながり、支え合い、自分らしくニコニコして暮らす～ 

 
このうち教育委員会事務局が
掲げた主要１０事業について
評価 

（教育委員会７６事業） 

多彩な暮らし、叶えるまち。－田園都市しおじり－ 

 

長
期
戦
略 

 

中
期
戦
略 

実
施
計
画 
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イメージ図 

   

 

 

 

 

 

（５） 塩尻市教育振興審議会について 

教育委員会では、自己点検・評価の客観性を確保し、自己点検・評価活動の質的向上

を図るため、令和６年１１月１３日に塩尻市教育振興審議会へ塩尻市教育委員会の自己点

検評価について諮問しております。 

塩尻市教育振興審議会は、教育に関し学識を有する者で構成されており、自己点検・

評価等に関しての審議をお願いしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩尻市教育振興審議会 

１ 審議会の目的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定により、教育委員会の施

策及び事務事業に関する管理及び執行の状況の点検及び評価について審議を行う。 

２ 審議会委員について 

 (1) 委嘱期間  令和６年１１月から２年間 

(2) 審議会委員 ３人 

・藤井 善章 氏  信州大学教職支援センター 教授 

・今村 篤史 氏  松本大学総合経営学部 准教授 

・中野 達郎 氏  行政経験者 

(3) 審議日程 

 第１回 令和６年１１月１３日 

 第２回 令和６年１２月２３日 

      

【参考 関係例規】 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第一項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第四項の規定により事務局職員等に委

任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結

果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 

 

○塩尻市教育振興審議会条例 

 (任務) 

第２条 審議会は、塩尻市教育委員会(以下「教育委員会」という。)の諮問に応じ、次の事項に

ついて調査審議する。 

(1) 教育基本法(平成 18 年法律第 120 号)第 17 条第 2 項の規定による教育振興基本計画の策定

等に関する事項 

(2) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和 31 年法律第 162 号)第 26 条の規定による

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関する事項 

(3) その他教育委員会が必要と認める事項 

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト 

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト 

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト 

施策評価 

シート 

 

(教育分野分) 

主要事業を教育

委員会事務局で

選択 

教育委員会自己点検・評価に活用 

審議会及び教育委員による評

価・意見・改善提案等 
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（６） 教育委員会関係個別計画の進捗状況について 

教育委員会では、主要な個別計画を第六塩尻市総合計画と整合を図りながら策定し、

事業を実施しております。個別計画についても計画の実施状況を確認し、事業の見直し等

を図るため、成果指標等により進捗状況を検証しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

()内は計画期間 

 

 

第
六
次
塩
尻
市
総
合
計
画 

(

R6
～
R14) 

 教育関係分野の主な個別計画 

 

 

 

教  育 … 第二次塩尻市教育振興基本計画(R6～R14) 

子 育 て … 元気っ子育成支援プランⅢ(R2～R6) 

子どもの貧困 … 塩尻市子どもの貧困対策推進計画(R4～R6) 

        

読  書 … 第２次塩尻市立図書館サービス計画(R6～R14) 

読書大好き 塩尻っ子プランⅢ(R3～R7) 

スポーツ … 第２次塩尻市スポーツ推進計画(R6～R14)  

文  化 … 塩尻市生涯学習推進プランⅢ(H27～R5)  

 若者支援 … 塩尻市若者支援プラン(R4～R6) 
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交流文化部　第１期中期戦略体系別　対象事業一覧

重点化する事務事業 担当課 評価

施策１－２ 家族の形を知る機会や出会う機会がある 女性相談事業 社会教育スポーツ課

施策２－４ 学校外でも遊び、学び、生活の場などの「居場所」がある 青少年育成事業 社会教育スポーツ課

施策３－１ 行事や文化活動で、新たな発見や刺激が得られる機会がある 生涯学習支援事業 社会教育スポーツ課

総合文化センター管理事業（施設改修） 社会教育スポーツ課

公民館事業 社会教育スポーツ課 ○

施策３－２ 文化芸術に触れ、活動する機会がある 全国短歌フォーラム事業 社会教育スポーツ課

文化会館運営事業 社会教育スポーツ課

文化会館改修事業 社会教育スポーツ課

芸術文化事業 社会教育スポーツ課

施策３－３ 本をはじめ新たな情報や知識に触れ、探索・体験する機会がある 市民読書活動推進事業 図書館

本の寺子屋推進事業 図書館

図書館サービス基盤整備事業 図書館 ○

施策３－４ スポーツ・運動に触れ、参加する・見る・支える場所・機会が広がる 市民スポーツ振興事業 社会教育スポーツ課

競技力向上事業 社会教育スポーツ課

健康スポーツ推進事業 社会教育スポーツ課

体育施設管理運営事業 社会教育スポーツ課

体育施設整備事業（ハード事業） 社会教育スポーツ課

総合体育館運営事業 社会教育スポーツ課

施策３－５ 文化財などが知られ、保存・活用されるとともに、 文化財管理事業 文化財課

他分野と横断的につながり、相互に知る機会が得られる 短歌館運営事業 文化財課

自然博物館運営事業 文化財課

重伝建整備事業 文化財課 ○

楢川地区文化施設運営事業 文化財課

平出博物館運営事業 平出博物館

新平出博物館整備事業 平出博物館

平出遺跡公園事業（ソフト事業） 平出博物館 ○

平出遺跡公園事業（ハード事業） 平出博物館

埋蔵文化財保護事業 平出博物館

本洗馬歴史の里運営事業 平出博物館

施策６－１ 地域を良くする活動に取り組む人や組織に 市民交流センター管理諸経費

情報や資源や仲間が集まってくる （施設改修） 市民交流センター

（長期修繕計画策定） 市民交流センター

市民交流センター交流企画事業 市民交流センター ○

協働のまちづくり推進事業 市民交流センター

部重点方針 主要一般事業

社会人権教育推進事業 社会教育スポーツ課

二十歳のつどい運営事業 社会教育スポーツ課

● 吉田西防災コミュニティセンター運営事業 社会教育スポーツ課

● 学校開放事業 社会教育スポーツ課

公民館施設管理事業 社会教育スポーツ課

北部交流センター管理諸経費 社会教育スポーツ課

青少年育成施設運営事業 社会教育スポーツ課

● 塩尻トレーニングプラザ運営事業 社会教育スポーツ課

● 古文書室運営事業 文化財課

● 町並み保存推進事業 文化財課

市民交流センター情報関連機器運用事業 市民交流センター

図書館事業諸経費 図書館

● 古田晁記念館諸経費 図書館

●

●

●

●

中期戦略に紐付く事務事業（○自己点検評価対象事業）
目指す
都市像

基本戦略 戦略分野・施策

文化会館・市立体育館など交流の拠点となる施設改修に向けた方針の決定

学びと交流・確かな情報提供による課題解決につながる体制の強化

方針４ 安心して暮らせる社会の実現

女性相談の充実と適切なサポートの実施

人権教育による意識啓発

ー
田
園
都
市
し
お
じ
り
ー

多
彩
な
暮
ら
し

、
叶
え
る
ま
ち

。

戦略分野３　伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

Ａ
未来共育

戦略分野１　パートナーシップ・子育て

戦略分野２　学校教育・学びの環境

方針１ 生涯学習（芸術文化・公民館・スポーツ）の更なる活性化

公民館活動を中心にした地域交流・生涯学習の場の提供と支援・サポートの実施

スポーツを通じた交流を促すための仕掛けと環境の整備

方針３ 快適な交流拠点施設維持と更なる活性化

えんぱーくの機器・設備の機能向上（利用者・入居者の環境改善）

戦略分野６　協働参画・連繋・行政運営

戦略分野５　環境・気候

Ｂ
共創循環

戦略分野４　地域経済・産業・観光・就労

Ｃ
安心共生

戦略分野７　地域社会・支え合い

重伝建をはじめとする市内文化財の情報発信と活用への取り組み強化

方針２ 博物館・文化財の保存活用の推進

文化財保存活用地域計画の多方面への発信と活用への体制づくり

平出博物館、史跡公園の魅力発信と活用へ向けた取り組み強化

戦略分野８　医療・介護・保健・福祉

戦略分野９　まちづくり・インフラ・防災
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1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

総合文化センター管理事業
（施設改修）

社会教育スポーツ課
社会教育係

・生涯学習の拠点施設として幅広く利用されている総合文化センターの安全かつ快適な環境整備を図るため、計画的に施設改修
及び備品更新を実施します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・施設・設備の管理と営繕修繕を行い、利用者が安全に施設を利用できる環境を整備します。
・会議室の椅子を更新し、利用者が施設を快適に利用できる環境を整備します。

概要

芸術文化事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・市民の芸術文化活動の披露の場やつながりの場を創出するため、芸術文化事業を実施するとともに、市所有の芸術作品をより
多くの市民が鑑賞できる場を提供します。
・青少年の芸術文化部門における活躍を応援し、本市における芸術文化の振興と底上げを図るため、激励金を交付します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・芸術文化５事業を年次計画に沿って実施します。
・市が所有する芸術作品を多くの市民が鑑賞できるよう、ミニギャラリーの作品を定期的に入れ替えます。
・全国大会等に出場する青少年または市内学校に対し、激励金を交付します。

北部交流センター管理諸経費

上記に記載したもの以外の事務事業

交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

・公民館活動を中心にした地域交流・生涯学習の場の提供と支援・サポートの実施
・スポーツを通じた交流を促すための仕掛けと環境の整備

№

方針１：

施
策

３－１　行事や文化活動で、新たな発見や刺激
が得られる機会がある

施策の目指す
方向性

・公民館や生涯学習施設では、自主的な交流と学習が行われることで生きがいや楽しみが創出され、活動
を通じて仲間がつくられています。また、学びの成果が個人だけでなく、地域にも還元されています。
・地域の伝統的な行事や文化活動を通じて、様々な世代間のつながりが生まれ、次の世代へ受け継がれ
ています。
・様々な世代にとってこの地域で学んだ経験が、その後の人生に影響を与える原体験になっています。

生涯学習（芸術文化・公民館・スポーツ）の更なる活性化

1

生涯学習支援事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・市民へ生涯学習に適した環境と機会を提供し、生涯学習社会の形成を図るため、社会教育委員会議及びロマン大学の運営を行
います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・社会教育委員会議を年４回実施するほか、中信地区社会教育委員連絡協議会研修会で実践発表を行います。
・ロマン大学を２学年合わせて計５０回程度実施し、シニアの皆さんの学びと社会参加を促進します。

二十歳のつどい運営事業 吉田西防災コミュニティセンター運営事業 学校開放事業 公民館施設管理事業

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

公民館事業
社会教育スポーツ課

社会教育係
中央公民館

・「地域づくり」「人づくり」「つながりづくり」の3つの目標が達成できる公民館活動を実施します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・地域の特性を生かしつつ、誰でも参加のできる学びの場やつながりの場を提供していきます。
・地区館や他団体との連携を図り、また、分館活動の支援を実施していきます。

概要

文化会館運営事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・文化活動の拠点である文化会館の安全かつ快適な環境を提供するため、施設の管理運営と芸術文化鑑賞事業等を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・指定管理者による管理運営を行い、利用者サービスの向上や芸術文化の普及・振興を図ります。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

№
施
策

３－２　文化芸術に触れ、活動する機会がある
施策の目指す

方向性

・市内や近隣で、優れた文化や芸術に触れる機会が確保されており、豊かな心や感性が表現・共有される
場がつくられています。
・仲間とともに活動する機会があり、文化会館（レザンホール）が文化芸術の鑑賞のきっかけや拠点となっ
て、様々な楽しみ方が生み出されています。

2

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

全国短歌フォーラム事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・塩尻から短歌の文化を全国に発信するため、全国の愛好者から短歌を募り、選考・選評を行う全国短歌フォーラム事業を実施し
ます。
・若年層を含めた幅広い世代に短歌の魅力を伝えるため、講座やイベント等を実施します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・全国に広く投稿歌の募集を行い、選者による選考、作品集の作成、入賞者への記念品の送付を行います。
・市内学校を対象とした学生向け短歌大会を実施し、学生の短歌作品の発表の機会を創出します。
・短歌講座、講演会等のイベントを実施し、短歌への興味関心を広げます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係
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交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

・公民館活動を中心にした地域交流・生涯学習の場の提供と支援・サポートの実施
・スポーツを通じた交流を促すための仕掛けと環境の整備

方針１： 生涯学習（芸術文化・公民館・スポーツ）の更なる活性化

3

体育施設管理運営事業
社会教育スポーツ課

スポーツ推進係

・「市民みな１スポーツ」を推進するため、市内体育施設の適切な管理運営を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・スポーツ協会等へ施設管理を委託し安全・安心な体育施設の管理を継続していきます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

健康スポーツ推進事業
社会教育スポーツ課

スポーツ推進係

・市民の健康体力づくりを推進するため、スポーツ推進委員やスポーツ普及員を担う人材の資質向上を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・スポーツ振興を図るため、研修会や講習会を実施し、推進委員・普及員としてのスキルアップを目指します。
・ファミリースポレクフェスティバルの開催により、多くの市民の皆さんがスポーツを楽しむ機会を創出します。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

上記に記載したもの以外の事務事業

塩尻トレーニングプラザ運営事業

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・指定管理者による管理運営を行い、利用者サービスの向上やスポーツの普及・振興、交流を図ります。

3

市民スポーツ振興事業
社会教育スポーツ課

スポーツ推進係

・「市民みな１スポーツ」を推進するため、スポーツの普及や健康体力づくりの推進、競技スポーツの振興に力を入れた事業を展開
します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

№
施
策

３－４　スポーツ・運動に触れ、参加する・見
る・支える場所・機会が広がる

施策の目指す
方向性

・気軽に参加できる機会や場があることで、世代・性別・国籍・障がいの有無などに関わらず、市民がス
ポーツや運動に親しみ、自らの心身の健康の維持・増進を意識しています。
・参加する・見る ・支える活動を含め、つながりが広がることでスポーツが生活に定着しています。
・スポーツや運動の指導者が意欲のある市民に知識や技術を伝えることで、次世代の指導者の育成につ
ながる好循環が起きています。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

総合体育館運営事業
社会教育スポーツ課

スポーツ推進係

・総合体育館（ユメックスアリーナ）を指定管理者制度により拠点スポーツ施設として運営し、出会いや交流のきっかけづくりを推進
します。

担当課・係 概要

・部活動地域移行がスムーズに行えるよう、指導員となる人材育成に取り組みます。
・全国大会等へ出場する選手に激励金を交付し、競技力向上と活動支援に取り組みます。
・市民が行う各種大会やスポーツ活動に対し補助金を交付し、大会補助、競技人口の拡大を図ります。
・国スポ実行委員会設立に向け、先催市からの情報をもとに市内各種団体や近隣市と連携し準備を進めます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係

当年度重点化する
事務事業

概要

競技力向上事業
社会教育スポーツ課

スポーツ推進係

・塩尻市スポーツ協会に体育振興事業を委託し、競技スポーツを推進するとともに、安定的な事務局運営のため活動補助金を交
付します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・競技スポーツの推進を図るため、市民スポーツ祭や各地区等へ委託料を交付し活動支援を進めます。
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1

概要

楢川地区文化施設
運営事業

文化財課
文化財係

・楢川地区文化施設（中村邸・木曽漆器館・贄川関所）の運営を行い、街道・宿場や漆器産業についての歴史・文化の周知を図りま
す。

古文書室運営事業 町並み保存推進事業 古田晁記念館諸経費

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

方針２： 博物館・文化財の保存活用の推進

・文化財保存活用地域計画の多方面への発信と活用への体制づくり
・平出博物館、史跡公園の魅力発信と活用へ向けた取り組み強化
・重伝建をはじめとする市内文化財の情報発信と活用への取り組み強化

№

施
策

３－５　文化財などが知られ、保存・活用される
とともに、他分野と横断的につながり、相互に
知る機会が得られる

施策の目指す
方向性

・本市にある文化財や博物館等の資料など、貴重な歴史文化遺産が、市民共通の財産として保存・活用、
継承されています。
・重要文化財民家、史跡平出遺跡、重要伝統的建造物群保存地区、各地域に伝わる無形民俗文化財のお
祭りをはじめとした多種多様な文化財や博物館が様々な分野と連携しながら認知されることで、新たな魅
力と交流につながっています。

1

当年度重点化する
事務事業

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

短歌館運営事業
文化財課
文化財係

・塩尻短歌館において、収集・保管、展示、調査・研究、教育普及・情報発信を行い、短歌の里広丘の短歌文化を発信し、広く周知
を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・企画展（3回）、塩尻短歌大学（3回）等を開催し、短歌について知る機会を提供します。
・百人一首大会や広丘夏祭りに合わせた灯籠短歌大会、春待ちコンサート等を、短歌館の協力組織である短歌館協力会と連携し
て開催します。
・公民館の短歌講座や小中学校の短歌学習への協力など、関係機関と連携を図りながら短歌文化の醸成を図ります。

担当課・係 概要

文化財管理事業
文化財課
文化財係

・市域に存在する文化財の保存活用を図り、地域の歴史・文化を後世へと継承します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・既指定の文化財について、現状の調査を行います。
・重要文化財小松家住宅の保存活用についての計画策定に着手し、保存活用の方向性を示します。

当年度重点化する
事務事業

上記に記載したもの以外の事務事業

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・各施設において資料の展示を行い、歴史や文化の周知を図ります。
・漆塗り体験講座や塗箸への漆絵付け体験、食文化体験講座を開催し、楢川地域の伝統文化について学ぶ機会を設けます。
・国指定重要有形民俗文化財「木曽塗の製作用具及び製品」3,729点の台帳の電子データ化を進めます。

自然博物館運営事業
文化財課
文化財係

・ふるさとの豊かな自然を守り、未来へと伝える博物館を目指し、自然に関係する資料の収集・保管、展示、調査・研究、教育普及・
情報発信を行います。

担当課・係 概要

重伝建整備事業
文化財課
文化財係

・重要伝統的建造物群保存地区に選定されている塩尻市奈良井・木曾平沢の歴史的町並みの保全を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・国庫補助事業を活用した修理修景事業を実施します。令和6年度は奈良井地区で修理2件、修景1件、木曾平沢地区で修理2件を
行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・企画展（4回）、自然科学講座（2回）、自然観察会（4回）等を開催し、塩尻の自然について学ぶ機会を提供します。
・昆虫標本の同定作業およびデータベース化を継続して実施します。
・自然博物館協力会と連携を図り、小坂田公園周辺の自然散策マップを作成します。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係
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交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

方針２： 博物館・文化財の保存活用の推進

・文化財保存活用地域計画の多方面への発信と活用への体制づくり
・平出博物館、史跡公園の魅力発信と活用へ向けた取り組み強化
・重伝建をはじめとする市内文化財の情報発信と活用への取り組み強化

2

2

№

施
策

３－５　文化財などが知られ、保存・活用される
とともに、他分野と横断的につながり、相互に
知る機会が得られる

施策の目指す
方向性

・本市にある文化財や博物館等の資料など、貴重な歴史文化遺産が、市民共通の財産として保存・活用、
継承されています。
・重要文化財民家、史跡平出遺跡、重要伝統的建造物群保存地区、各地域に伝わる無形民俗文化財のお
祭りをはじめとした多種多様な文化財や博物館が様々な分野と連携しながら認知されることで、新たな魅
力と交流につながっています。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

新平出博物館整備事業 平出博物館

・施設の老朽化等様々な課題を抱える平出博物館を、多くの市民が集い・語らい・交流する博物物館として新たに整備します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・今後予定される新博物館整備事業が円滑に進められるよう、2月までに試掘確認調査を実施し、建設予定地内における埋蔵文化
財の存否を明らかにします。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

平出博物館運営事業 平出博物館

・地域遺産が市民共有の財産として保存・継承され、新たな地域文化を創造するために、収集保管・調査研究・教育普及・公開発
信等の事業を展開します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・年間を通じて、多様な講座・講演会を実施します。
・市内博物館施設と連携し、年度内に収蔵資料のデジタルデータベースを作成し、地域遺産を公開・発信します。

本洗馬歴史の里運営事業 平出博物館

・地域遺産が市民共有の財産として保存・継承され、新たな地域文化を創造するために、収集保管・調査研究・教育普及・公開発
信等の事業を展開します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・年間を通じて、多様な講座・講演会を実施し、洗馬地域の歴史に関する理解の深化と魅力の発信を行います。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

埋蔵文化財保護事業 平出博物館

・開発事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査及び整理作業を実施し、埋蔵文化財の記録保存を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・市道広丘東通線拡幅に伴う内畑遺跡の発掘調査を7月までに行います。
・塩尻協立病院敷地内において令和5年度に発掘調査を実施した五日市場遺跡の整理調査を実施し、年度内に発掘調査報告書と
して刊行します。

概要担当課・係

・平出遺跡公園の適切な維持管理を行うとともに、市民が地域遺産に触れ合う機会を提供するための事業を実施します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・老朽化が著しい復元住居２棟（J-48、53号住）の大規模改修を12月までに実施し、計画的な維持管理と来園者の安全確保を行い
ます。
・9月の「ひらいで遺跡まつり」をはじめとする遺跡公園を活用した各種事業を実施し、認知度の向上を図ることで、新たな魅力と交
流を創造します。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

当年度重点化する
事務事業

平出遺跡公園事業 平出博物館
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交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

方針３： 快適な交流拠点施設維持と更なる活性化

・えんぱーくの機器・設備の機能向上（利用者・入居者の環境改善）
・文化会館・市立体育館など交流の拠点となる施設改修に向けた方針の決定
・学びと交流・確かな情報提供による課題解決につながる体制の強化

№
施
策

３－２　文化芸術に触れ、活動する機会がある
施策の目指す

方向性

・市内や近隣で、優れた文化や芸術に触れる機会が確保されており、豊かな心や感性が表現・共有される
場がつくられています。
・仲間とともに活動する機会があり、文化会館（レザンホール）が文化芸術の鑑賞のきっかけや拠点となっ
て、様々な楽しみ方が生み出されています。

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

文化会館改修事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・文化会館の安全かつ快適な環境整備を図るため、特定天井の耐震改修工事及び劣化箇所等の大規模改修工事に係る基本計
画を策定します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・６月までにプロポーザル方式により業務を発注します。
・実施計画の補正までに実施箇所及び概算事業費を算出し、今後の方向性について検討・決定を行います。

№
施
策

３－３　本をはじめ新たな情報・知識に触れ、
探索・体験する機会がある

施策の目指す
方向性

・図書館が本を貸し出すだけでなく、知りたいことを効率よく調べ、自身が興味や接点をもっていなかった分
野のことを知り、学びを深め、活動の契機を提供する多面的な役割を果たしています。
・図書館やそこで提供される情報や知識が様々な分野の活動を下支える基盤となっており、図書館の空間
に多様な人々が集まることで新たな交流が生まれています。

2

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

本の寺子屋推進事業 図書館

・市民や市外居住の方に向け文化的な体験機会を創出し、生涯学習の場を提供するとともに、本市の取り組みを広く周知します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・参加者同士の交流を生み出す、仮称「本の寺子屋友の会」の設置に向けて準備を進め、市民が主体的に活動できるような会とし
ます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

市民読書活動推進事業 図書館

・幼児・児童の読書活動を推進するとともに、ボランティアを育成します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・サードブックの導入について、配布時期や対象等、具体的な事業内容の検討を行います。
・市町村と県による協働電子図書館「デジとしょ信州」を市内各学校へ展開します。

上記に記載したもの以外の事務事業

図書館事業諸経費

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

図書館サービス
基盤整備事業

図書館

・図書館資料の充実と活用、図書館システムによる安定的な運営を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・多様化する利用者ニーズに応じた情報サービスを適切に行えるよう、資料の購入と除籍を進め、寄贈資料の登録を行います。
・「デジとしょ信州」の利用拡大を図るため、利用者のニーズに沿った選書によりコンテンツの充実や、「アクセシブルライブラリー」
を含めて、新たな図書館サービスの魅力を周知します。

№
施
策

３－４ スポーツ・運動に触れ、参加する・見る・
支える場所・機会が広がる

施策の目指す
方向性

・気軽に参加できる機会や場があることで、世代・性別・国籍・障がいの有無などに関わらず、市民がス
ポーツや運動に親しみ、自らの心身の健康の維持・増進を意識しています。
・参加する・見る・支える活動を含め、つながりが広がることでスポーツが生活に定着しています。
・スポーツや運動の指導者が意欲のある市民に知識や技術を伝えることで、次世代の指導者の育成につ
ながる好循環が起きています。

3

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

体育施設整備事業
（ハード事業）

社会教育スポーツ課
スポーツ推進係

・中央スポーツ公園にあるトイレ施設2棟（ふるさとの丘トイレ：女３室、男１室小３、管理棟トイレ：女３室、男２室、小３）について、利
便性の低いふるさとの丘トイレを取り壊し、管理棟トイレを改修します。公園全体としては、トイレ室の総数を削減となるものの、設
置場所を適正に配置することにより、利用者の利便性の向上を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・各種大会の利用者の利便性を鑑み、設置場所について利用団体と情報を共有し、より良い環境整備を進めます。

10



交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

方針３： 快適な交流拠点施設維持と更なる活性化

・えんぱーくの機器・設備の機能向上（利用者・入居者の環境改善）
・文化会館・市立体育館など交流の拠点となる施設改修に向けた方針の決定
・学びと交流・確かな情報提供による課題解決につながる体制の強化

市民交流センター
管理諸経費

（長期修繕計画策定）

市民交流センター
市民活動支援係

・市民交流センターにおける、適正かつ効果的な施設の維持及び管理運営を図るため、長期修繕計画及び建物維持管理の業務
仕様書の見直しを行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・５月までにプロポーザル方式により業務を発注します。
・実施計画の補正までに計画を策定し、今後の方向性について検討・決定を行います。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係

№
施
策

６－１　地域を良くする活動に取り組む人や組
織に情報や資源や仲間が集まってくる

施策の目指す
方向性

・「地域を良くしていきたい」「こうすれば塩尻のまちはもっと住み良く楽しくなる」という想いを抱く人や、組織
（企業・団体等）などが、すでに活動している実践者や仲間と出会って交流することによって、地域課題を解
決する新しい活動や組織が生まれています。
・すでに活動している団体に、その志や活動計画が共有・共感され、パートナーとして連繫（連携）すること
によって、活動基盤が強化されています。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

市民交流センター
管理諸経費
（施設改修）

市民交流センター
市民活動支援係

・市民交流センターの長寿命化、エネルギー消費最適化及び防災拠点としての機能強化を図るため、設備改修工事を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・７月までにプロポーザル方式により業務を発注し、令和７年１月に完了します。
・限られた工期の中、安全かつ計画的に工事が実施されるよう、施工業者と連携を図ります。
・工事日程や休館期間、代替措置(施設案内)等は、多種多様な媒体により適切な時期かつ継続的な周知を行っていきます。
・休館期間中における、市民サロン、図書館を居場所として利用する市民の場の確保に努めます。

4

4

協働のまちづくり推進事業
市民交流センター
市民活動支援係

・まちづくりチャレンジ事業により、市民の自立した自治を目指す主体的な市民公益活動を支援するとともに、まちづくりを担う人材
や市民活動団体を育成します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・まちづくりチャレンジ事業実施団体や市民活動団体の更なる育成のため、団体が抱える課題に耳を傾け、中間支援組織等と連携
し、解決及び向上につながる支援を行います。
・市民活動団体等が協働によるまちづくりや公益活動ができるよう、団体の紹介や活動の周知をホームページやイベントを通して
行います。

上記に記載したもの以外の事務事業

市民交流センター情報関連機器運用事業

概要

市民交流センター
交流企画事業

市民交流センター
市民活動支援係

・５つの重点分野「図書館、子育て支援・青少年交流、シニア活動支援、ビジネス支援、市民活動支援」を融合させた事業を実施す
るとともに、中心市街地のにぎわい創出及び街づくりを担う人材育成を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・今年度予定している事業の実施、リニューアルオープンの準備を進めるとともに、新たな価値提供を図るための研究・検討を行い
ます。
・貸館業務における支払い方法等のオンライン化及び市民サロン、壁柱利用の予約管理の電子システム化について、次年度のシ
ステム更新に向け、研究を進めます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要
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交流文化部 　　令和６年度　年度目標シート

方針４： 安心して暮らせる社会の実現

・女性相談の充実と適切なサポートの実施
・人権教育による意識啓発

№

施
策

１－２　家族の形を知る機会や出会う機会があ
る

施策の目指す
方向性

・行政の制度や企業のサービスにおいても、伝統的な「家族像」のみを前提とせず、世帯構成（ひとり親な
ど）、国籍、性的指向・性自認など多様な家族のあり方に対する正しい知識と公平な配慮が広がっており、
ジェンダー平等など差別 ・ハラスメントの不利益を受けない社会へ変化しています。
・結婚を望む人が出会う機会があり、市内へ新しい家族・世帯が生まれています。
・高校生など若い年代から性に関する正しい知識が普及 しています。

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

女性相談事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・女性の不安や悩み等を解消するため、相談業務を実施するとともに、必要に応じて関係部署及び適切な支援機関につなぎます。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・通年にわたり相談業務（DV相談を含む)を実施し、相談者が安心して生活できるように寄り添います。
・困りごとの相談窓口があることを市民に広く周知し、利用を促します。

上記に記載したもの以外の事務事業

社会人権教育推進事業

№

施
策

２－４　学校外でも遊び、学び、生活の場など
の「居場所」がある

施策の目指す
方向性

・共働きなど世帯のニーズに対応した放課後の児童・生徒の居場所について複数の選択肢が確保され、遊
びや学びを支えています。
・公民館や図書館なども子どもたちが立ち寄り、時間を過ごす居場所となっているほか、子どもたちにも学
校コミュニティとは異なった居場所が確保されています。
・放課後や休日に学校外で参加できるクラブ活動や部活動、習いごとが充実し、親子の興味に応じて楽し
んだり、心身や技術を鍛える機会が揃っています。

2

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

青少年育成事業
社会教育スポーツ課

社会教育係

・青少年の健全育成を推進し、地域における児童生徒の自主性及び社会性の向上を図るため、青少年に対する街頭指導や見守
り活動、子ども会育成会活動の支援等を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・青少年育成委員協議会及び子ども会育成連絡協議会を開催し、年間の事業を立案・実施します。
・子ども会育成会に活動補助金を交付し、青少年の健全育成を推進します。
・松本地方子ども会育成連絡会の当番市として、連絡会及び安全講習会及び育成者講習会を立案・実施します。

上記に記載したもの以外の事務事業

青少年育成施設運営事業
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

3
や
や
高
い

効
率
性

3

事
務
事
業
名

公
民
館
事
業

担
当
課

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

施
策

3
-1

や
や
高
い

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
学
級
講
座
の
開
催

○
地
区
公
民
館
事
業
の
推
進

○
分
館
活
動
の
支
援

○
学
級
講
座
の
開
催

○
地
区
公
民
館
事
業
の
推
進

○
分
館
活
動
の
支
援

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

市
民

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
と
共
に
地
域
連
携
を
更
に
深
め
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

4
高
い

総
合
評
価

Ａ

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

地
区
公
民
館
事
業
負
担
金

2
7
,6
6
7
地
区
公
民
館
事
業
負
担
金

2
7
,6
6
7

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

学
級
講
座
講
師
謝
礼

1
,1
0
0
学
級
講
座
講
師
謝
礼

1
,1
0
0

事
業
費
・
財
源

4
2
,9
2
1

3
1
,7
9
6

予
算
対
応

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

今
後
の
方
向
性

そ
の
他

2
,9
8
8
そ
の
他

3
,0
2
9

成 果

拡
充

✔

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）
1
1
,1
6
6
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

休
廃
止

縮
小

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

2
9
,7
8
6

特
定

一
般

特
定

2
,0
1
0

一
般

4
0
,9
1
1

特
定

2
,0
1
0

・
各
公
民
館
が
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
福
祉
・
防
災
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
継
続
し
て
計
画
・
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
社
協

以
外
の
団
体
と
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の

中
で
連
携
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業
や
地
域
の
課
題
を
知

る
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い
る
。

・
分
館
役
員
が
一
堂
に
会
す
る
公
民
館
研
究
集
会
を
開
催
し
、
他
地

区
の
分
館
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
互
い
に
活
動
を
見
学
し
た

り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る
分
館
が
あ
り
、
分
館
活
動
推
進
の
一
助

と
な
っ
た
。

・
公
民
館
事
業
の
公
民
館
主
事
の
担
う
役
割
は
大
き
く
、
一
昨
年

よ
り
新
任
の
公
民
館
主
事
が
大
多
数
を
占
め
、
公
民
館
主
事
の
人

材
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
各
主
事
が
地
域
に
入
り
な
が
ら
学
び
つ
つ
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
経
験
不
足
な
面
に
対
し
て
社
会
教
育
の
専
門
的
な
知

識
や
様
々
な
地
域
で
の
取
り
組
み
を
学
べ
る
場
を
設
け
て
、
主
事

自
身
の
学
ぶ
姿
勢
を
整
え
・
成
長
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
地
区
公
民
館
の
運
営
や
分
館
の
支
援
に
あ
た
る
こ
と

が
理
想
的
で
あ
る
。

・
中
央
、
地
区
公
民
館
に
よ
る
継
続
的
な
分
館
支
援
。

・
公
民
館
主
事
会
で
の
研
修
に
お
い
て
主
事
の
人
材
育
成
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

公
民
館
事
業

課
名

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

0
0

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
公
民
館
事
業
参
加
人
数
（
人
）

地
区
公
民
館
事
業
負
担
金

2
7
,6
6
7

2
7
,6
6
7

2
7
,6
6
7

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

8
,9
5
1

そ
の
他

3
,0
2
9

3
,0
2
9

3
,0
2
9

学
級
講
座
講
師
謝
礼

1
,1
0
0

1
,1
0
0

1
,1
0
0

中
間
値
（
事
中
評
価
）

2
5
,0
0
0

2
5
,5
0
0

2
6
,0
0
0

実
績
値
（
事
後
評
価
）
2
2
,9
8
6

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

0
0

0
0

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
業
費
合
計

3
1
,7
9
6

+
0

3
1
,7
9
6

+
0

3
1
,7
9
6

中
間
値
（
事
中
評
価
）

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0

県
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0
0

目
標
値

0
実
績
値
（
事
後
評
価
）

地
方
債

（
　
名
称
　
）

0
0

2
9
,7
8
6

+
0

2
9
,7
8
6

+
0

3
1
,7
9
6

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

公
民
館
使
用
料
等

2
,0
1
0

2
,0
1
0

-

一
般
財
源

課
題

・
中
央
公
民
館
で
は
1
0
4
回
の
講
座
を
実
施
し
参
加
者
延
べ
2
,2
3
2
人
、
地
区

公
民
館
で
は
1
,0
0
2
回
の
講
座
を
実
施
し
参
加
者
延
べ
2
0
,7
5
4
人
が
参
加

し
た
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
公
民
館
活
動
を
展
開
し
、
文
化
祭
や

運
動
会
（
ス
ポ
レ
ク
）
な
ど
も
開
催
出
来
た
。

・
各
講
座
ご
と
に
目
標
を
定
め
て
、
そ
の
目
標
達
成
手
段
と
し
て
講
座
を
開
催
で
き

た
。

・
各
公
民
館
が
社
協
な
ど
の
他
団
体
と
連
携
し
て
、
福
祉
・
防
災
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
座
を
実
施
し
た
。

・
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
議
論
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

・
地
域
課
題
解
決
の
事
業
は
、
他
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

・
分
館
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
中
央
公
民
館
が
中
心
と
な

り
、
地
区
公
民
館
の
支
援
を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

作
成
担
当
者

交
流
文
化
部

中
央
公
民
館

職
名

係
長
代
理

氏
名

氏
名

安
藤
　
寿
秀

連
絡
先
（
内
線
）

3
1
4
1

最
終
評
価
者

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長

氏
名

上
條
　
史
生

担
当
係
長
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１ 公民館事業 社会教育スポーツ課 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

分館による事業の差がみられる。地域の主体性も大事だが、活動が弱い分館につ

いては、中央公民館や地区公民館が分館活動の手がかりとなる支援をしても良いと

思う。地域の特色や産物を生かした特産品などの開発講座など、継続性のある活動

として仕掛けを考えてみたらどうか。また、HP で発信していることを、もっと広

報すべきと考える。伝統を生かした新たな文化も視野に入れながら、地域全体に響

き浸透できる活動へと発展されることを期待している。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・他団体とも連携し、地域の特性を活かした事業や地域の課題を知る事業を計画・

実施していることを評価いたします。 

・さまざまな講座の実施や社会福祉協議会等との連携により、地域での暮らしに根

づいた有意義な取り組みをされていると思います。 

・他団体との連携は、これからの公民活動に必要不可欠であるので、既存の連携を

深化しつづけていることは評価できます。 

改善提案等 ・互いに活動を見学したり、情報交換したりする分館があるので、それをよきモデ

ルにして、困っている主事にそういった分館の取組を紹介するなど学べる場を設け

る仕組みづくりをすると持続可能なものになると思います。 

・公民館活動充実のために、多機関や人とのさらなる連携が求められると思います。

また、特徴ある分館の活動は大切にしつつ、分館によって活動の濃淡が出ないよう

中央からの支援が求められると思われます。 

・社会問題になっている詐欺被害や鳥獣駆除・地震等の自然災害対策などの身近に 

起っている事象にも対応できる心構えの講座も適宜・適切に関係課との連携により

行うことは必要と思う。（既に行っていれば、引き続き実施してもらいたい）講座

も座学方式だけでなく、参加しやすい在り方（気軽に・楽しく・有意義な）により、

興味が持てるものになるのではないかと思う。 

その他意見 ・各地区の特性を生かすためにも、地域に埋もれた人材の活用（協力）が必要です。

ICT を活用した人材登録バンクのようなものにより、事務の軽減と利用の手軽さに 

より、人材活用が容易になると思われます。すべての人（高校生・大学生も含め）

の活躍できる場を公民館活動に組み入れる。公民館活動の敷居を低くする意味から

も、例えば、夏休み期間中の学習補助等（既に行っている分館もあるが）からの地

域活動参加の拡大に広げるなど。 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・分館の特色を生かした活動充実に向けて、引き続き中央・地区公民館からのアド

バイスやサポートなど支援の継続・強化を図ります。分館からの相談に対応するほ

か、出前講座の実施なども検討します。また、年１回開催する公民館研究集会で分

館の取り組み紹介や情報交換ができる場を設けます。 

・社会教育施設や学校などの教育機関をはじめ、社会福祉協議会や地域の各種団体、

市民活動団体など様々な団体や人との連携をより深め、様々な地域社会の課題に対

応した今日的テーマでの活動や講座を企画・実施して、地域課題解決を目指した公

民館活動を推進します。 

・各公民館において HP や SNS を使って広報していますが、より注力することで、

たくさんの地域住民の目に留まり、誰でも気軽に参加できる敷居の低い公民館活動

を展開します。 
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価

・
市
民
ニ
ー
ズ
や
多
様
な
需
要
、
要
求
を
把
握
す
る
一
助
と
す
る
た

め
、
あ
ら
た
に
、
市
民
活
動
団
体
と
共
催
し
た
お
す
す
め
本
を
投
稿

で
き
る
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
他
課
の
職
員
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
休
館
中
の
本
館
の
書
籍
の
設
置
場
所
を
い
く
つ
か
設
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
選
書
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
。

・
令
和
8
年
度
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
中

信
地
区
内
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
予
定
情
報
を
収
集
す
る
予

定
。

・
本
館
休
館
に
伴
い
、
購
入
し
た
本
館
所
蔵
用
の
書
籍
の
設
置
場

所
を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。

・
本
館
休
館
中
に
分
館
で
も
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
の
活
用
講
座
を
開

催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
分
館
に
よ
り
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
開
催
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
物
価
高
騰
に
伴
い
、
書
籍
や
雑
誌
の
単
価
が
段
階
的
に
上
が
っ
て
い
て
、
出
版
界
で
も
当
面
こ

の
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
予
算
額
の
ま
ま
で
は
購
入
で
き
る
資
料

の
数
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
図
書
購
入
費
は
現
状
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
業
務
の
効
率
化
の
た
め
、
IC
タ
グ
を
利
用
し
た
蔵
書
点
検
に
つ
い
て
再
検
証
し
た
い
。
精
度
の

良
い
機
器
が
あ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
更
新
に
あ
わ
せ
て
導
入
を
進
め
た
い
。

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

6
0
,3
9
0

特
定

一
般

特
定

1
,0
1
4

一
般

6
0
,3
9
0

特
定

1
,0
1
4

休
廃
止

縮
小

✔

そ
の
他

7
,9
8
0
そ
の
他

7
,9
8
0

今
後
の
方
向
性

図
書
購
入
費

3
0
,0
0
0
図
書
購
入
費

3
0
,0
0
0

成 果

拡
充

電
子
図
書
館
協
働
運
営
事
業
負
担
金

2
4
9
電
子
図
書
館
協
働
運
営
事
業
負
担
金

2
4
9

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

0

図
書
デ
ー
タ
作
成
委
託
料

1
,8
8
4
図
書
デ
ー
タ
作
成
委
託
料

1
,8
8
4

事
業
費
・
財
源

6
1
,4
0
4

6
1
,4
0
4

予
算
対
応

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

図
書
館
シ
ス
テ
ム
使
用
料

2
1
,2
9
1
図
書
館
シ
ス
テ
ム
使
用
料

2
1
,2
9
1

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
図
書
館
電
算
機
器
使
用
料

○
図
書
デ
ー
タ
整
備

○
情
報
資
料
の
購
入

○
図
書
館
電
算
機
器
使
用
料

○
図
書
デ
ー
タ
整
備

○
情
報
資
料
の
購
入

○
シ
ス
テ
ム
改
修
（
カ
ー
ド
レ
ス
化
）

○
図
書
館
電
算
機
器
使
用
料

○
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新

○
図
書
デ
ー
タ
整
備

○
情
報
資
料
の
購
入

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

市
民
、
図
書
館
利
用
者
、
団
体
、
企
業

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

図
書
館
資
料
の
充
実
と
活
用
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
安
定
的
な
運
営

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

3
や
や
高
い

総
合
評
価

Ａ
3

や
や
高
い

効
率
性

3

事
務
事
業
名

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

担
当
課

図
書
館

施
策

3
-3

や
や
高
い
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

氏
名

小
松
　
久
美

氏
名

北
澤
　
梨
絵
子

連
絡
先
（
内
線
）

4
2
4
2

最
終
評
価
者

図
書
館
長

氏
名

矢
澤
　
昭
義

担
当
係
長

図
書
館

・
図
書
館
資
料
を
購
入
し
資
料
の
充
実
を
図
っ
た
一
方
で
、
情
報
の
古
い
資
料

な
ど
の
除
籍
を
進
め
、
情
報
提
供
基
盤
の
整
理
を
行
っ
た
。

・
市
町
村
と
県
に
よ
る
協
働
電
子
図
書
館
「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」
の
中
学
校
で
の

利
用
登
録
を
行
っ
た
、
ま
た
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
受
付
を
開
始
し

た
。

・
図
書
館
資
料
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
情
報
提
供
基
盤
を

強
化
し
、
利
用
に
つ
な
が
っ
た
。

・
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
の
活
用
範
囲
を
広
め
、
館
内
に
デ
モ
機
を
設
置
す
る
な
ど
周
知

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
対
し
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
た
。

・
幅
広
い
市
民
ニ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
多
様
な
需
要
、
要
求
に
対
応
す

る
た
め
の
資
料
や
情
報
の
更
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

・
R
8
年
度
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

・
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
利
用
登
録
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
学
校
で
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

作
成
担
当
者

交
流
文
化
部

図
書
館

職
名

係
長
代
理

6
0
,3
9
0

+
0

6
0
,3
9
0

+
0

6
0
,3
9
0

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

広
告
料
、
シ
ス
テ
ム
使
用
負
担
金

1
,0
1
4

1
,0
1
4

1
,0
1
4

一
般
財
源

課
題

1
4

4

地
方
債

（
　
名
称
　
）

0
0

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0

県
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0
0

目
標
値

0
実
績
値
（
事
後
評
価
）

1

事
業
費
合
計

6
1
,4
0
4

+
0

6
1
,4
0
4

+
0

6
1
,4
0
4

中
間
値
（
事
中
評
価
）

0

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）
図
書
館
活
用
講
座
の
実
施
回
数

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

そ
の
他

7
,9
8
0

7
,9
8
0

7
,9
8
0

0
0

1
7
3

1
8
6

2
0
0

実
績
値
（
事
後
評
価
）

1
7
3

4
7

図
書
購
入
費

3
0
,0
0
0

3
0
,0
0
0

3
0
,0
0
0

図
書
デ
ー
タ
作
成
委
託
料

1
,8
8
4

1
,8
8
4

1
,8
8
4

中
間
値
（
事
中
評
価
）

電
子
図
書
館
協
働
運
営
事
業
負
担
金

2
4
9

2
4
9

2
4
9

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
の
回
数

図
書
館
シ
ス
テ
ム
使
用
料

2
1
,2
9
1

2
1
,2
9
1

2
1
,2
9
1

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

課
名

図
書
館
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２ 図書館サービス基盤整備事業 図書館 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

 デジとしょ信州については、試行した学校の状況を検証し、市内の小中学校の利

用促進につながるよう一層充実を図ってほしい。また、一般向けにもう少し説明を

行い、周知をお願いしたいと思う。この利用率が上がれば図書購入費を抑えられる

のではないかと思う。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・物価高騰で購入冊数が減少傾向にある中、「デシとしょ信州」などの新たな取り

組みを強化し、市民に対してよりよいサービスの提供に努めていることを評価いた

します。 

・業務効率化の推進とデジとしょ信州の利用推進を図り、図書館機能の強化を図ら

れていると思います。 

・継続的な利用しやすい仕組みづくりの取り組みは、評価できます。

改善提案 ・GIGA スクール構想により、各学校では通信環境が整っているので、ICT を活用し

た展開には、学校施設の有効活用を模索してみてはいかがでしょうか。 

・デジタルによる利点を活かし業務の効率化を引き続き進めると同時に、本を手に

とって見るという図書館だからこその魅力をさらに伸ばしていただきたいです。 

・事業実施の際には、現状の事前把握に努め適切な事業執行をすることが必要です。 

その他意見 ・近隣市町村との連携を図りながら、適正な蔵書数の確保に努めてもらいたい。

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・デジとしょ信州については、今後も引き続き県や市町村と連携しながら更なる周

知とサービス充実に向けた取組を進めていきます。また、様々な事情により読書が

困難な方にも読書環境を届けるなど、市民の読書の選択の幅を広げながら読書推進

を図っていきます。学校での活用については、地域資料等の登録を進めることで、

朝読書のほか授業での活用について提案していきます。 

・市民の知る権利を守るとともに、様々な課題解決に対応していくため、今後も市

民ニーズの把握に努め、情報提供に必要な資料をそろえていきます。また、様々な

企画を通じて本と人をつなぐ取組を実施し、多くの本に出合える機会を創出しま

す。
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令
和

６
年

度
　

事
務

事
業

評
価

シ
ー

ト
（ハ

ー
ド

事
業

）

○
実

施
計

画
○

事
中

評
価

評
価

視
点

　
1
：
低

い
　

2
：
や

や
低

い
　

3
：
や

や
高

い
　

4
：
高

い

【
効

率
性

の
評

価
視

点
】
該

当
す

る
項

目
が

多
い

ほ
ど

評
点

は
低

く
な

る

① ② ③ ④ ⑤

予
算

額
（
千

円
）

計
画

額
（
千

円
）

計
画

額
（
千

円
）

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事

中
評

価
（
予

算
編

成
に

向
け

た
定

性
評

価
）

文
化

財
課

重
伝

建
整

備
事

業

前
年

度
の

課
題

等
に

対
す

る
取

組
状

況
当

年
度

生
じ

た
新

た
な

問
題

等
新

年
度

の
改

善
・
改

革
案

（
予

算
要

求
等

）
、
段

階
的

に
見

直
し

て
い

く
事

項

・
両

地
区

の
修

理
修

景
事

業
実

施
希

望
者

は
増

え
て

き
て

い
る

が
、

従
来

の
予

算
規

模
で

は
対

応
で

き
ず

、
や

む
を

得
ず

先
の

年
度

以
降

に
事

業
実

施
を

見
送

っ
て

も
ら

う
事

例
が

昨
年

度
よ

り
生

じ
て

い
る

。
そ

の
た

め
今

年
度

は
事

業
実

施
希

望
者

を
募

る
相

談
会

を
行

わ
な

い
こ

と
と

し
た

。
・
令

和
６

年
度

は
、
奈

良
井

で
修

理
３

件
、
木

曾
平

沢
で

修
理

２
件

を
実

施
し

て
い

る
。

・
資

材
・
人

件
費

等
の

高
騰

に
よ

り
、
修

理
修

景
事

業
に

係
る

工
事

費
は

上
昇

し
て

い
る

一
方

、
補

助
上

限
額

が
少

な
い

た
め

、
事

業
者

負
担

が
大

き
く

な
る

傾
向

に
あ

る
。
こ

の
た

め
、
事

業
実

施
を

躊
躇

し
た

り
、
実

施
し

た
と

し
て

も
十

分
な

修
理

修
景

が
行

え
な

い
ケ

ー
ス

も
出

て
き

て
い

る
。
修

理
修

景
が

停
滞

す
る

こ
と

で
地

区
内

の
建

物
の

老
朽

化
や

倒
壊

の
危

険
性

が
増

大
し

、
将

来
的

に
歴

史
的

町
並

み
の

継
続

が
困

難
と

な
り

、
重

伝
建

地
区

と
し

て
の

意
義

・
価

値
が

失
わ

れ
る

恐
れ

が
あ

る
。

・
修

理
修

景
事

業
に

対
す

る
補

助
上

限
額

に
つ

い
て

、
3

0
年

以
上

変
更

が
さ

れ
て

い
な

い
状

況
。
物

価
上

昇
や

人
件

費
・
資

材
高

騰
と

い
っ

た
現

状
に

即
し

て
い

る
と

は
言

え
な

い
た

め
、
R

9
年

度
よ

り
上

限
額

の
引

き
上

げ
を

し
、
積

極
的

な
保

存
活

用
の

推
進

を
図

り
た

い
。

・
R

8
年

度
に

木
曾

平
沢

選
定

2
0

年
、
R

1
0

年
度

に
奈

良
井

選
定

5
0

年
の

節
目

を
迎

え
る

。
こ

の
機

会
を

き
っ

か
け

に
、
改

め
て

両
伝

建
地

区
の

保
存

活
用

の
機

運
を

高
め

、
歴

史
的

町
並

み
を

守
り

伝
え

て
い

く
た

め
、
記

念
事

業
の

開
催

を
予

定
し

て
い

る
（
町

並
み

保
存

推
進

事
業

（
ソ

フ
ト

・
行

政
評

価
対

象
外

）
に

関
す

る
事

項
）
。

・
R

1
0

年
度

の
奈

良
井

選
定

5
0

年
に

向
け

て
、
伝

建
選

定
時

か
ら

現
在

ま
で

の
町

並
み

の
変

遷
や

現
状

把
握

の
た

め
の

見
直

し
調

査
を

、
R

9
～

1
0

年
度

に
か

け
て

外
部

調
査

機
関

に
委

託
し

て
実

施
を

予
定

し
て

い
る

（
町

並
み

保
存

推
進

事
業

（
ソ

フ
ト

・
行

政
評

価
対

象
外

）
に

関
す

る
事

項
）
。

評
価

視
点

有
効

性

効
率

性

1
低

い

3
や

や
高

い
総

合
評

価
Ｃ

事
務

事
業

名
担

当
課

施
策

3
-5

年
度

別
事

業
内

容
（
手

段
）

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

○
奈

良
井

・
木

曾
平

沢
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

修
理

修
景

○
奈

良
井

・
木

曾
平

沢
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

修
理

修
景

○
奈

良
井

・
木

曾
平

沢
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

修
理

修
景

目
的

対
象

重
伝

建
地

区
内

で
建

築
物

等
の

工
事

を
行

う
者

新
規

/
継

続
継

続

意
図

歴
史

的
な

町
並

み
の

保
存

と
整

備
を

行
う

。
会

計
区

分
一

般

部
分

的
に

廃
止

・
縮

小
し

て
も

成
果

の
達

成
が

可
能

補
助

金
2

5
,3

2
7

補
助

金
2

5
,0

0
0

単
位

当
た

り
の

コ
ス

ト
が

前
年

度
よ

り
も

悪
化

し
て

い
る

✔

電
子

化
等

の
事

務
改

善
、
人

員
見

直
し

に
よ

り
コ

ス
ト

削
減

の
余

地
が

あ
る

コ
ス

ト
全

体
に

占
め

る
市

の
負

担
割

合
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

補
助

金
2

5
,0

0
0

他
の

実
施

主
体

を
活

用
し

、
成

果
維

持
の

ま
ま

コ
ス

ト
等

の
削

減
が

可
能

一
般

8
,1

3
5

特
定

1
7

,3
2

2
一

般
8

,2
3

3
特

定
1
7

,0
9

3

✔

現
状

維
持

そ
の

他
2

2
8

そ
の

他
2

2
8

そ
の

他
2

2
8

成 果

拡
充

休
廃

止

コ
ス

ト

第
1
次

査
定

第
2

次
査

定

1
7

,0
9

3

皆
減

縮
小

現
状

維
持

拡
大

一
般

8
,1

3
5

特
定

事
業

費
・
財

源

2
5

,5
5

5
2

5
,2

2
8

2
5

,2
2

8

縮
小

今
後

の
方

向
性
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○
実

施
計

画
補

正
要

求
（
千

円
）

年
度

○
事

後
評

価
○

評
価

指
標

概
要

項
目

（
起

債
対

象
に

※
）

計
画

額
補

正
要

求
額

補
正

後
額

１
次

査
定

１
次

査
定

後
２

次
査

定
２

次
査

定
後

令 和 ７ 年 度

○
奈

良
井

・
木

曾
平

沢
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

修
理

修
景

補
助

金
2

5
,0

0
0

2
5

,0
0

0
2

5
,0

0
0

0
0

0
0

財 源 内 訳

2
5

,0
0

0

旅
費

・
消

耗
品

費
2

2
4

+
4

2
2

8
2

2
8

2
2

8 0

0
0

0 0

事
業

費
合

計
2

5
,2

2
4

+
4

2
5

,2
2

8
0

2
5

,2
2

8
0

2
5

,2
2

8

1
6

,3
3

9

県
支

出
金

文
化

財
保

護
事

業
補

助
金

3
%

7
5

4
7

5
4

7
5

4
7

5
4

国
庫

支
出

金
国

宝
重

要
文

化
財

等
保

存
・
活

用
事

業
費

補
助

金
6

5
%

1
6

,3
3

9
1
6

,3
3

9
1
6

,3
3

9

0

地
方

債
2

（
地

方
債

名
）

0
0

0

地
方

債
1

（
地

方
債

名
）

0
0

0

そ
の

他
（
　

名
称

　
）

0
0

0

地
方

債
3

（
地

方
債

名
）

0
0

一
般

財
源

8
,1

3
1

+
4

8
,1

3
5

0
8

,1
3

5
0

8
,1

3
5

令 和 ８ 年 度

○
奈

良
井

・
木

曾
平

沢
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

修
理

修
景

補
助

金
2

5
,0

0
0

2
5

,0
0

0
2

5
,0

0
0

2
5

,0
0

0

旅
費

・
消

耗
品

費
2

2
4

+
4

2
2

8
2

2
8

2
2

8

0
0

0

0
0

0

0
0

0

事
業

費
合

計
2

5
,2

2
4

+
4

2
5

,2
2

8
0

2
5

,2
2

8
0

2
5

,2
2

8

財 源 内 訳

国
庫

支
出

金
国

宝
重

要
文

化
財

等
保

存
・
活

用
事

業
費

補
助

金
6

5
%

1
6

,3
3

9
1
6

,3
3

9
1
6

,3
3

9
1
6

,3
3

9

県
支

出
金

文
化

財
保

護
事

業
補

助
金

3
%

7
5

4
7

5
4

7
5

4
7

5
4

地
方

債
1

（
地

方
債

名
）

0
0

0 0

地
方

債
3

（
地

方
債

名
）

0
0

0

地
方

債
2

（
地

方
債

名
）

0
0

0

一
般

財
源

8
,1

3
1

+
4

8
,1

3
5

0
8

,1
3

5
0

8
,1

3
5

そ
の

他
（
　

名
称

　
）

0
0

取
組

内
容

結
果

・
成

果
課

題
評

価
指

標
（
単

位
）

修
理

修
景

事
業

実
施

数
・
令

和
5

年
度

は
、
奈

良
井

で
修

理
1
件

、
木

曾
平

沢
で

修
理

4
件

事
業

実
施

し
た

。
・
令

和
6

年
度

分
は

、
奈

良
井

3
件

、
木

曾
平

沢
2

件
の

事
業

実
施

箇
所

に
つ

い
て

、
令

和
5

年
9

月
の

伝
建

審
議

会
の

審
議

を
経

て
、
補

助
金

の
予

算
化

を
図

る
と

と
も

に
、
令

和
6

年
1
月

に
文

化
庁

へ
国

庫
補

助
金

の
交

付
申

請
を

し
た

。
・
令

和
7

年
度

以
降

分
に

つ
い

て
、
6

月
と

1
1

月
の

2
回

、
地

元
住

民
組

織
と

の
共

催
で

相
談

会
を

開
催

し
、
事

業
実

施
希

望
者

の
取

り

・
事

業
の

実
施

に
よ

り
、
地

区
内

の
建

造
物

が
適

切
に

保
存

さ
れ

、
町

並
み

全
体

の
歴

史
的

風
致

が
保

た
れ

る
こ

と
で

、
住

民
の

文
化

財
保

護
意

識
の

向
上

や
地

域
へ

の
愛

着
・
誇

り
の

醸
成

が
図

ら
れ

て
い

る
ほ

か
、
観

光
資

源
と

し
て

も
活

用
さ

れ
、
地

域
の

振
興

に
寄

与
し

て
い

る
。

・
相

談
会

の
開

催
に

よ
り

、
数

年
先

ま
で

の
事

業
予

定
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、
計

画
的

に
事

業
実

施
が

で
き

て
い

る
。

・
両

地
区

の
修

理
修

景
事

業
実

施
希

望
者

は
増

え
て

き
て

い
る

が
、
従

来
の

予
算

規
模

で
は

対
応

で
き

ず
、
や

む
を

得
ず

先
の

年
度

以
降

に
事

業
実

施
を

見
送

っ
て

も
ら

う
事

例
が

出
て

き
て

い
る

。
・
資

材
・
人

件
費

等
の

高
騰

に
よ

り
、
修

理
修

景
事

業
に

係
る

工
事

費
は

上
昇

し
て

い
る

一
方

、
補

助
上

限
額

が
少

な
い

た
め

、
事

業
者

負
担

が
大

き
く

な
る

傾
向

に
あ

る
。
こ

の
た

め
、
事

業
実

施
を

躊
躇

し
た

り
、
実

施
し

た
と

し
て

も
十

分
な

修
理

修
景

が
行

え
な

い
ケ

ー
ス

も
出

て
き

て
い

年
度

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

中
間

値
（事

中
評

価
）

3

実
績

値
（事

後
評

価
）

目
標

値
5

4
4

最
終

評
価

者
文

化
財

課
長

氏
名

古
畑

　
比

出
夫

担
当

係
長

文
化

財
係

氏
名

塩
原

　
真

樹

指
標

実
績

値
の

要
因

分
析

（
事

後
評

価
）

作
成

担
当

者
交

流
文

化
部

文
化

財
課

文
化

財
係

職
名

主
任

氏
名

今
福

大
輔

連
絡

先
（
内

線
）

3
1
0

6

20



 

３ 重伝建整備事業 文化財課 

 

○教育委員会の評価等【Check】 

評価・意見・ 

改善提案等 

修理修景事業に係る工事費は上昇しており、補助上限額は長年変更されていない現

状から、事業希望者が事業実施を躊躇することは理解できるので、上限額の引き上

げ、積極的な保存活動の推進を図りたい。整備費用が確保出来ないと進められない

のが実情で、重伝建を残すか残さないかというところまで来ている状況と感じる。

平沢と奈良井は中山道の宿場でも有名で国内外の観光客も多いことから、街並みを

修繕し、保存することにより、更に宿場の価値が高まると思う。歴史的町並みの魅

力の認知度を上げていくことも並行して考えいき、伝統と新しい発想との融合にも

取り組みながら、守り続けたいと多くの市民感情が高ぶる魅力ある企画を期待しま

す。 

 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】 

評価 

 

・30 年以上変更していなかった、修理修景事業に対する補助上限額の引き上げに

向けた取り組みを進めていることを評価いたします。 

・文化財保護意識の醸成により、観光資源としての魅力向上が相乗効果として表れ

ていると思われます。 

・町並み全体の歴史的な価値が保存されていることは、地域の皆さんの協力を始め

関係者の努力が大きいと思う。 

改善提案 ・補助上限額を引き上げ、修理修景を行いやすくし、歴史的町並みの保存と整備を

今後も継続できることを期待します。 

・観光客の増加、とくにインバウンド需要により重伝建の魅力維持、向上は今後も

求められるものだと思います。コスト増が今後も見込まれる状況ですが、市にとっ

て必要な事業として庁内全体での再認識が求められると思います。 

・補助金の引き上げも必要と思うが、国に対しても全国伝統的建造物群保存地区協

議会や関係市町村とも連携・協力し積極的に要望してほしい。 

その他意見 ・補助金引き上げの際には、既設の皆さんとの合意形成に努めるとともに、節目の

年に向けて、再度、市における伝建地区の位置付けを明確にすることが必要です。 

 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】 

取り組む 

改善内容等 

・所有者に対する補助金限度額の引き上げについては、今年度より取組を始めてい

ます。改正要綱の適用は、令和 9 年度を予定しています。作業にあたり、庁内調

整及び伝建審議会との連携を密にして、所有者の保存意識の向上・維持に繋がる要

綱を目指します。また、限度額の引上げに伴う事業費の拡大については、財政部局

との調整はもとより、伝建協議会で例年行っている、国への要望活動に反映してい

きます。 

・修理修景事業の充実により、文化財としての価値が向上し、地域愛の醸成や地域

の誇りを学ぶ身近な教材として活用され、その姿勢が魅力として広く発信すること

で観光資源となり、本市のブランド推進の一端を担うものと考えられます。 
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令
和

６
年

度
　

事
務

事
業

評
価

シ
ー

ト
（ソ

フ
ト

事
業

）

○
実

施
計

画
○

事
中

評
価

評
価

視
点

　
1
：
低

い
　

2
：
や

や
低

い
　

3
：
や

や
高

い
　

4
：
高

い

【
効

率
性

の
評

価
視

点
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該

当
す

る
項

目
が

多
い

ほ
ど

評
点

は
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く
な
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（
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円
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計
画
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④
②

①
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事

中
評
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予

算
編

成
に

向
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た
定

性
評
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）

第
1
次

評
価

第
2

次
評

価

・
観

光
業

が
活

性
化

し
、
都

市
圏

発
着

の
バ

ス
ツ

ア
ー

の
目

的
地

に
組

み
込

ま
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。
遺

跡
公

園
滞

在
時

の
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
周

辺
環

境
整

備
の

徹
底

と
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

を
も

っ
た

対
応

に
努

め
て

い
る

。

・
蛍

光
管

の
製

造
中

止
が

予
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、
ガ

イ
ダ

ン
ス

棟
の

照
明

設
備

の
L
E

D
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
遺

跡
公

園
の

認
知

度
が

向
上

し
、
イ

ベ
ン

ト
開

催
数

も
増

加
傾

向
に

あ
る

が
、
協

力
い

た
だ

い
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
ス

タ
ッ

フ
は

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
た

め
、
新

た
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
募

集
や

養
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

コ
ス

ト
皆

減
縮

小
現

状
維

持
拡

大

前
年

度
の

課
題

等
に

対
す

る
取

組
状

況
当

年
度

生
じ

た
新

た
な

問
題

等
新

年
度

の
改

善
・
改

革
案

（
予

算
要

求
等

）
、
段

階
的

に
見

直
し

て
い

く
事

項

一
般

5
,5

6
1

特
定

一
般

特
定

3
0

0
一

般
1
0

,0
7

5
特

定
3

0
0

休
廃

止

縮
小

✔

今
後

の
方

向
性

そ
の

他
2

,4
0

8
そ

の
他

3
,6

0
6

成 果

拡
充

現
状

維
持

人
件

費
（会

計
年

度
任

用
職

員
）

5
,7

1
2

人
件

費
（会

計
年

度
任

用
職

員
）

光
熱

水
費

1
,3

0
5

光
熱

水
費

1
,3

0
5

事
業

費
・
財

源

1
0

,3
7

5
5

,8
6

1
予

算
対

応

人
件

費
（会

計
年

度
任

用
職

員
）

部
分

的
に

廃
止

・
縮

小
し

て
も

成
果

の
達

成
が

可
能

遺
跡

ま
つ

り
実

行
委

員
会

負
担

金
9

5
0

遺
跡

ま
つ

り
実

行
委

員
会

負
担

金
9

5
0

✔

単
位

当
た

り
の

コ
ス

ト
が

前
年

度
よ

り
も

悪
化

し
て

い
る

電
子

化
等

の
事

務
改

善
、
人

員
見

直
し

に
よ

り
コ

ス
ト

削
減

の
余

地
が

あ
る

コ
ス

ト
全

体
に

占
め

る
市

の
負

担
割

合
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

✔

年
度

別
事

業
内

容
（
手

段
）

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

○
遺

跡
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
体

験
型

学
習

の
開

催
○

平
出

遺
跡

公
園

の
維

持
管

理
○

ひ
ら

い
で

遺
跡

ま
つ

り
の

開
催

○
遺

跡
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
体

験
型

学
習

の
開

催
○

平
出

遺
跡

公
園

の
維

持
管

理
○

ひ
ら

い
で

遺
跡

ま
つ

り
の

開
催

○
遺

跡
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
体

験
型

学
習

の
開

催
○

平
出

遺
跡

公
園

の
維

持
管

理
○

ひ
ら

い
で

遺
跡

ま
つ

り
の

開
催

他
の

実
施

主
体

を
活

用
し

、
成

果
維

持
の

ま
ま

コ
ス

ト
等

の
削

減
が

可
能

目
的

対
象

市
民

、
市

外
か

ら
の

来
訪

者
新

規
/
継

続
継

続
有

効
性

意
図

5
,0

0
0

年
人

が
住

み
続

け
て

い
る

歴
史

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
非

日
常

的
な

憩
い

の
場

と
す

る
。

会
計

区
分

一
般

評
価

視
点

妥
当

性
3

や
や

高
い

総
合

評
価

Ｂ
3

や
や

高
い

効
率

性
3

事
務

事
業

名
平

出
遺

跡
公

園
事

業
（
ソ

フ
ト

事
業

）
担

当
課

平
出

博
物

館
施

策
3
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や
や

高
い
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○
令

和
７

年
度

事
業

費
、
財

源
内

訳
（
事

中
評

価
）

○
評

価
指

標

○
事

後
評

価
【
令

和
５

年
度

】

氏
名

氏
名

連
絡

先
（
内

線
）

最
終

評
価

者
平

出
博

物
館

館
長

氏
名

小
松

　
学

担
当

係
長

・
火

起
こ

し
や

勾
玉

づ
く

り
な

ど
の

常
設

の
体

験
学

習
の

ほ
か

、
松

ぼ
っ

く
り

ツ
リ

ー
づ

く
り

等
季

節
に

あ
わ

せ
た

体
験

も
実

施
し

た
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

開
催

を
見

送
っ

て
き

た
遺

跡
ま

つ
り

を
4

年
ぶ

り
に

開
催

し
た

。
・
風

害
に

よ
り

破
損

し
た

復
元

住
居

（
J
-5

6
号

）
を

緊
急

で
修

復
し

た
。

・
ひ

ら
い

で
遺

跡
ま

つ
り

に
は

4
,0

0
0

人
を

超
え

る
多

く
の

家
族

連
れ

が
参

加
し

、
遺

跡
公

園
や

博
物

館
周

辺
を

学
ぶ

良
い

機
会

と
な

っ
た

。
・
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
イ

ベ
ン

ト
や

ワ
イ

ナ
リ

ー
フ

ェ
ス

タ
に

は
市

内
外

か
ら

多
く

の
来

訪
者

が
あ

り
、
平

出
遺

跡
の

認
知

度
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
今

後
予

定
さ

れ
て

い
る

復
元

住
居

の
大

規
模

改
修

は
個

別
施

設
計

画
に

基
づ

き
年

次
的
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実
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し
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い
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が

、
劣

化
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に
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実
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順
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入
れ
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え
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の

対
応
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る

。

作
成
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5
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績
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６
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４ 平出遺跡公園事業 平出博物館 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

 遺跡公園においては、年間を通して大変よく利用されており、魅力的なイベント

も多く、多目的で利用されていることによって、遺跡公園としての良さも多くの市

民に知ってもらえていると感じる。ライトアップイベントは幻想的な空間が演出さ

れ、国史跡と非日常的な空間が、シンプルに癒しと感じられ、遺跡公園の魅力につ

なかったと感じた。子どもを含め一層市民が活用できる魅力的な場にしていきた

い。駐車場の課題は、足運びの懸念材料となるため、解決に向けてできる限り取り

組んで頂けると有難い。一方で、大規模改修等の財源問題は大きい。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・周辺環境整備の徹底やホスピタリティをもった対応など努力を重ね、10 月現在

ですでに目標値を超えるほどにぎわっていることを評価いたします。 

・さまざまなイベント等により、全世代に対する当該施設の認知度向上、魅力発信

に精力的に取組まれていると思われます。 

・地道な努力により、いろんなものとのコラボにより広く認知されてきた点は評価

できます。 

改善提案 ・遺跡公園の認知度はこれからますます増加すると思われるため、ボランティア団

体の活動など持続可能なものにしていく運営を期待します。 

・地域に根づいた愛着を感じる資源としてあるために、ボランティアや地域住民と

のさらなる関係の構築が求められると思います。 

・将来に向けての遺跡のファンを増やすことが求められるので、ボランティアに対

するインセンティブを与えることにより、協力者を増やす方策は考えられないか。

例えば、平出博物館を始め、市内各施設の年間無料パスポート配布や遺跡公園での

イベントでの優先枠の確保など。

その他意見 ・徐々に認知度が向上してきたことから、来園者をリピーターにするためにも、受

け入れ環境（トイレ等の施設）整備に万全を期すことが求められる。今後、新平出

博物館建設計画も予定されているようなので、遺跡も含め一体的な施設整備が望ま

れる。 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・平出遺跡公園の利活用を一層促進させるため、今後も官民連携した様々なイベン

ト等を開催します。また、イベント開催にあたり協力いただいているボランティア

団体の高齢化に伴う実働人員の減少については、新規会員の募集や博物館施設の無

料パスポート配布といったインセンティブについても検討を行い、持続可能な組織

運営に努めます。 

・遺跡公園の環境整備については、経年劣化により破損がみられる復元住居の修理

事業を計画的に行い、復元建物の安全性の確保や歴史的景観の適切な維持に努め、 

古代を体感できる魅力ある遺跡公園を目指します。 
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和

６
年

度
　

事
務

事
業

評
価

シ
ー

ト
（ソ

フ
ト

事
業

）

○
実

施
計

画
○

事
中

評
価

評
価

視
点

　
1
：
低

い
　

2
：
や

や
低

い
　

3
：
や

や
高

い
　

4
：
高

い

【
効

率
性

の
評

価
視

点
】
該

当
す

る
項

目
が

多
い

ほ
ど

評
点

は
低

く
な

る

① ② ③ ④

予
算

額
（
千

円
）

計
画

額
（
千

円
）

計
画

額
（
千

円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事

中
評

価
（
予

算
編

成
に

向
け

た
定

性
評

価
）

拡
充

✔

事
務

事
業

名

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

意
図

目
的

対
象

継
続

新
規

/
継

続

一
般

会
計

区
分

担
当

課
6

-1
施

策

Ｃ
総

合
評

価

他
の

実
施

主
体

を
活

用
し

、
成

果
維

持
の

ま
ま

コ
ス

ト
等

の
削

減
が

可
能

前
年

度
の

課
題

等
に

対
す

る
取

組
状

況

・
今

年
度

は
え

ん
ぱ

ー
く

改
修

工
事

期
間

中
の

た
め

制
限

は
あ

る
が

、
子

ど
も

向
け

の
講

座
や

事
業

の
み

で
な

く
、
年

齢
層

問
わ

ず
、
青

少
年

世
代

や
シ

ニ
ア

世
代

等
も

集
い

、
多

世
代

間
で

の
交

流
や

発
信

を
行

う
場

と
な

る
よ

う
な

事
業

を
新

た
に

企
画

を
し

て
い

る
。

・
施

設
の

予
約

管
理

が
複

雑
化

し
て

い
る

た
め

、
令

和
8

年
度

の
予

約
シ

ス
テ

ム
契

約
更

新
に

向
け

、
窓

口
担

当
職

員
を

中
心

に
検

討
会

の
場

を
設

け
て

、
運

用
に

つ
い

て
精

査
し

て
い

る
。
現

行
の

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

上
で

運
用

上
問

題
が

あ
る

箇
所

に
つ

い
て

、
ベ

ン
ダ

ー
へ

修
正

依
頼

を
行

っ
た

。
・
「
管

理
運

営
方

針
」
の

改
定

に
つ

い
て

は
、
企

画
課

と
協

議
中

で
あ

る
。

当
年

度
生

じ
た

新
た

な
問

題
等

・
子

育
て

支
援

・
青

少
年

交
流

の
一

環
と

し
て

開
催

し
て

い
た

イ
ベ

ン
ト

【
ち

び
て

つ
】
お

よ
び

【
te

n
t】

の
監

修
者

が
急

遽
不

在
と

な
っ

た
た

め
、
一

旦
イ

ベ
ン

ト
が

中
止

と
な

っ
た

。
イ

ベ
ン

ト
継

続
を

切
望

す
る

保
護

者
や

参
加

者
の

た
め

に
、
こ

れ
ら

の
イ

ベ
ン

ト
の

在
り

方
や

運
営

内
容

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

再
構

築
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
外

部
講

師
を

迎
え

、
企

画
運

営
の

主
体

で
あ

る
大

学
生

チ
ー

ム
と

話
し

合
い

を
重

ね
て

い
る

。
ま

た
、
支

払
方

法
に

つ
い

て
も

、
こ

れ
ま

で
は

イ
ベ

ン
ト

開
催

ご
と

に
講

師
謝

礼
と

し
て

支
払

を
行

っ
て

き
た

が
、
実

態
に

基
づ

い
た

内
容

で
の

運
営

が
必

要
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

新
年

度
の

改
善

・
改

革
案

（
予

算
要

求
等

）
、
段

階
的

に
見

直
し

て
い

く
事

項

・
子

育
て

支
援

・
青

少
年

交
流

の
【
ち

び
て

つ
】
お

よ
び

【
te

n
t】

の
支

払
い

方
法

に
つ

い
て

、
講

師
謝

礼
で

は
な

く
「
負

担
金

」
へ

変
更

す
る

べ
く

財
政

課
お

よ
び

総
務

人
事

課
と

協
議

し
て

い
る

。
そ

の
う

え
で

、
実

際
に

か
か

っ
て

い
る

実
費

分
や

新
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に
迎

え
る

外
部

講
師

の
謝

礼
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増
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す
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あ
る
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館
業

務
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い

て
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ン
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ン
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る
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○
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業
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画
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ン

ト
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続

実
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定

一
般

特
定

3
4

2
一

般

そ
の

他
2

,1
4

6

現
状

維
持

単
位

当
た

り
の

コ
ス

ト
が

前
年

度
よ

り
も

悪
化

し
て

い
る

電
子

化
等

の
事

務
改

善
、
人

員
見

直
し

に
よ

り
コ

ス
ト

削
減

の
余

地
が

あ
る
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全

体
に

占
め

る
市
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負

担
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合
を

下
げ

る
余

地
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あ
る

市
民

全
体

、
事

業
者

、
各
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団

体
、
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外
か

ら
の

来
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新
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い
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多
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流
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案
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○
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○
評
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和
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度

】

0

+
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6
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項
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子
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援
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少
年

交
流

事
業

中
心

市
街

地
活

性
化

事
業

1
,6

1
1

2
,1

4
6

6
4

0

3
2

0

1
,4

3
9

市
民

営
提

案
事

業
（
交

流
企

画
）

計
画

額

ＩＴ
講

座
運

営
事

業
委

託
料

最
終

評
価

者
氏

名
氏

名

結
果

・
成

果

・
新

規
事

業
と

し
て

、
2

つ
の

イ
ベ

ン
ト

【
え

ん
ぱ

ー
く

 d
e

 C
A

M
P

、
段

ボ
ー

ル
迷

路
】
を

実
施

し
、
市

街
地

の
活

性
化

や
青

少
年

の
交

流
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
事

業
全

体
で

は
、
年

間
延

べ
3

,6
5

8
人

の
参

加
者

を
迎

え
、
学

び
や

交
流

を
通

じ
た

新
た

な
知

恵
の

創
造

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
壁

柱
利

用
促

進
事

業
と

し
て

、
3

名
の

作
家

の
絵

画
展

を
行

い
、
ア

ー
ト

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

機
会

や
え

ん
ぱ

ー
く

に
足

を
運

ん
で

い
た

だ
く

き
っ

か
け

作
り

と
し

た
。
ま

た
、
壁

柱
を

利
用

で
き

る
こ

と
の

周
知

に
も

な
り

、
一

般
利

用
者

の
絵

画
展

の
開

催
に

も
つ

な
が

っ
た

。

取
組

内
容

・
施

設
機

能
（
ＩＣ

Ｔ
ル

ー
ム

）
を

活
用

し
、
暮

ら
し

や
仕

事
に

役
立

つ
「
ぱ

そ
こ

ん
基

礎
講

座
」
を

1
9

講
座

実
施

し
た

。
・
子

育
て

支
援

や
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
、
青

少
年

交
流

な
ど

、
多

様
な

内
容

に
よ

る
講

座
や

講
演

会
を

実
施

し
、
五

つ
の

重
点

分
野

を
融

合
し

た
事

業
を

1
2

事
業

2
7

回
開

催
し

た
。

・
市

民
営

提
案

事
業

に
よ

る
交

流
企

画
事

業
こ

ど
も

だ
け

の
街

「
こ

ど
も

し
お

じ
り

」
を

、
前

年
度

を
上

回
る

1
3

8
人

の
参

加
者

を
迎

え
開

催
し

た
。

・
セ

ン
タ

ー
の

貸
館

業
務

や
証

明
書

交
付

を
行

い
、
丁

寧
な

窓
口

対
応

を
心

掛
け

た
。

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

長

一
般

財
源

講
座

受
講

料
等

（
　

名
称

　
）

（
　

名
称

　
）

そ
の

他

矢
澤

　
昭

義
担

当
係

長
市

民
活

動
支

援
係

２
次

査
定

後

00

2
,1

4
6

連
絡

先
（
内

線
）

主
任

6
,1

5
6

地
方

債

県
支

出
金

事
業

費
合

計

0

人
件

費
（
会

計
年

度
任

用
職

員
）

0
0

（
　

名
称

　
）

6
,1

5
6

4
2

0

5
,7

3
6

0 0

6
4
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５ 市民交流センター交流企画事業 市民交流センター 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

集中して学習できる空間や、展示物も興味関心が持てるように工夫されていると

感じる。貸館の予約や支払い方法は、オンライン化は双方にとって効率化になると

思う。「ちびてつ」と「tent」が急遽中止になったことは、内容的には価値あるも

のであっただけに、誠に残念である。市民交流センターは、幅広い年齢層の多くの

市民に利用されている。今後は、大規模改修を終え、更に環境が良くなるので、高

齢者も訪れやすい講座等が、盛んに行われるように期待します。また、講座等の開

催の案内が、広く一般市民に伝わる様工夫をお願いしたいと思います。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・えんぱーく改修工事期間中の制限のある中、新しい人々や多くの人々が絶えず行

きかう場の創出という目的を達成しており、高く評価いたします。 

・ちびてつ等特徴的なイベント中止という不測の事態にも、参加者のニーズに応え

るべく適切に対応されていると思われます。 

・施設の有効活用により利用促進につながっている点は評価できます。施設を運営

しやすい（利用者にとっても利用しやすい）方法を時代に合わせて変化させること

は必要だと思います。 

改善提案 ・工事期間中などで、今年度、中止になった事業もありますので、スムーズな復活

を期待します。また、今後も重点分野を生かした融合事業を行うことで、様々な活

性化に寄与していくことを期待します。 

・企画イベントであれ貸館であれ、参加しやすさと利用しやすさ、そして参加・利

用による満足度が何より重要かと思います。市民・団体・事業者等のニーズを定期

的に拾い上げ、対応していくことが求められると思われます。 

・人気のあるイベントが年度中途で不測の事態になることもあることからいままで

の蓄積された知恵と知識により、スタッフの育成強化を図ることも大事。 

その他意見 ・実施している事業自体は有意義なものなので、事前に不測の事態に対応する方策

を考えておく準備が必要だと思います。（難しいことだと思いますが） 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・貸館予約や支払方法について、予約時の事前決済の導入など、利用者の利便性、

効率化を図るため、令和８年度のシステム更新に向けた研究、検討を行います。 

・１月下旬の施設の再開、２月１日・２日に実施予定の開館を記念したイベント等、

利用者の新たな居場所としての価値提供を図るため、準備を進めます。 

・イベント等の不測の事態を想定し、参加者の混乱を招かぬような対策を強化しま

す。 

・ちびてつ参加者や保護者の声を反映、その趣旨を継承した新事業を、信州大学生

協力のもと１２月から再開し、市内のこどもたちの育成に尽力します。 

・重点分野を生かした融合事業の実施、多世代間交流、中心市街地活性化の核とな

る事業を実施するとともに、事業の検証及び利用者の声を反映した事業を多く展開

します。 
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こども教育部　第１期中期戦略体系別　対象事業一覧

重点化する事務事業 担当課 評価

施策１－３ 子育て家庭が地域で支えられ、育児などの支援をいつでも受けられる 子育て支援センター事業 保育課

こども広場事業 保育課 ○

ファミリーサポートセンター事業 保育課

施策１－４ ライフスタイルに合う預け先があることで、 保育園大規模修繕事業 教育施設課

家庭で子どもと過ごす時間がより充実できる 保育園遊戯室空調設備設置事業 教育施設課

民間保育所支援事業 保育課

保育所運営費 保育課

育児支援推進事業 保育課 ○

保育補助員設置事業 保育課

給食運営費 保育課

にぎやか家庭応援事業 保育課

私立幼稚園支援補助金 保育課

施策１－５ 子ども・家庭へのきめ細やかな相談・支援がある 児童扶養手当支給事業 こども未来課

ひとり親家庭福祉推進事業 こども未来課

家庭支援推進事業 こども未来課

こどもの未来応援事業 こども未来課

元気っ子応援事業 こども未来課 ○

若者サポート事業 こども未来課

施策２－１ 「考える」「対話する」「共感する」「触れる」「活用する」 教育再生推進事業 学校教育課 ○

体験を通して深い学びができる 教育ＤＸ推進事業 学校教育課

小学校英語教育推進事業 学校教育課

特色ある教育活動事業（小中学校） 学校教育課

教育振興諸経費（小中学校） 学校教育課

ＩＣＴ活用教育推進事業（小中学校） 学校教育課

施策２－２ 企業との連携による「働く」と「学び」の接続や、 地域連携教育推進事業 学校教育課

保護者、学校外での連携による地域全体の協力がある 探求型キャリア教育推進事業 学校教育課

施策２－３ 心身の成長を支える安全安心な学校環境がある 教職員住宅廃止事業 教育施設課

貯水設備改善事業（小学校） 教育施設課

トイレ改修事業（小学校） 教育施設課

消防施設等改善事業（小中学校） 教育施設課

給食運営事業諸経費（小中学校） 学校教育課

学校給食レシピ公開事業 学校教育課

施策２－４ 学校外でも遊び、学び、生活の場などの「居場所」がある 児童館大規模修繕事業 教育施設課

児童館遊戯室空調設備設置事業 教育施設課

児童館・児童クラブ運営費 学校教育課

放課後キッズクラブ運営費 学校教育課

部活動地域移行推進事業 学校教育課

施策２－５ きめ細やかな支援による平等な学習機会が提供される まなびサポート事業 こども未来課

教育相談支援事業 学校教育課 ○

高等学校等振興事業 学校教育課

奨学資金貸与事業 学校教育課

教育振興扶助費（小中学校） 学校教育課

施策８－３ 介護・福祉・医療を担う人材や組織が安定し、サービスの選択肢がある 奨学資金貸与事業（医学生奨学） 学校教育課

部重点方針 主要一般事業

児童福祉施設費 こども未来課

家庭支援推進事務諸経費 こども未来課

● 教育委員会諸経費 学校教育課

● 教育委員会事務局諸経費 学校教育課

スクールバス運行費 学校教育課

結核対策事業 学校教育課

給食公会計事務諸経費 学校教育課

● 教職員住宅管理諸経費 教育施設課

● 教育施設集中管理事業 教育施設課

● 小学校管理諸経費 学校教育課

小学校施設改善事業 教育施設課

中学校管理諸経費 学校教育課

● 中学校施設改善事業 教育施設課

● 放課後児童教室運営諸経費 学校教育課

● 児童福祉事務諸経費 保育課

保育所施設改善事業 教育施設課

児童福祉施設防犯対策事業 教育施設課

● 子ども・子育て会議運営事業 保育課

● 児童館・児童クラブ施設改善事業 教育施設課

●

中期戦略に紐付く事務事業（○自己点検評価対象事業）
目指す
都市像 基本戦略 戦略分野・施策

個々の特性に合わせた特別支援教育の推進

部活動の地域移行・地域連携の推進

方針４ きめ細かな支援による平等な学習機会の提供

不登校児童生徒や保護者への支援策の推進

奨学資金貸与や就学援助費の支給等による就学支援の充実

方針３ 「ワクワク」するような様々な学習や活動機会の提供

ー
田
園
都
市
し
お
じ
り
ー

多
彩
な
暮
ら
し

、
叶
え
る
ま
ち

。

コミュニティ・スクールによる地域に開かれた学習活動の充実と産官学民が一体となったキャリア教育の推進

方針２ 子ども・子育て家庭へのきめ細かな相談支援の充実

こども計画の策定による子どもの貧困対策及び若者支援の推進

こども家庭センターを中心とした、様々な困難を抱える子ども、子育て家庭の相談支援の充実

戦略分野８　医療・介護・保健・福祉

戦略分野９　まちづくり・インフラ・防災

方針１

ＧＩＧＡスクール運営センターを核としたＩＣＴ活用教育推進体制の強化による情報活用能力の育成

戦略分野６　協働参画・連繋・行政運営

戦略分野５　環境・気候

戦略分野３　伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

Ｂ
共創循環

戦略分野４　地域経済・産業・観光・就労

Ａ
未来共育

戦略分野１　パートナーシップ・子育て

戦略分野２　学校教育・学びの環境

Ｃ
安心共生

戦略分野７　地域社会・支え合い

子どもの成長・発達を応援する相談支援の充実

保育園、子育て支援施設等を利用しやすい環境の整備

多子世帯の保育料負担の軽減と家庭で保育する世帯への支援の充実

子育て支援センター等による子どもの成長に合わせた遊びと交流、育児相談機会の提供
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

多子世帯の保育料負担の軽減と家庭で保育する世帯への支援の充実
子育て支援センター等による子どもの成長に合わせた遊びと交流、育児相談機会の提供

方針１： 保育園、子育て支援施設等を利用しやすい環境の整備

№

施
策

１－３　子育て家庭が地域で支えられ、育児な
どの支援をいつでも受けられる

施策の目指す
方向性

・親子で出かけられる場所があり、親同士の交流や子ども同士が遊び、親の心配事の相談などが自然に
行われています。
・父親の育児・家事参画や祖父母の育児協力が進み、子育て中の同じ境遇の仲間とつながることで、特定
の家族に子育ての負担が集中したり、孤立することが減っています。
・行政が行う保育サービスに加えて、住民有志・ボランティアによる子どもの見守りや預かり、交流の機会
があり、地域で子育てへの支えが広がっています。

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

子育て支援センター事業
保育課

子育て支援センター

　子育て支援センター、北部子育て支援センターの運営を行い、3歳児までの子育てをする家庭に対して、安心して遊べる場所の
提供、育児に関する講座の開催及び育児相談を実施し、子育てを支援します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・就労している母親や父親も参加しやすいように週末開催する育児講座を増やしていきます。（年度内）
・父親に子育て支援センターの利用や講座の参加を促進させるために、講座、相談等の情報を周知する父親向けのチラシを作成
したり、ホームページやSNSの発信を行っていきます。（上半期までに）
・障がいや医療的ケアを持つ親子にも利用できるよう多様な運営を行っていきます。（年度内）
・保護者の育児サポートを充実するため、子育て支援センターで行うファミリーサポートでの預かりの周知を積極的に行い、利用者
を増やしていきます。（年度内）

上記に記載したもの以外の事務事業

こども広場事業

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・園の夏休みを含めた8月9日から25日までに、給食室及びトイレ改修を完了し、運営に支障が出る期間を最低限にします。
・園を運営しながらの工事のため、安全性を最優先に工事を実施する必要があります。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

保育園遊戯室空調設備設置
事業

教育施設課

　夏場の猛暑対策及び動的活動の確保に向けて、保育園の遊戯室に空調設備設置することにより、園児の保育環境の向上を図
ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・7月までに実施設計を終了し、令和7年3月までに設置工事を完了します。
・工事費が概算工事費になっているため、実施設計後に補正対応をする可能性があります。

概要

ファミリーサポートセンター事業

保育園大規模修繕事業 教育施設課

　老朽化している妙義保育園について、外部防水改修、給食室改修、トイレ改修、遊戯室空調設備設置、ほふく室床暖房設備設
置、照明器具LED化等を実施し、施設の延命及び園児の保育環境の向上を図ります。

№

施
策

１－４　ライフスタイルに合う預け先があること
で、家庭で子どもと過ごす時間がより充実でき
る

施策の目指す
方向性

・公立や民間、認可外の保育施設、幼稚園などが連携して、親の就労状況やニーズに応じた保育サービス
が提供されていることで、乳幼児や未就学児のいる家庭が仕事と子育てを両立できています。
・保育園等を利用しやすい環境が整備されていることにより、安心して出産・子育てができる見通しを持つ
ことができています。
・一時的保育、病児・病後児保育など必要な時に安心できる預け先があることで、それぞれのライフスタイ
ルに合った生活を送りながら、家庭で子どもと過ごす時間が充実できています。

2

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

民間保育所支援事業 保育課保育企画係

私立保育所等に対する運営費補助、延長保育や障がい児受入れに対する事業補助を行うことで、運営の安定化や保育の質の向
上を図ります。令和６年度は、０歳児から２歳児までの保育料等完全無償化に向けて、経済的な負担の多い多子世帯の支援に取
り組みます。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・第２子以降保育料等の無償化による効果や影響の検証等を行い、年度内に完全無償化に向けた方針案を策定します。
・11月末までに令和8年度以降の3歳未満児の受け皿確保に向けた地域型保育施設整備について方針を検討（予算編成時に提
案）します。
・国・市の無償化制度に伴う給付や補助を的確に行うことで、民間保育所等の安定的な運営を支援するとともに制度を確立しま
す。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

多子世帯の保育料負担の軽減と家庭で保育する世帯への支援の充実
子育て支援センター等による子どもの成長に合わせた遊びと交流、育児相談機会の提供

方針１： 保育園、子育て支援施設等を利用しやすい環境の整備

№

施
策

施策２－４ 学校外でも遊び、学び、生活の場
などの「居場所」がある

施策の目指す
方向性

・共働きなど世帯のニーズに対応した放課後の児童・生徒の居場所について複数の選択肢が確保され、遊
びや学びを支えています。
・公民館や図書館なども子どもたちが立ち寄り、時間を過ごす居場所となっているほか、子どもたちにも学
校コミュニティとは異なった居場所が確保されています。
・放課後や休日に学校外で参加できるクラブ活動や部活動、習いごとが充実し、親子の興味に応じて楽し
んだり、心身や技術を鍛える機会が揃っています。

3

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

児童館大規模修繕事業 教育施設課

　旧耐震基準の建物であり、老朽化している宗賀児童館について、宗賀小学校の余裕教室に移転整備し、現児童館を解体し、駐
車場に整備することにより、施設の総量縮減及び児童の生活環境の向上を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・教室移転先への空調設備設置を6月中に実施し、夏場の授業に支障が無いようにします。
・学校を運営しながらの工事のため、安全性を最優先に工事を実施する必要があります。
・駐車場整備中の駐車場確保が課題のため、宗賀支所に協力していただく必要があります。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

児童館遊戯室空調設備設置
事業

教育施設課

　夏場の猛暑対策及び動的活動の確保に向けて、児童館の遊戯室に空調設備設置することにより、児童等の生活環境の向上を
図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・7月までに実施設計を終了し、令和7年3月までに設置工事を完了します。
・工事費が概算工事費になっているため、実施設計後に補正対応をする可能性があります。

上記に記載したもの以外の事務事業

児童館・児童クラブ施設改善事業

市内公立保育園１５園の運営を行い、保育を必要とする家庭から児童を受け入れるとともに、地域子育ての拠点として一時的保育
事業等を実施します。令和６年度は、一時的保育事業を拡充し、家庭で子ども保育する世帯の支援に取り組みます。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・第２子以降保育料等の無償化に伴う入園者の増加に伴い、より保育の必要性の高い児童が入園できるよう要件等の見直しを行
います。
・一時的保育無料クーポン及び出張一時的保育については利用率の増加に向けた周知等を行うとともに８月末までにニーズ等を
把握し、次年度以降の方針を検討（行政評価時に提案）します。
・６月末までに保育士の確保に向けた新たな取組みを開始します。また、８月末までに保育士の業務負担軽減と保育の質の向上を
図るための取組みを検討（行政評価時に提案）します。

上記に記載したもの以外の事務事業

保育所施設改善事業 児童福祉施設防犯対策事業 育児支援推進事業 保育補助員設置事業

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

給食運営費 にぎやか家庭応援事業 私立幼稚園支援補助金 子ども・子育て会議運営事業

2

保育所運営費
保育課保育園運営係
保育課保育企画係
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

方針２： 子ども・子育て家庭へのきめ細かな相談支援の充実

こども計画の策定による子どもの貧困対策及び若者支援の推進
こども家庭センターを中心とした、様々な困難を抱える子ども、子育て家庭の相談支援の充実
子どもの成長・発達を応援する相談支援の充実

№

施
策

１－５　子ども・家庭へのきめ細やかな相談・支
援がある

施策の目指す
方向性

・家庭の養育環境を整えるため、経済的支援、子育ての支援、生活の支援、保護者の就労支援等適切な
支援がされています。
・成長段階に応じた学習等の支援、多様な経験や居場所の提供により、子どもの「学び」と「経験」を保障さ
れ、未来を切り拓く力が育まれています。
・相談体制・関係機関の連携体制・情報発信の充実により、切れ目のないきめ細かな支援がされていま
す。

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

こどもの未来応援事業
こども未来課・こども未

来応援係

　すべての子どもが夢や希望を持って成長できるよう、子どもの貧困対策に重点的に取り組むとともに、地域等とのネットワークの
構築により、子どもの居場所づくりを推進します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・こども・若者に関する施策を総合的にまとめた「こども計画」を策定し、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活
を送ることができる社会の実現を目指します。
・子どもの居場所を増やすため、地域等とのネットワークを充実させるとともに、補助金等により活動を支援します。

当年度重点化する
事務事業

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

元気っ子応援事業
こども未来課・元気っ
子・若者サポート係

　子ども達が、それぞれの個性や特性を大切にしながら、持っている力を十分発揮できるよう、元気っ子相談、フォローアップ訪問
等を行い、切れ目のない相談支援体制を構築します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

・小学校入学後に途切れやすくなる保護者との相談の機会を増やすため、１学期に1回メールを配信し、相談ニーズに応えていく。
・相談の質の向上を目的に、相談員の研修の機会を年５回開催します。

担当課・係 概要

家庭支援推進事業
こども未来課・こども家

庭相談係

　様々な事情により、支援が必要な児童・家庭に対して関係機関と連携し、相談・支援を行うとともに、児童虐待への対応及び予防
を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　こども家庭センターを設置し、こども家庭センター同士の連携を更に進めるシステムを構築するとともに、子ども・保護者等へのサ
ポートプランを作成し、支援の充実を図ります。

上記に記載したもの以外の事務事業

児童扶養手当支給事業 ひとり親家庭福祉推進事業 児童福祉施設費 若者サポート事業

児童福祉施設費 家庭支援推進事務諸経費
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

方針３： 「ワクワク」するような様々な学習や活動機会の提供

ＧＩＧＡスクール運営センターを核としたＩＣＴ活用教育推進体制の強化による情報活用能力の育成
コミュニティ・スクールによる地域に開かれた学習活動の充実と産官学民が一体となったキャリア教育の推進
部活動の地域移行・地域連携の推進

№

施
策

施策２－１ 「考える」「対話する」「共感する」
「触れる」「活用する」体験を通して深い学びが
できる

施策の目指す
方向性

・デジタル技術が進み、情報があふれる社会の中で、自分の感性をもとに選択を始め、他者との対話を通
じて自分なりの考えを整理し、課題に取り組み基礎的な学力の定着に繋がっています。
・子どもたちの知的好奇心や興味・関心を喚起させる「ワクワク」するような様々な学習機会が提供されるこ
とで、自己の主体性を軸にした、主体的に考え探求する学びが実践されています。
・学校の働き方改革が進み、校務が効率化され、教職員が子どもたちと向き合う時間や課題に寄り添う時
間が確保されています。

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

教育ＤＸ推進事業
学校教育課・児童生徒

支援係

　GIGAスクール環境を管理運営するほか、GIGAスクール運営支援センターと連携した後方支援などにより、教職員がICT活用教
育に注力できる環境を整備します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　通信環境が不安定な教室等があるといったハード面の課題や、学級・学校間の活用格差があるといったソフト面の課題が山積し
ている。R6はネットワークアセスメントにより通信安定策を検討するほか、信大名誉教授のアドバイスによるICT活用・授業改善を
推進します。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

教育再生推進事業
学校教育課・児童生徒

支援係

　学校教育の充実及び振興を図るため、教育センターが教育長の職務補佐、調査・研究、学校又は職員への指導・助言・支援・研
修などを行うほか、教育委員会からの諮問事項に関する業務を行います。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　学校教育の諸課題が複雑化し教職員の負担が増大している。当年度は、指導主事3名を積極的に学校へ派遣し困り感の強い教
員や学級を直接支援することなどにより、授業改善、学級崩壊の未然防止などを図ります。

上記に記載したもの以外の事務事業

小学校英語教育推進事業 特色ある教育活動事業（小中学校） 教育振興諸経費（小中学校） ＩＣＴ活用教育推進事業（小中学校）

教育委員会諸経費 教育委員会事務局諸経費

№
施
策

施策2-2 企業との連携による「働く」と「学び」
の接続や、保護者、学校外での連携による地
域全体の協力がある

施策の目指す
方向性

・学校・家庭・企業・地域が連携して、学校内だけではできない学びをつくることで、子どもたちが、多様な大
人の知識や知恵・生き方・独自の経験などに触れ、学ぶ意味や自らの将来のことを考える経験を積んでい
ます。
・子どもの教育・育成について保護者や住民が関心を持ち、学校運営に参画するコミュニティ・スクールの
活動が定着することで、地域ごとに個性のある行事や学習活動が展開されています。

2

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

地域連携教育推進事業 教育企画係

　学校教育課に配置している地域連携コーディネーターと中学校区に1名ずつ配置している学校支援コーディネーターが連携し、各
校のコミュニティ・スクール活動を推進していきます。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　今年度から地域との連絡を円滑にするため学校支援コーディネーターに公用のスマートフォンを配布した。ライン等の連絡ツール
の活用等を研究しながら、これまで以上に地域との意思疎通を図ります。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

探求型キャリア教育推進事
業

教育企画係

　社会の中で自立して生きていくために必要な資質・能力（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能
力、キャリアプランニング能力）の育成をするため、産官学民が一体となったキャリア教育を推進します。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　企業と連携したキャリア教育は、これまで学校が企業に提案及びお願いをし、教員が企業との調整等を行う必要があったため、
その負担の大きさから実現しにくい課題があった。そこで学校と企業をつなげる共創共学プラットフォームを組織し、学校が企業と
連携したキャリア教育を進めるための支援を行います。

上記に記載したもの以外の事務事業
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

方針３： 「ワクワク」するような様々な学習や活動機会の提供

ＧＩＧＡスクール運営センターを核としたＩＣＴ活用教育推進体制の強化による情報活用能力の育成
コミュニティ・スクールによる地域に開かれた学習活動の充実と産官学民が一体となったキャリア教育の推進
部活動の地域移行・地域連携の推進

№ 施
策

施策２－４ 学校外でも遊び、学び、生活の場
などの「居場所」がある

施策の目指す
方向性

・共働きなど世帯のニーズに対応した放課後の児童・生徒の居場所について複数の選択肢が確保され、遊
びや学びを支えています。
・公民館や図書館なども子どもたちが立ち寄り、時間を過ごす居場所となっているほか、子どもたちにも学
校コミュニティとは異なった居場所が確保されています。
・放課後や休日に学校外で参加できるクラブ活動や部活動、習いごとが充実し、親子の興味に応じて楽し
んだり、心身や技術を鍛える機会が揃っています。

4

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

部活動地域移行推進事業
学校教育課・児童生徒

支援係

　中学校部活動地域移行を推進することにより、将来にわたり子どもたちがスポーツ・文化活動に継続して参加できる社会を実現
するとともに、教職員の負担軽減を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　関係者が部活動に対して多種多様な強い想いをもっており、ウェルビーイングな地域移行をするためには丁寧な議論が必要不
可欠。R6は学校毎に「スポーツ・文化芸術活動運営委員会」を、種目毎に「種目別地域移行検討会」を開催し各論を進めるほか、
「塩尻市中学校部活動地域移行等協議会」で全市的な課題等を検討します。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

児童館・児童クラブ運営費
学校教育課・学校運営

係

　保護者が就労等により、昼間家庭にいない児童を登録により保育（学童保育）する放課後児童クラブや、児童館の運営を行いま
す。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　核家族化、共働き世帯の増加により、児童クラブの登録児童数が急激に増加している。それに伴い、児童クラブ運営に必要な人
材を確保し、多くの子どもたちの安全安心な放課後の居場所の維持を図ります。

放課後キッズクラブ運営費 放課後児童教室運営諸経費

№ 施
策

施策２－３ 心身の成長を支える安全安心な学
校環境がある

施策の目指す
方向性

・本市の大事にしてきた小中学校における自校給食と地元食材の積極的な使用により、食を通じた子ども
たちの身体の発達、食育を通じた心の成長、良好な生活習慣の定着などが図られています。
・老朽化や教育環境の変化に対応した長寿化改良を行うことで、学校施設の快適性と安全性が保たれ、子
どもたちの心身の成長を下支えしています。学校が地域の防災拠点としても機能するよう、防災・減災のた
めの備品・装備や緊急時の体制が、平時からしっかりと整備されています。

3

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

給食運営事業諸経費
（小中学校）

学校教育課・学校運営
係

　安全安心でおいしい給食を提供し、児童生徒の心身の成長を支援するとともに、地産地消、食育の推進を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　各校に設置している給食調理用の大型備品の老朽化が著しく、ほとんどの備品が耐用年数を超えて使用を続けている状況であ
る。いつ壊れて給食を提供できない事態が発生してもおかしくない状況であるため、緊急性の高い備品から順次更新を進めます。

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

教育施設集中管理事業 小学校施設改善事業 中学校施設改善事業

当年度取り組む課題と達成すべき目標

上記に記載したもの以外の事務事業

スクールバス運行費 小学校管理諸経費 中学校管理諸経費 給食公会計事務諸経費

学校給食レシピ公開事業 教職員住宅廃止事業 貯水設備改善事業（小学校） 教職員住宅管理諸経費
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こども教育部 　　令和６年度　年度目標シート

方針４： きめ細かな支援による平等な学習機会の提供

不登校児童生徒や保護者への支援策の推進
奨学資金貸与や就学援助費の支給等による就学支援の充実
個々の特性に合わせた特別支援教育の推進

№

施
策

施策2-5 きめ細やかな支援による平等な学習
機会が提供される
施策8-3 介護・福祉・医療を担う人材や組織が
安定し、サービスの選択肢がある

施策の目指す
方向性

・家庭環境や個性によらず、すべての子どもが持てる能力を生かして、自分らしく過ごし学ぶ機会が提供さ
れています。
・家庭や学校において、心や体調の変化に早期に気付くことができ、相談先にもすぐにつながる体制が構
築されています。
・子ども達が経済的な不安を覚えず、進学や学びを選択できる支援が用意されています。
・医療・介護・福祉施設の経営努力と行政による支援により、医療・介護・福祉機関で働く人材が確保され
ています。

担当課・係 概要

当年度取り組む課題と達成すべき目標

1

当年度重点化する
事務事業

担当課・係 概要

教育相談支援事業
学校教育課・児童生徒

支援係

　子どもたちが「らしく学び、らしく生きる」ことができるよう、一人ひとりの育ちに丁寧に寄り添いながら、将来の社会的自立に向け
た相談・支援を行い、不登校・引きこもり・自殺などの未然防止を図ります。

当年度取り組む課題と達成すべき目標

　不登校児童生徒数が増加し、支援ニーズが多様化している。教育支援センターが中心となり、校内教育支援センターの設置促
進、民間施設との連携などにより支援体制を強化する。また、長野県と連携し、匿名相談アプリの実証を通して早期発見・早期支
援に向けたモデル構築を進めます。

当年度重点化する
事務事業

上記に記載したもの以外の事務事業

まなびサポート事業 教育振興扶助費（小中学校） 奨学金貸与事業 高等学校等振興事業

奨学資金貸与事業（医学生奨学）
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価

・
怪
我
等
の
防
止
の
た
め
、
安
全
に
楽
し
く
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に

職
員
に
よ
る
見
回
り
や
声
掛
け
を
丁
寧
に
行
っ
た
。

・
昨
年
度
、
検
査
で
不
備
が
指
摘
さ
れ
た
ト
イ
レ
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
固
定
改
修
や
木
育
ハ
ウ
ス
の
底
面
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
た
。

・
遊
具
の
軽
微
な
メ
ン
テ
ン
ナ
ス
が
必
要
な
箇
所
が
増
加
し
て
き

て
い
る
。

・
開
館
以
来
人
気
の
遊
具
で
あ
る
ソ
フ
ト
ミ
ラ
ー
プ
レ
ー
ト
が
経
年

劣
化
し
て
き
て
お
り
、
幼
児
が
怪
我
や
破
片
を
口
に
入
れ
て
誤
飲

す
る
恐
れ
が
出
て
き
て
お
り
安
心
し
て
遊
べ
な
い
状
況
で
あ
る
。

・
大
型
遊
具
（
ソ
フ
ト
ミ
ラ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
買
い
替
え
す
る
た
め
の
予
算
が
必
要
。

・
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
見
直
し
、
よ
り
親
子
が
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
施
設
に
し
て

い
く
。

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

3
1
,6
7
1

特
定

一
般

特
定

7
,4
9
2

一
般

3
4
,0
1
8

特
定

1
,2
0
0

休
廃
止

縮
小

今
後
の
方
向
性

そ
の
他

9
6
5
備
品
購
入
費

3
1
8

成 果

拡
充

✔

そ
の
他

1
,0
1
5

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）
9
,0
0
7
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

施
設
管
理
負
担
金

3
0
,3
1
2
施
設
管
理
負
担
金

3
0
,3
1
2

事
業
費
・
財
源

4
1
,5
1
0

3
2
,8
7
1

予
算
対
応

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

駐
車
場
使
用
料

1
,2
2
6
駐
車
場
使
用
料

1
,2
2
6

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

✔

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

✔

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
施
設
の
維
持
管
理

○
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

○
木
育
玩
具
等
の
貸
出

○
施
設
の
維
持
管
理

○
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

○
木
育
玩
具
等
の
貸
出

○
施
設
の
維
持
管
理

○
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

○
木
育
玩
具
等
の
貸
出

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

０
歳
か
ら
６
歳
の
子
ど
も
（
未
就
学
児
）

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

親
子
が
触
れ
合
い
な
が
ら
自
由
に
遊
び
、
交
流
す
る
場
の
提
供

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

3
や
や
高
い

総
合
評
価

Ｃ
3

や
や
高
い

効
率
性

2

事
務
事
業
名

こ
ど
も
広
場
事
業

担
当
課

保
育
課

施
策

1
-3

や
や
低
い
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

氏
名

長
岡
　
春
美

氏
名

長
岡
　
春
美

連
絡
先
（
内
線
）

5
5
4
8

最
終
評
価
者

保
育
課
長

氏
名

塩
原
　
清
彦

担
当
係
長

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
に
、
安
心
し
て
遊
べ
る
屋
内
公
園
型
施
設
を
運
営

し
、
親
子
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
開
催
し
た
。

・
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
（
乳
幼
児
用
椅
子
）
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
（
お
む
つ
交
換
台
）
、
大
型

遊
具
に
対
し
業
者
に
よ
る
安
全
点
検
を
実
施
し
、
安
全
に
遊
べ
る
環
境
を
整
備

し
た
。

・
天
候
に
か
か
わ
ら
ず
親
子
で
遊
べ
る
広
い
施
設
と
し
て
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
利

用
が
あ
り
、
利
用
者
数
は
令
和
４
年
度
か
ら
約
1
.0
8
倍
増
加
し
た
。

・
子
育
て
中
の
親
子
に
と
っ
て
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
施
設
に
な
る
よ

う
に
、
遊
具
や
施
設
内
の
環
境
、
開
催
す
る
講
座
の
内
容
等
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

作
成
担
当
者

こ
ど
も
教
育
部

保
育
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

職
名

所
長

3
1
,6
7
1

+
0

3
1
,6
7
1

+
0

3
1
,6
7
1

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

（
　
こ
ど
も
広
場
利
用
登
録
料
　
）

1
,2
0
0

1
,2
0
0

1
,2
0
0

一
般
財
源

課
題

地
方
債

0
0

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

（
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
）

0

県
支
出
金

（
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
）

0
0

目
標
値

0
実
績
値
（
事
後
評
価
）

事
業
費
合
計

3
2
,8
7
1

+
0

3
2
,8
7
1

+
0

3
2
,8
7
1

中
間
値
（
事
中
評
価
）

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

0
0

0
0

4
5
,0
0
0

4
6
,0
0
0

4
7
,0
0
0

実
績
値
（
事
後
評
価
）
4
4
,7
9
1

1
6
,8
5
4

施
設
管
理
負
担
金

3
0
,3
1
2

3
0
,3
1
2

3
0
,3
1
2

備
品
購
入
費

3
1
8

3
1
8

3
1
8

中
間
値
（
事
中
評
価
）

そ
の
他

1
,0
1
5

1
,0
1
5

1
,0
1
5

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
こ
ど
も
広
場
利
用
者
数
（
人
）

駐
車
場
使
用
料

1
,2
2
6

1
,2
2
6

1
,2
2
6

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

こ
ど
も
広
場
事
業

課
名

保
育
課
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６ こども広場事業 保育課 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

天候に左右されることがない遊び場なので、更なる利便性を望む。遊具等は、常

に点検を行い、劣化による遊具などは早期に変えるとともに、時代に即したものに

順次更新をお願いしたい。未就学児とその親の交流の場として、すっかり定着して

いると感じるので、家では出来ない親子同士や地域のつながり、こども同士が遊び

に触れながら探求できる場として充実を願います。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・遊具の定期点検に加えて、職員による見回りや声掛けなど安全対策を丁寧に行い、

子育て中の親子の憩いの場を提供し続けていることを評価いたします。 

・職員による声掛けは、利用する親子にとっても安心して利用できる要素の一つだ

と思います。引き続き、丁寧な関係づくりを行っていただきたいと思います。 

・他市からの利用もあり、評判もいいので関係者の努力によるところが大きいと思

います。 

改善提案 ・出生数が従来の予想を下回り、少子化が進む中、未就学児を対象とした事業は大

切に考え、親子で楽しめる魅力ある施設であり続けるよう期待します。 

・遊具は子どもたちの楽しみであると同時に、子どもたちの発達や親子のコミュニ

ケーションにとって不可欠なものです。予算上の課題もあるかと思いますが、安

全・安心を第一に環境整備を行っていただきたいです。 

・利用頻度から見ても、備品の適正管理には、常に安心・安全が求められるので、

事前の危険個所のチェックにより早めの対応が必要だと思います。 

その他意見 ・本市のこども広場の特徴をハード面（他市にない遊具等）とソフト面（簡便な利

用方法等）の両面でアピールするとともに、同時に利用者増への対応措置も取るこ

とも必要となります。 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・マンネリ化しているイベント等の見直しを進めるとともに、利用する親子に職員

から積極的にコミュニケーションをとることにより、未就学児を持つ家族が安心し

て遊べる憩いの場として魅力ある施設となるよう取組みを継続していきます。 

・遊具の点検は、毎年度の定期点検に加えて、職員による日常のこども目線に立っ

た点検も併せて行い、事故等を未然に防いでいきます。

・安心・安全な施設環境を維持していくためには、遊具や備品の適正な管理が必要

となります。計画的に更新を進めていけるよう使用年数等を把握し管理していきま

す。
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価

・
あ
そ
び
の
広
場
の
目
的
や
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
保

育
園
の
様
子
を
知
り
た
い
、
保
育
園
で
遊
び
た
い
と
い
う
参
加
者
の

た
め
、
未
就
園
児
の
親
子
の
支
援
と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く

方
針
を
決
定
し
た
。

・
病
後
児
保
育
の
給
食
提
供
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎
日
（
利
用
者
が
い

な
い
日
含
む
）
定
員
４
人
分
の
給
食
を
毎
日
調
理
し
て
い
る
た
め
、
７

月
末
ま
で
に
3
2
4
食
準
備
し
て
い
る
が
、
実
際
に
喫
食
し
た
の
は

1
1
4
（
約
3
5
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
お
か
ゆ
の
対

応
や
病
後
児
用
の
食
器
の
管
理
な
ど
も
調
理
員
の
負
担
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
病
後
児
保
育
の
看
護
師
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
急
用
等
に
よ
り

休
む
際
の
看
護
師
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
が
、
予
約
が
あ
る

時
は
受
入
れ
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
看
護
師
配
置
体
制

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

・
大
門
一
番
町
児
童
遊
園
に
お
い
て
「
遊
具
の
安
全
に
関
す
る
規

準
（
一
般
社
団
法
人
日
本
公
園
施
設
業
協
会
2
0
2
4
.4
月
改

定
）
」
上
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
遊
具
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
遊
動
木
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
撤
去
し
た
が
、
他
の
遊
具
の

老
朽
化
も
著
し
く
修
繕
等
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

・
利
用
者
が
1
歳
6
か
月
未
満
ま
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
に
は
、
お
弁
当
持
参
を
お
願
い
し

て
い
る
。
1
歳
6
か
月
以
上
児
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
給
食
を
提
供
し
て
い
く
が
、
保
護
者
の
対

応
が
可
能
な
場
合
は
、
体
調
に
合
わ
せ
た
お
弁
当
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

く
。

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

#
V
A
L
U
E
!
特
定

一
般

特
定

4
,4
1
2

一
般

5
,9
0
2

特
定

3
4

休
廃
止

縮
小

✔

そ
の
他

1
,5
0
5

今
後
の
方
向
性

病
後
児
保
育
協
力
体
制
構
築
委
託
料

1
4
0
病
後
児
保
育
協
力
体
制
構
築
委
託
料

1
7
6

成 果

拡
充

そ
の
他

1
,9
5
6
備
品
購
入
費

9
3
3

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）
5
,7
1
6
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理
委
託
料

1
,0
5
6
子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理
委
託
料

1
,0
5
6

事
業
費
・
財
源

1
0
,3
1
4

予
算
対
応

予
算
対
応

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

✔

病
児
保
育
事
業
負
担
金

1
,4
4
6
病
児
保
育
事
業
負
担
金

1
,6
9
6

✔

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

✔

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
あ
そ
び
の
広
場

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

○
子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理

○
あ
そ
び
の
広
場

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

○
子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理

○
あ
そ
び
の
広
場

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

○
子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

就
園
児
及
び
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
解
消
に
寄
与
す
る
。

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

3
や
や
高
い

総
合
評
価

Ａ
3

や
や
高
い

効
率
性

2

事
務
事
業
名

育
児
支
援
推
進
事
業

担
当
課

保
育
課

施
策

1
-4

や
や
低
い
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

課
題

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

・
保
育
士
が
そ
の
場
に
参
加
し
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
、
気
軽
に
保
育
士
に
相
談

で
き
る
場
を
提
供
し
た
。

・
病
後
児
童
保
育
室
を
開
設
し
、
病
院
回
復
期
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
で
、
働

く
親
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
施
し
た
。

・
保
育
士
ま
た
は
保
護
者
同
士
で
話
を
す
る
こ
と
で
、
入
園
後
の
園
生
活
の
不
安
や

同
じ
悩
み
を
打
ち
明
け
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
不
安
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
た
。

・
病
後
児
保
育
室
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
病
気
回
復
期
で
も
預
け
先
が
で
き
た

こ
と
で
、
働
く
世
帯
の
支
援
に
つ
な
が
っ
た
。

・
未
満
児
で
園
に
入
園
す
る
児
童
が
増
え
た
こ
と
や
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
充
実
に
よ
り
あ
そ
び
の
広
場
の
参
加
者
が
減
っ

て
い
る
た
め
、
目
的
と
手
紙
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
病
後
児
保
育
の
給
食
提
供
が
調
理
師
の
負
担
や
食
材
の
浪
費
に

つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
給
食
提
供
に
つ
い
て
再
検
討
の
必
要
が

あ
る
。

作
成
担
当
者

こ
ど
も
教
育
部

保
育
課

保
育
園
運
営
係

職
名

係
長

そ
の
他

病
児
・病
後
児
保
育
事
業
負
担
金
滞
納
繰
越
分

1
1

1

5
,3
3
2

+
0

5
,3
3
2

氏
名

上
村
　
久
美

氏
名

上
村
　
久
美

連
絡
先
（
内
線
）

3
1
7
6

最
終
評
価
者

保
育
課
長

氏
名

塩
原
　
清
彦

担
当
係
長

保
育
園
運
営
係

+
0

5
,3
3
2

そ
の
他

特
別
保
育
事
業
あ
そ
び
の
広
場
参
加
料

7
7

7

一
般
財
源

そ
の
他

病
児
・
病
後
児
保
育
負
担
金

2
6

2
6

2
6

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

0

県
支
出
金

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

0
0

目
標
値

0
実
績
値
（
事
後
評
価
）

事
業
費
合
計

5
,3
6
6

+
0

5
,3
6
6

+
0

5
,3
6
6

中
間
値
（
事
中
評
価
）

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

そ
の
他

1
,5
0
5

1
,5
0
5

1
,5
0
5

0
0

5
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

実
績
値
（
事
後
評
価
）

1
4
4
.0

1
0
0
.0

病
後
児
保
育
協
力
体
制
構
築
委
託
料

1
7
6

1
7
6

1
7
6

子
育
て
ネ
ッ
ト
管
理
委
託
料

1
,0
5
6

1
,0
5
6

1
,0
5
6

中
間
値
（
事
中
評
価
）

備
品
購
入
費

9
3
3

9
3
3

9
3
3

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
病
児
・
病
後
児
保
育
の
利
用
人
数
（
人
）

病
児
保
育
事
業
負
担
金

1
,6
9
6

1
,6
9
6

1
,6
9
6

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

育
児
支
援
推
進
事
業

課
名

保
育
課
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７ 育児支援推進事業 保育課 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

遊びの広場においては、未就園児とその親の支援ということであり、遊びの広場

を行っている保育園と、その利用率が気になるところである。子育て支援センター、

こども広場と共にそれぞれの利用目的を明確にし、集約できるところは集約し、効

率化を図ることも必要かとも思います。 

病後児保育施設は、開所してから一年が経過し、課題が見えてきたと思いますの

で、それらの改善をし、支援体制を整えてほしいと思います。 

 親御さんは、子どもとの関り方や、衣食住に係る生活面等で、わが子目線に合わ

せることによるストレスが発生しやすいと思いますので、相談事業の充実をよろし

くお願いいたします 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・あそびの広場の開園を通じて、保護者の育児不安の解消に役立っている点を評価

いたします。 

・病後児保育は貴重な社会資源です。仮に利用することがなくても、そうした資源

があるということが市の魅力向上や子育て世代の安心につながると思われますの

で、事業の継続と発展を望みます。 

・病後児保育室の開設により、育児支援につながったことは、評価できます。

改善提案 ・病後児保育室の開設により働く世帯の支援につながるなど、子育て中の親子を対

象とする大事な事業です。さらなる広報に努め、利用ニーズの掘り起こしを期待し

ます。 

・利用方法の周知も含め、利用者との丁寧なコミュニケーションが満足度や安全性

の向上につながると思われます。引き続き、ソフト面からのサービス向上に努めて

いただきたいです。 

・利用者の年齢を考慮し安全面から人的配置を適切にするとともに、不測の事態に

備えることが重要だと思います。 

その他意見 ・行政のサービス提供の範囲と受けて側（市民）のできる範囲の役割分担を明確に

することが必要です。 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・病後児保育事業については、開始して２年目であり、さらなる認知度向上のため

保育園、小学校等において、病後児保育室の周知に努めていきます。 

・現在行っている電話による利用申し込みは、直接保護者の困りごとを聞くことが

できるとともに、適時適切な情報の提供をすることができます。引き続き、寄り添

った支援を実施し、保護者の安心感につながるよう努めていきます。 

・病後児保育の対象については、生後５か月から小学３年生までの幅広い年齢層の

児童となりますので、配置基準に沿った適切な人的配置を行い、受け入れを実施し

ていきます。 
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

4
高
い

効
率
性

3

事
務
事
業
名

元
気
っ
子
応
援
事
業

担
当
課

こ
ど
も
未
来
課

施
策

1
-5

や
や
高
い

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
相
談
支
援
の
実
施

○
小
中
学
校
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
の
実

施 ○
保
護
者
支
援
（
教
室
、
講
演
会
）

○
幼
児
期
の
支
援
（
こ
と
ば
の
相
談
・
教

室
、
の
び
の
び
会
）

○
応
援
会
議
の
実
施

○
相
談
支
援
の
実
施

○
小
中
学
校
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
の
実

施 ○
保
護
者
支
援
（
教
室
、
講
演
会
）

○
幼
児
期
の
支
援
（
こ
と
ば
の
相
談
・
教

室
、
の
び
の
び
会
）

○
応
援
会
議
の
実
施

○
相
談
支
援
の
実
施

○
小
中
学
校
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
の
実

施 ○
保
護
者
支
援
（
教
室
、
講
演
会
）

○
幼
児
期
の
支
援
（
こ
と
ば
の
相
談
・
教

室
、
の
び
の
び
会
）

○
応
援
会
議
の
実
施

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

1
8
歳
未
満
の
子
ど
も
・
そ
の
保
護
者

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
を
大
切
に
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

4
高
い

総
合
評
価

Ａ

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

相
談
等
謝
礼

4
,1
2
0
相
談
等
謝
礼

4
,1
2
0

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

✔

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

費
用
弁
償

6
2
8
費
用
弁
償

6
2
8

事
業
費
・
財
源

7
,0
1
6

7
,0
1
4

予
算
対
応

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

今
後
の
方
向
性

こ
と
ば
の
教
室
運
営
委
託
料

1
,4
0
1
こ
と
ば
の
教
室
運
営
委
託
料

1
,4
0
1

成 果

拡
充

そ
の
他

8
6
7
そ
の
他

8
6
5

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

✔

休
廃
止

縮
小

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

5
,6
0
1

特
定

一
般

特
定

1
,4
1
3

一
般

5
,6
0
3

特
定

1
,4
1
3

・
幼
稚
園
、
保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
つ
な
ぎ
支
援
を
丁
寧
に
行
う

た
め
、
年
度
当
初
か
ら
早
め
の
継
続
相
談
に
取
り
組
ん
だ
。

・
個
へ
の
支
援
と
学
校
職
員
へ
の
支
援
を
明
確
に
分
け
、
個
へ
の
支

援
の
う
ち
、
進
学
な
ど
次
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
支
援
を
つ
な
ぐ
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
で
学
校
関

係
者
に
啓
発
を
行
っ
た
。

・
保
護
者
に
対
し
て
は
、
１
学
期
に
１
回
を
目
安
に
困
り
ご
と
に
対
す

る
相
談
が
で
き
る
旨
を
記
載
し
た
メ
ー
ル
を
配
信
し
、
相
談
の
機
会

を
増
や
す
と
共
に
事
業
の
啓
発
を
行
っ
た
。

・
保
護
者
の
中
に
、
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
な
い
と
感
じ

る
者
、
ま
た
は
制
度
自
体
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
者
が
い

る
。

・
事
業
の
成
果
が
見
え
な
い
と
の
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

・
元
気
っ
子
応
援
事
業
の
目
的
や
内
容
の
啓
発
方
法
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

・
託
児
保
育
士
派
遣
委
託
業
者
か
ら
、
保
育
士
賃
金
の
上
昇
に
よ

り
単
価
の
見
直
し
の
要
望
が
あ
る
。

・
事
業
成
果
の
見
え
る
化
を
す
る
。

・
子
ど
も
の
発
達
の
様
子
に
応
じ
た
既
存
事
業
の
運
用
を
随
時
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
元
気
っ
子
応
援
会
議
を
開
催
し
、
有
識
者
の
助
言
を
参
考
に
事
業
改
善
を
行

う
。

・
託
児
保
育
士
派
遣
委
託
料
の
人
件
費
上
昇
に
伴
い
委
託
料
を
見
直
し
、
予
算
増
額
の
要
求
は
し

な
い
。

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

元
気
っ
子
応
援
事
業

課
名

こ
ど
も
未
来
課

そ
の
他

8
6
5

8
6
5

8
6
5

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
支
援
会
議
参
加
数
（
回
）

相
談
等
謝
礼

4
,1
2
0

4
,1
2
0

4
,1
2
0

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

6
3

こ
と
ば
の
教
室
運
営
委
託
料

1
,4
0
1

1
,4
0
1

1
,4
0
1

費
用
弁
償

6
2
8

6
2
8

6
2
8

中
間
値
（
事
中
評
価
）

1
6
0

1
6
0

1
6
0

実
績
値
（
事
後
評
価
）

1
5
7

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

0
0

0
0

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）
年
長
児
の
継
続
相
談
実
施
率
（
％
）

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
業
費
合
計

7
,0
1
4

+
0

7
,0
1
4

+
0

7
,0
1
4

中
間
値
（
事
中
評
価
）

6
6
.6

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

地
域
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金

1
,4
1
3

1
,4
1
3

県
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0
0

目
標
値

1
,4
1
3

実
績
値
（
事
後
評
価
）

7
2
.9

8
0
.0
以
上

8
5
.0

8
5
.0

地
方
債

（
　
名
称
　
）

0
0

5
,6
0
1

+
0

5
,6
0
1

+
0

5
,6
0
1

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

（
　
名
称
　
）

0
0

一
般
財
源

課
題

・
元
気
っ
子
相
談
、
継
続
相
談
、
支
援
会
議
参
加
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
を
例
年

通
り
実
施
し
た
。

・
医
療
相
談
（
1
7
人
）
、
こ
と
ば
の
相
談
（
5
8
人
）
、
心
理
検
査
（
1
0
5
人
）
、
作
業

療
法
士
巡
回
相
談
（
延
べ
1
2
9
人
)、
の
び
の
び
会
（
延
べ
1
0
6
回
）
を
実
施
し

た
。

・
子
育
て
応
援
教
室
（
延
べ
6
4
人
）
、
元
気
っ
子
講
演
会
（
6
0
人
）
を
開
催
し
た
。

・
こ
と
ば
の
教
室
を
委
託
し
、
4
1
人
に
対
し
2
3
2
回
実
施
し
た
。

・
元
気
っ
子
応
援
会
議
や
検
討
部
会
を
４
回
開
催
し
た
。

・
相
談
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
専
門
家

に
よ
る
巡
回
相
談
や
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
つ
な
ぎ
や
、
関
係
機
関
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
相
談
員
が
担
え

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

・
継
続
相
談
や
支
援
会
議
に
て
、
つ
な
ぎ
支
援
を
大
切
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
相
談
の
啓
発
方
法
を
検
討
し
、
保
護
者
の
相
談
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

作
成
担
当
者

こ
ど
も
教
育
部

こ
ど
も
未
来
課

元
気
っ
子
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
係

職
名

主
任

氏
名

永
原
　
敏
美

氏
名

髙
山
　
ゆ
り

連
絡
先
（
内
線
）

3
1
8
8

最
終
評
価
者

こ
ど
も
未
来
課
長

氏
名

竹
中
　
康
成

担
当
係
長

元
気
っ
子
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
係
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８ 元気っ子応援事業 こども未来課 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

今までの取組を検証し、発達的な課題を持つお子さんはもちろん、不登校につなが

る要素を持つお子さん等についても応援できる可能性が十分あるので、学校や保護

者も含め、どのようにすると一層この事業が有効に機能するのかをもう少し幅広い

見地から見出すなど、改善を図りたい。相談支援が必要でない保護者には本事業の

認知度が低いと思いますが、仕組みが分かっていない保護者もいるのではないかと

思う。小学校入学を機に再度、元気っ子応援事業の取組内容を周知するなど、保護

者向けのＰＲがもう少し必要かと思います。元気っ子事業の出張相談窓口（支所、

公民館、えんぱーくや商業施設）などは、どうだろうか。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・校園種が変わる際のつなぎ支援を丁寧に行うなどの相談支援やフォローアップ訪

問での学校関係者への啓発など、継続的に支援体制を構築できるように取り組まれ

ていることを評価いたします。 

・保護者にとって相談ができる場所がある、ということが何より重要だと思われま

す。引き続き、相談体制及び連携体制の充実に取り組んでいただきたいです。 

・個々の個性を大切にすることは、重要なことであり必要なことであるので、色々

な課題を抱えての相談業務は評価するところです。 

改善提案 ・不登校の増加などで、学校でのかかわりが希薄になる子どもや保護者が増えてい

ます。そのためにも学校関係者以外でもかかわれる人が存在し続けるよう、切れ目

のない支援体制が構築できることを期待します。 

・利用者が支援を受けていないと感じていることは、むしろ良い傾向と考えること

も出来るかと思われます。塩尻市としてごく自然のこととして事業が展開されてい

ることが望ましい場合もあるからです。また、事業の成果についても、事業の特性

から成果を可視化することが難しいものであることから、単なる数値として示すの

ではなく、相談や支援による質的な部分を丁寧に評価していただきたいと思いま

す。 

・見守る年齢範囲が拡大したことから、事業成果が見えにくくなってきていると思

うので、元気っ子応援事業の当初の原点に戻ることも必要ではないかと思います。 

年齢に沿った相談業務がメインになることから、いかに気軽で一貫性のある相談業

務ができるかの環境整備が求められる。 

その他意見 ・事業の成果の見える化は難しい問題であるが、これまでのプロセスを大切にする 

とともに、知見を活かした相談業務をしてもらいたい。 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・令和６年度から、本事業と学校における特別支援教育との区別が不明確であった

のを、組織的に業務を切り分けたことで、児童・生徒・保護者への相談支援を行う

目的に集約しています。 

・成果の可視化は、個人それぞれのありたい姿やウェルビーイングが異なるため、

御指摘のように難しいと考えていますが、事業成果を求める声もあり、制度周知と

ともに事業の改善に繋がる効果測定を検討してまいります。 
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令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

2
や
や
低
い

効
率
性

2

事
務
事
業
名

教
育
再
生
推
進
事
業
(可
能
な
ら
「
教
育
未
来
創
造
事
業
」
へ
改
称
）
担
当
課

学
校
教
育
課

施
策

2
-1

や
や
低
い

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
教
育
長
の
職
務
補
佐

○
学
校
教
育
に
係
る
調
査
・
研
究

○
学
校
・
教
育
関
係
職
員
へ
の
指
導
、
助

言
、
支
援
・
研
修

○
塩
尻
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項

に
関
す
る
業
務

○
教
育
長
の
職
務
補
佐

○
学
校
教
育
に
係
る
調
査
・
研
究

○
学
校
・
教
育
関
係
職
員
へ
の
指
導
、
助

言
、
支
援
・
研
修

○
塩
尻
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項

に
関
す
る
業
務
（
P
D
C
A
導
入
×
学
校
の

働
き
方
改
革
×
授
業
づ
く
り
強
化
＝
教
育

未
来
創
造
）

○
教
育
長
の
職
務
補
佐

○
学
校
教
育
に
係
る
調
査
・
研
究

○
学
校
・
教
育
関
係
職
員
へ
の
指
導
、
助

言
、
支
援
・
研
修

○
塩
尻
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項

に
関
す
る
業
務
（
P
D
C
A
導
入
×
学
校
の

働
き
方
改
革
×
授
業
づ
く
り
強
化
＝
教
育

未
来
創
造
）

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

小
学
生
、
中
学
生
、
保
護
者
、
教
職
員

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

教
育
振
興
基
本
計
画
具
現
化
に
向
け
た
教
育
の
未
来
創
造
の
推
進

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

4
高
い

総
合
評
価

Ｃ

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

✔

費
用
弁
償

3
2
4
費
用
弁
償

3
2
4

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

✔

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

✔

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

そ
の
他

1
6
5
学
校
発
働
き
方
改
革
実
証
交
付
金
1
,5
0
0
学
校
発
働
き
方
改
革
推
進
交
付
金
3
,0
0
0

事
業
費
・
財
源

8
,2
9
8

1
,9
8
9

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

今
後
の
方
向
性

そ
の
他

1
6
5

成 果

拡
充

✔

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）
7
,8
0
9
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

休
廃
止

縮
小

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

1
,9
8
9

特
定

一
般

特
定

0
一
般

8
,2
9
8

特
定

0

・
塩
尻
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の
学
校
教
育
指
導
員
２
名
が
指
導
主
事
３

名
と
連
携
し
、
学
校
教
育
に
係
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

問
題
を
抱
え
る
学
校
・
学
級
を
伴
走
支
援
し
て
い
る
。

・
学
校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
長
野
県
教
育
委
員
会
か

ら
県
内
で
唯
一
「
魅
力
ア
ッ
プ
U
P
校
支
援
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、

塩
尻
西
小
学
校
と
広
陵
中
学
校
で
取
組
を
開
始
。
６
月
の
任
意
の
１

週
間
を
記
録
し
た
ワ
ー
ク
ロ
グ
を
も
と
に
、
文
科
省
学
校
業
務
改
善

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
妹
尾
氏
、
信
州
大
学
荒
井
准
教
授
と
共
に
学
校
発
の

働
き
方
改
革
案
を
検
討
中
。

・
教
職
員
の
人
材
不
足
、
児
童
生
徒
の
多
様
化
、
保
護
者
や
地
域

か
ら
の
教
育
に
対
す
る
期
待
感
な
ど
に
よ
り
、
学
校
・
学
級
経
営

の
難
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

・
ワ
ー
ク
ロ
グ
に
よ
り
、
「
教
職
員
の
忙
し
さ
」
の
内
訳
が
可
視
化
さ

れ
た
一
方
で
、
学
校
・
学
年
・
学
級
・
役
職
・
校
務
分
掌
な
ど
で
忙
し

さ
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
学
校
教
育
指
導
員
や
指
導
主
事
の
学
校
訪
問
な
ど
で
、
教
員
個

人
の
資
質
・
能
力
差
や
、
古
い
ス
タ
イ
ル
（
一
斉
指
導
）
の
授
業
が

散
見
さ
れ
た
。

・
教
育
振
興
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
た
学
校
の
取
り
組
み
に
対

す
る
P
D
C
A
機
能
が
な
い
。

・教
育
振
興
基
本
計
画
を
市
内
全
校
で
推
進
す
る
た
め
、
独
自
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
。
具
体
的

に
は
、
明
示
さ
れ
た
「
市
の
方
針
」
を
盛
り
込
ん
だ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
各
学
校
が
作
成
・
実
践
し
、
指
導
主

事
が
学
校
訪
問
で
見
取
り
、
教
育
長
及
び
教
育
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
み
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
年
度

へ
向
け
た
改
善
を
促
す
。

・学
校
の
働
き
方
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
「
学
校
発
働
き
方
改
革
実
証
交
付
金
」
を
創
設
。
塩
尻
西

小
学
校
と
広
陵
中
学
校
の
働
き
方
改
革
案
な
ど
の
実
証
を
通
し
て
、
成
果
や
課
題
を
校
長
会
等
で
共
有

し
、
教
員
の
本
来
業
務
で
あ
る
「
児
童
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
」
や
「
授
業
準
備
の
時
間
」
に
注
力
で
き
る
環

境
を
実
現
す
る
。
令
和
8
年
度
以
降
は
「
学
校
発
働
き
方
改
革
推
進
交
付
金
」
に
改
名
し
、
全
校
で
働
き
方
改

革
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
「
子
育
て
世
帯
に
も
教
員
に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
塩
尻
」
を
目
指
す
。

・新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
に
向
け
、
市

教
委
で
設
置
し
て
い
る
「
学
力
向
上
研
究
委
員
会
」
と
「
情
報
教
育
推
進
委
員
会
」
を
統
合
し
「
（
仮
）
ワ
ク
ワ
ク

授
業
ス
タ
イ
ル
研
究
チ
ー
ム
」
を
創
設
。
本
市
が
目
指
す
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
主
体
的
な
学
び
」
づ
く
り
を
目
指

し
、
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
好
事
例
を
創
出
し
、
横
展
開
を
図
る
。

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価
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○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

教
育
再
生
推
進
事
業
(可
能
な
ら
「教
育
未
来
創
造
事
業
」
へ
改
称
）

課
名

学
校
教
育
課

0
0

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
学
校
発
働
き
方
改
革
の
実
践
校
数

費
用
弁
償

3
2
4

3
2
4

3
2
4

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

0
校

そ
の
他

1
6
5

1
6
5

1
6
5

学
校
発
働
き
方
改
革
実
証
交
付
金

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

中
間
値
（
事
中
評
価
）

2
校

5
校

1
3
校

実
績
値
（
事
後
評
価
）

0
校

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

0
0

0
0

0
0

0
0

評
価
指
標
（
単
位
）
教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
を
4
つ
以
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

反
映
さ
せ
た
学
校
数

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
業
費
合
計

1
,9
8
9

+
0

1
,9
8
9

+
0

1
,9
8
9

中
間
値
（
事
中
評
価
）

-

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0

県
支
出
金

（
　
名
称
　
）

0
0

目
標
値

0
実
績
値
（
事
後
評
価
）

-

-
8
校

1
3
校

地
方
債

（
　
名
称
　
）

0
0

1
,9
8
9

+
0

1
,9
8
9

+
0

1
,9
8
9

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

（
　
名
称
　
）

0
0

一
般
財
源

課
題

※
令
和
６
年
度
新
規
事
業

※
令
和
６
年
度
新
規
事
業

・
社
会
や
学
校
内
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
・
小
学
校
英
語
教
育
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど

新
た
な
教
育
政
策
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
教
育
現
場
の
長
時
間

労
働
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

作
成
担
当
者

こ
ど
も
教
育
部

学
校
教
育
課

児
童
生
徒
支
援
係

職
名

課
長
補
佐

氏
名

小
松
　
義
宏

氏
名

小
松
　
義
宏

連
絡
先
（
内
線
）

3
1
1
3

最
終
評
価
者

学
校
教
育
課
長

氏
名

上
條
　
崇

担
当
係
長

児
童
生
徒
支
援
係

45



９ 教育再生推進事業 学校教育課 

○教育委員会の評価等【Check】

評価・意見・ 

改善提案等 

地域や各校の特色を大事にしつつ、市の教育振興基本計画を意識した各校の取組

をもう少し進めることで塩尻市の目指している教育についても前進させたい。 

働き方改革を推進し、教員が児童生徒に向き合う時間や授業の教材研究等にあて

る時間をさらに生み出し、子どもたちがより一層豊かに学べる学校環境をつくりた

い。多方面におけるＰＤＣＡが機能するように進めていってほしい。学校現場の状

況把握のための調査やアンケート類は極力廃止してもらいたい。 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】

評価 ・学校の自助努力だけに任せていては改善が想定したように進みません。長野県教

育委員会から「魅力アップＵＰ校支援事業」の指定を受け、積極的に学校の働き方

改革の推進に取り組まれていることを評価いたします。 

・学校の働き改革は、まずは、内なる改革として、忙しさの原因を把握するととも

に、従来の仕方を見直し、実行していく方向性に期待します。その際は教員の本来

業務を堅持しつつ、保護者との理解を得つつ、事業実施してもらいたい。 

改善提案 ・学校業務改善アドバイザーの妹尾氏は、豊富なアイディアをお持ちです。指定の

２校の実証結果を待たずとも、他の小中学校においてもよいものは、すぐに取り入

れ、学校の働き方改革を推進し、教員の本来業務の充実につなげられるよう期待し

ます。 

・教育現場の負担軽減を目指す上で、そのための事務作業や書類作成等により新た

な負担が生じることがないよう留意していただきたいです。 

・内なる改革の際には、各学校の伝統も尊重するとともに考慮してもらいたい。

その他意見 ・PDCA サイクルの実効性を確保する観点から不断の見直しが必要となります。

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】

取り組む 

改善内容等 

・学校の働き方改革では、「時間外勤務時間の削減」のみを目的とするのではなく、

「生み出した時間で何に注力するか」を教職員一人ひとりが考えることと、まずは

試しにやってみることが大切と考えております。 

・長野県「魅力アップＵＰ校支援事業」の指定校では、現在、日課を変更したり、

清掃時間を短縮したりするなど、教職員同士の話し合いから生まれた改善案を試行

しています。 

・市教育委員会では、こうした学校発の働き方改革の取り組みを市内全校に広げ、

伴走支援していくことに加え、事務作業などの業務を効率化し、教員業務支援員に

業務を移管することにより、教職員が心にゆとりをもって教育に専念できる学校づ

くりを進めていきます。 

46



令
和
６
年
度
　
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（ソ
フ
ト
事
業
）

○
実
施
計
画

○
事
中
評
価

評
価
視
点
　
1
：
低
い
　
2
：
や
や
低
い
　
3
：
や
や
高
い
　
4
：
高
い

【
効
率
性
の
評
価
視
点
】
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
評
点
は
低
く
な
る

① ② ③ ④

予
算
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

計
画
額

（
千
円
）

⑤

④
②

①

③
⑤

⑥

⑦

○
事
中
評
価
（
予
算
編
成
に
向
け
た
定
性
評
価
）

2
や
や
低
い

効
率
性

2

事
務
事
業
名

教
育
相
談
支
援
事
業

担
当
課

学
校
教
育
課

施
策

2
-5

や
や
低
い

年
度
別

事
業
内
容

（
手
段
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総
合
的
な

不
登
校
対
応

○
日
本
語
学
級
の
運
営

○
中
学
校
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

機
能
強
化
と
小
学
校
へ
の
「
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
促
進

○
相
談
ア
プ
リ
の
実
証

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
官
・

民
・
学
に
よ
る
総
合
的
な
不
登
校
対
応

〇
匿
名
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
に
よ
る
い
じ

め
、
不
登
校
、
自
殺
な
ど
の
未
然
防
止

○
日
本
語
学
級
を
中
心
と
し
た
外
国
由
来

児
童
生
徒
支
援

〇
「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
を
備
え
た
ひ
と

の
育
成
に
向
け
た
設
計
図
の
作
成

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
官
・

民
・
学
に
よ
る
総
合
的
な
不
登
校
対
応

〇
匿
名
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
に
よ
る
い
じ

め
、
不
登
校
、
自
殺
な
ど
の
未
然
防
止

○
日
本
語
学
級
を
中
心
と
し
た
外
国
由
来

児
童
生
徒
支
援

〇
「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
を
備
え
た
ひ
と

の
育
成
に
向
け
た
学
校
目
標
の
実
践

他
の
実
施
主
体
を
活
用
し
、
成
果
維
持
の
ま
ま
コ
ス
ト
等
の
削
減
が
可
能

目
的

対
象

小
学
生
、
中
学
生
、
保
護
者
、
教
職
員

新
規
/
継
続

継
続

有
効
性

意
図

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
保
障

会
計
区
分

一
般

評
価
視
点

妥
当
性

4
高
い

総
合
評
価

Ｃ

部
分
的
に
廃
止
・
縮
小
し
て
も
成
果
の
達
成
が
可
能

講
師
謝
礼

1
,2
6
9
講
師
謝
礼

1
,8
7
0

✔

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
前
年
度
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

✔

電
子
化
等
の
事
務
改
善
、
人
員
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
あ
る

✔

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
余
地
が
あ
る

相
談
支
援
員
派
遣
委
託
料

3
6
5
日
本
語
支
援
体
制
再
構
築
事
業
委
託
料
1
,7
0
0

事
業
費
・
財
源

3
2
,6
0
2

9
,0
1
9

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

今
後
の
方
向
性

匿
名
相
談
ア
プ
リ
使
用
料

1
,6
5
0
匿
名
相
談
ア
プ
リ
使
用
料

1
,6
5
0

成 果

拡
充

✔

そ
の
他

3
,2
3
0
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援
補
助
金

9
0
0

現
状
維
持

人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）
2
6
,0
8
8
人
件
費
（会
計
年
度
任
用
職
員
）

そ
の
他

2
,8
9
9

休
廃
止

縮
小

コ
ス
ト

皆
減

縮
小

現
状
維
持

拡
大

前
年
度
の
課
題
等
に
対
す
る
取
組
状
況

当
年
度
生
じ
た
新
た
な
問
題
等

新
年
度
の
改
善
・
改
革
案
（
予
算
要
求
等
）
、
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
事
項

一
般

8
,3
9
9

特
定

一
般

特
定

1
,7
2
5

一
般

3
0
,8
7
7

特
定

6
2
0

・増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、
塩
尻
市
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
官
・民
・学
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
様
々
な
支
援
策
を
開
始
し
た
。
（詳
細
は
市
H
P
で
公
開
中
）

・市
内
小
学
校
４
校
、
中
学
校
４
校
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
設
置

し
、
校
内
の
支
援
体
制
を
整
備
し
た
。

・い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
早
期
発
見
・早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
文
科

省
・長
野
県
か
ら
委
託
を
受
け
、
市
内
全
校
で
6
月
よ
り
「匿
名
相
談
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
ぽ
ー
ち
」の
実
証
運
用
を
開
始
し
た
。
（8
月
末
ま
で
に
1
万
7
千
件

以
上
の
書
き
込
み
あ
り
）

・日
本
語
支
援
が
必
要
な
外
国
由
来
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た

め
、
新
た
な
講
師
の
確
保
や
、
中
学
校
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
を
行
っ
た
。

・依
然
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
、
小
学

校
か
ら
不
登
校
に
な
る
児
童
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
然
防
止
・早

期
発
見
・早
期
支
援
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

・い
じ
め
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
自
殺
な
ど
の
未
然
防
止
の
た
め
に

も
、
幼
保
小
中
高
が
連
携
し
、
段
階
的
に
力
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
行
動
指
標
や
実
践
方
法
を
検
討
し
、
実
行
に
移
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

・コ
ロ
ナ
禍
後
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
外
国
由
来
の
児
童
生
徒
数

が
増
加
し
て
お
り
、
日
本
語
ゼ
ロ
の
ま
ま
転
入
し
て
く
る
ケ
ー
ス
や
、
高

校
進
学
を
目
指
す
ケ
ー
ス
な
ど
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
体
制
を

再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

・広
丘
小
学
校
の
日
本
語
学
級
在
籍
児
童
が
増
え
て
お
り
、
早
急
に
支
援

体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

・匿
名
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
、
S
O
S
の
出
し
方
教
育
、
相
談
し
や
す
い
学
校
づ
く
り
な
ど
に
よ
り
、
未
然
防

止
・早
期
発
見
・
早
期
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
不
登
校
対
応
検
討
委
員
会
を
中
心
に
幼
保
小
の
連
携
の
在
り

方
等
を
研
究
し
、
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る
不
登
校
の
未
然
防
止
を
目
指
す
。

・ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
・
充
実
を
促
進
す
る
ほ
か
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
官
・

民
・学
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
社
会
的
自
立
支
援
を
進
め
る
。
※
国
が
新
た
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
員

と
S
S
R
支
援
員
へ
の
補
助
を
創
設
（
補
助
率
2
/
3
）
し
た
た
め
、
良
い
人
材
が
い
れ
ば
増
員
を
検
討
し
た

い
。

・い
ず
み
塾
広
丘
駅
前
校
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
認
定
（
R
6
.3
次
申
請
予
定
）
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
近
隣
市
の
動
向
を
踏
ま
え
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援
補
助
金
の
内
容
を
見
直
す
。

・松
本
市
が
R
6
.1
0
に
開
設
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
不

登
校
児
童
生
徒
支
援
の
実
証
を
行
う
。

・広
丘
小
学
校
に
講
師
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
日
本
語
学
級
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、
市

全
体
の
日
本
語
支
援
の
強
化
に
向
け
た
検
討
を
開
始
す
る
。

第
1
次
評
価

第
2
次
評
価

47



○
令
和
７
年
度
事
業
費
、
財
源
内
訳
（
事
中
評
価
）

○
評
価
指
標

○
事
後
評
価
【
令
和
５
年
度
】

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
務
事
業
名

教
育
相
談
支
援
事
業

課
名

学
校
教
育
課

日
本
語
支
援
体
制
再
構
築
事
業
委
託
料

1
,7
0
0

1
,7
0
0

1
,7
0
0

目
標
値

評
価
指
標
（
単
位
）
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
校
数

講
師
謝
礼
（高
ボ
ッ
チ
教
室
・日
本
語
学
級
・不
登
校
親
の
会
）

1
,8
7
0

1
,8
7
0

1
,8
7
0

年
度

令
和
５
年
度

項
目

計
画
額

１
次
査
定

１
次
査
定
後

２
次
査
定

２
次
査
定
後

令
和
６
年
度

8
校

消
耗
品
費
（
日
本
語
学
級
、
S
S
R
新
規
開
設
）

1
,2
5
0

1
,2
5
0

1
,2
5
0

旅
費
（支
援
員
日
額
旅
費
）費
用
弁
償
（日
本
語
学
級
講
師
）

8
2
1

8
2
1

8
2
1

中
間
値
（
事
中
評
価
）

7
校

1
2
校

1
3
校

実
績
値
（
事
後
評
価
）

0
校

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
使
用
料

2
9
7

2
9
7

2
9
7

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援
補
助
金

9
0
0

匿
名
相
談
ア
プ
リ
使
用
料

1
,6
5
0

1
,6
5
0

1
,6
5
0

9
0
0

9
0
0

そ
の
他

5
3
1

5
3
1

5
3
1

評
価
指
標
（
単
位
）
不
登
校
児
童
生
徒
数
（
3
0
日
以
上
欠
席
・
理
由
不
登
校
）

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

0
0

年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

事
業
費
合
計

9
,0
1
9

+
0

9
,0
1
9

+
0

9
,0
1
9

中
間
値
（
事
中
評
価
）

財 源 内 訳

国
庫
支
出
金

教
育
相
談
体
制
整
備
事
業
補
助
金

6
0
0

6
0
0

県
支
出
金

地
域
自
殺
対
策
強
化
事
業
補
助
金

2
0

2
0

2
0

目
標
値

6
0
0

実
績
値
（
事
後
評
価
）

2
0
0
人

前
年
よ
り
減
前
年
よ
り
減
前
年
よ
り
減

地
方
債

（
　
名
称
　
）

0
0

8
,3
9
9

+
0

8
,3
9
9

+
0

8
,3
9
9

取
組
内
容

結
果
・
成
果

指
標
実
績
値
の

要
因
分
析

（
事
後
評
価
）

そ
の
他

（
　
名
称
　
）

0
0

一
般
財
源

課
題

・
増
加
し
て
い
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
子
と
親

の
心
の
支
援
員
を
2
名
か
ら
4
名
に
増
員
し
た
。

・
塩
尻
西
小
学
校
5
年
生
及
び
広
陵
中
学
校
1
～
2
年
生
を
対
象
と
し
た
匿
名
相

談
ア
プ
リ
の
実
証
事
業
や
、
民
間
の
塾
と
連
携
し
た
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習

支
援
に
係
る
体
験
会
を
行
っ
た
。

・
不
登
校
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
を
延
べ
5
回
開
催
し
た
。

・
子
と
親
の
心
の
支
援
員
を
増
員
し
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
児
童
生
徒
や
保
護
者

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
当
事
者
か
ら
の
意
見
や
実
証
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
、

匿
名
相
談
ア
プ
リ
導
入
、
塾
と
連
携
し
た
学
習
支
援
事
業
、
親
の
会
な
ど
実
効
性
の

高
い
支
援
策
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
依
然
と
し
て
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
や
未
然
防
止
の
取
り
組

み
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

・
支
援
の
強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
の
負
担
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

作
成
担
当
者

こ
ど
も
教
育
部

学
校
教
育
課

児
童
生
徒
支
援
係

職
名

課
長
補
佐

氏
名

小
松
　
義
宏

氏
名

小
松
義
宏

連
絡
先
（
内
線
）

3
1
1
3

最
終
評
価
者

学
校
教
育
課
長

氏
名

上
條
　
崇

担
当
係
長

児
童
生
徒
支
援
係
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１０ 教育相談支援事業 学校教育課 

 

○教育委員会の評価等【Check】 

評価・意見・ 

改善提案等 

不登校等の児童生徒の大きな増加が見られるので、スペシャルサポートルームの

充実や親の会、匿名相談アプリ導入、民間とのネットワーク構築など、支援の多様

化・強化は大切である。ぽーちによる早期発見・支援の分析と解析は必要である。

一方で、多種多様な支援と丁寧な対応により不登校が増えてしまっていないか懸念

される。新たな不登校児童を生み出さないために、子どもや親が相談したいときに

どこに相談したら良いかを分かりやすくする等、未然防止のための相談業務も充実

させてほしいと思う。「明日もいきたい楽しい学校づくり」の推進を図るとともに、

特に小学校低学年の段階では、幼保小の連携や元気っ子応援事業等ともタイアップ

して、子どもや保護者支援をさらに充実させ、何としても現状を改善し子どもの未

来をより開いておきたい。 

 

○教育振興審議会委員（学識経験者）の外部評価等【Check】 

評価 ・昨年度にはなかったスペシャルサポートルームを多くの学校で設置するなど、急

増する不登校生への対応を手厚くしていることを評価いたします。日本語指導を必

要とする生徒も増加傾向ですが、不登校生徒も日本語指導を必要とする生徒も、ど

の子にも「学びの保障」ができるよう、支援体制の充実が求められています。 

・不登校対策として、新たな取り組みが図られているので、一歩でも前に進むこと

を期待したいです。 

改善提案 ・スペシャルサポートルームは、設置するだけでは不登校の減少にはつながりにく

いです。部屋に常駐する人員を確保し、その部屋で子どもが安心安全に過ごせるよ

うな環境を整えるなど、学校の居場所となるよう期待します。 

・外国にルーツをもつ子どもたちへの教育や支援について、先行的に取組みがなさ

れている他県他市町村の事例を参考にし、塩尻市の現状や特徴に合わせた事業展開

を望みます。 

・目の前の対処療法も必要ですが、長期的に児童・生徒の成長を見守ることが重要

ですので、学校以外の学べる場所等の情報提供も必要ではないかと思います。 

その他意見 ・不登校の原因を把握し、複合的な要因を根気よく解決するしかないと思います。

学校に行かない選択ができることも必要です。公教育の限界なこともありますが。 

 

○教育委員会事務局（改善計画等）【Action】 

取り組む 

改善内容等 

・市教育委員会では、増加している不登校児童生徒全ての学びの場を確保し、学び

たいと思った時に学べる環境を整えるため、市教育支援センターが中心となり様々

な関係者と連携し、支援体制の充実に向けた取り組みを積極的に進めています。 

・また、一人一台端末に匿名相談チャットアプリ「ぽーち」を導入するなど、心の

小さなＳＯＳを見逃さず、「チーム学校」で支援できる体制づくりを進めています。 

・今後は、学校が一人ひとりの良さや持ち味を生かした主体的な学びがあり、みん

なが活躍でき、安心して学べる場所になれるよう、学校運営や授業の改善を進めて

まいります。 

・外国由来の児童生徒への対応は、支援ニーズが変化し、高校進学を見据えた支援

も求められていることなどから、今後、支援体制の再構築を進めてまいります。 
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中
３

7
4.

9
%

H
29

↘
69

.3
%

62
.7

%
57

.0
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

3
8
.0

%

小
６

9
4.

9
%

H
29

―
―

―
―

↗
現

状
の

高
割

合
を

維
持

し
つ

つ
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

中
３

9
5.

6
%

H
29

―
―

―
―

↗
現

状
の

高
割

合
を

維
持

し
つ

つ
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

小
６

9
2.

5
%

H
29

→
93

.5
%

92
.7

%
92

.4
%

―
↗

現
状

の
高

割
合

を
維

持
し

つ
つ

、
国

・県
の

割
合

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。
9
1
.9

%

中
３

9
4.

5
%

H
29

→
95

.2
%

94
.8

%
94

.6
%

―
↗

現
状

の
高

割
合

を
維

持
し

つ
つ

、
国

・県
の

割
合

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。
9
2
.4

%

小
６

8
4.

5
%

H
29

→
86

.9
%

83
.9

%
87

.3
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
4
.9

%

中
３

8
0.

0
%

H
29

↗
82

.9
%

83
.9

%
85

.9
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
0
.9

%

小
６

3
8.

5
%

H
29

↗
37

.8
%

40
.2

%
42

.4
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

3
7
.3

%

中
３

4
0.

9
%

H
29

↗
31

.4
%

34
.2

%
35

.2
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

3
3
.7

%

小
学

校
77

.9
冊

H
29

→
78

.5
冊

77
.1

冊
78

.7
冊

前
年

↗
前

年
度

よ
り

も
多

い
冊

数
を

目
標

と
す

る
。

中
学

校
25

.4
冊

H
29

→
14

.3
冊

13
.7

冊
14

.8
冊

前
年

↗
前

年
度

よ
り

も
多

い
冊

数
を

目
標

と
す

る
。

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
、

ゲ
ー

ム
機

等
の

利
用

に
つ

い
て

、
家

の
人

と
約

束
が

あ
り

守
っ

て
い

る
児

童
の

割
合

小
６

―
―

→
70

.9
％

67
.8

％
67

.8
%

前
年

↗
基

準
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

県
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

小
６

9
7.

0
%

H
29

→
94

.9
%

96
.7

%
96

.4
%

―
↗

現
状

の
高

割
合

を
維

持
し

つ
つ

、
前

年
度

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。
9
3
.9

%

中
３

9
6.

0
%

H
29

→
94

.5
%

91
.9

%
94

.2
%

―
↗

現
状

の
高

割
合

を
維

持
し

つ
つ

、
前

年
度

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。
9
1
.2

%

小
学

生
5
5.

0
%

H
29

→
61

.4
%

61
.4

%
60

.1
%

前
年

↗
前

年
度

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。

中
学

生
4
8.

1
%

H
29

↘
55

.2
%

52
.7

%
54

.7
%

前
年

↗
前

年
度

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。

小
５

男
56

.3
5点

H
29

→
51

.9
4点

52
.3

4点
52

.7
6点

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

5
2
.5

9点

小
５

女
57

.4
9点

H
29

→
54

.3
5点

56
.0

7点
54

.2
9点

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

5
4
.2

8点

中
２

男
43

.5
7点

H
29

↗
40

.8
5点

41
.7

点
44

.1
4点

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

4
1
.3

2点

中
２

女
50

.1
8点

H
29

→
48

.0
8点

47
.2

2点
47

.0
4点

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

4
7
.2

2点

小
５

男
7
0.

5
%

H
29

→
71

.8
%

73
.2

%
71

.5
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

7
2
.1

%

小
５

女
5
5.

0
%

H
29

↘
59

.9
%

56
.9

%
52

.6
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

5
4
.5

%

中
２

男
6
4.

0
%

H
29

→
58

.1
%

62
.3

%
62

.6
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

6
3
.4

%

中
２

女
4
1.

5
%

H
29

→
39

.3
%

46
.0

%
40

.7
%

―
↗

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
得

点
を

目
標

と
す

る
。

4
3
.1

%

基
本

目
標

施
策

指
標

名
対

象
者

一
人

あ
た

り
の

年
間

読
書

冊
数

（学
校

図
書

館
）

１

運
動

が
好

き
と

思
っ

て
い

る
児

童
・生

徒
の

割
合

「総
合

的
な

学
習

の
時

間
」に

主
体

的
に

取
組

む
児

童
・生

徒
の

割
合

※
H

30
は

調
査

項
目

な
し

将
来

の
夢

・目
標

を
持

っ
て

い
る

児
童

・生
徒

の
割

合

人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

児
童

・生
徒

の
割

合

知
識

を
活

用
す

る
知

恵
の

習
得

社 会 を 生 き 抜 く 力 の 養 成

　
【体

】
健

や
か

な
体

の
育

成
 と

規
則

正
し

い
生

活
習

慣
の

定
着

地
域

行
事

の
参

加
割

合

知
識

と
な

る
基

礎
学

力
の

定
着

や
技

能
の

習
得

１

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

の
育

成

県
割

合

全
国

割
合

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

全
国

割
合

1年1年1年

県
割

合

全
国

割
合

全
国

割
合

全
国

割
合

1年

３

２

授
業

以
外

（月
～

金
）の

1日
当

た
り

の
学

習
時

間
が

小
学

生
1時

間
以

上
、

中
学

生
2時

間
以

上
の

児
童

・生
徒

の
割

合 （小
6…

1時
間

以
上

 ,
 中

3…
2時

間
以

上
）

国
語

の
授

業
の

内
容

が
分

か
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

※
H

30
は

調
査

項
目

な
し

算
数

・数
学

の
授

業
の

内
容

が
分

か
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

　
【知

】
確

か
な

知
識

と
そ

れ
を

活
用

す
る

知
恵

の
育

成

２

学
校

の
規

則
を

守
っ

て
い

る
児

童
・生

徒
の

割
合

規
則

正
し

い
生

活
状

況
（
同

じ
時

刻
に

起
き

る
児

童
・

生
徒

の
割

合
）

規
則

正
し

い
生

活
状

況
（
同

じ
時

刻
に

寝
て

い
る

児
童

・生
徒

の
割

合
）

授
業

以
外

（月
～

金
）の

1日
当

た
り

の
読

書
時

間
が

３
０

分
以

上
の

児
童

・生
徒

の
割

合

２
社

会
や

地
域

に
親

し
む

心
の

育
成

正
し

い
食

習
慣

の
定

着 運
動

に
親

し
み

、
健

康
な

体
を

つ
く
る

習
慣

の
定

着
３

　
【徳

】
豊

か
で

思
い

や
り

の
あ

る
心

の
育

成

1年 1年 1年

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

市
教

委
調

査

1年

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

周
期

計
画

前
時

点
（
年

度
）

近
年

の
傾

向
比

較
目

指
す

方
向

市
教

委
調

査
1年

全
国

割
合

標
準

値
（
計

画
時

）
目

標
値

情
報

源
R

4

全
国

平
均

全
国

体
力

・運
動

能
力

、
運

動
習

慣
調

査

１
規

則
正

し
い

生
活

習
慣

の
定

着

２

朝
食

を
毎

日
食

べ
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

大
人

と
朝

食
を

と
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

※
H

30
は

調
査

項
目

な
し

体
力

の
合

計
点

R
3

R
5

授
業

で
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

IC
T
機

器
を

ほ
ぼ

毎
日

使
用

し
た

児
童

・生
徒

の
割

合

１

50



基
本

目
標

施
策

指
標

名
対

象
者

周
期

計
画

前
時

点
（
年

度
）

近
年

の
傾

向
比

較
目

指
す

方
向

標
準

値
（
計

画
時

）
目

標
値

情
報

源
R

4
R

3
R

5

小
６

8
8.

1
%

H
29

→
83

.4
%

89
.4

%
87

.2
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
5
.3

%

中
３

8
1.

1
%

H
29

→
79

.0
%

82
.5

%
82

.5
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
1
.8

%

小
６

8
0.

1
%

H
29

↗
79

.3
%

84
.7

%
88

.2
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
3
.5

%

中
３

7
3.

7
%

H
29

→
78

.4
%

75
.1

%
81

.9
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
0
.0

%

小
６

―
―

↗
―

92
.7

%
96

.0
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
9
.8

%

中
３

―
―

→
―

89
.3

%
88

.3
%

―
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
指

し
、

国
・県

の
割

合
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

8
7
.3

%

市
内

在
住

の
年

中
児

の
う

ち
元

気
っ

子
相

談
を

受
け

た
子

ど
も

の
割

合
年

中
児

9
7.

0
%

H
29

↗
97

.3
%

10
0.

0%
91

.7
%

前
年

→
現

状
の

高
割

合
を

維
持

す
る

。
－

市
教

委
調

査
1年

小
５

―
―

→
63

.0
%

65
.0

%
調

査
実

施
な

し
前

年
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

中
1

7
1.

0
%

H
29

→
55

.0
%

56
.0

%
調

査
実

施
な

し
前

年
↗

前
年

度
よ

り
も

高
割

合
を

目
標

と
す

る
。

３
支

援
が

必
要

な
家

庭
へ

の
対

応
の

充
実

す
べ

て
の

児
童

・生
徒

が
十

分
に

学
べ

る
支

援
が

提
供

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

る
市

民
の

割
合

全
市

民
3
7.

4
%

H
29

↗
41

.9
%

37
.6

%
45

.6
%

前
年

↗
前

年
度

よ
り

も
高

割
合

を
目

標
と

す
る

。
-

市
民

意
識

調
査

1

職
員

研
修

の
実

績
（
参

加
者

の
延

べ
件

数
）

学
校

教
職

員
8講

座
38

3人
H

29
↗

11
講

座
55

7人
11

講
座

51
8人

18
講

座
70

3人
前

年
→

前
年

度
を

下
回

ら
な

い
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

-

幼
保

小
中

連
携

の
交

流
回

数
幼

稚
園

、
保

育
園

、
小

学
校

こ
ど

も
12

8回
教

職
員

49
回

H
29

↗
こ

ど
も

49
回

教
職

員
29

回
こ

ど
も

39
回

教
職

員
39

回
こ

ど
も

75
回

教
職

員
36

回
前

年
→

現
状

を
維

持
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

-

地
域

と
連

携
し

た
事

業
の

実
施

項
目

数
※

Ｒ
１

は
調

査
な

し
学

校
―

―
→

42
8

42
6

41
2

前
年

→
事

業
項

目
数

を
維

持
し

、
継

続
し

た
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

く
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

4
3
0

-

教
育

活
動

に
お

け
る

地
域

人
材

活
用

の
事

案
数

（学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
者

数
）

※
Ｒ

１
は

調
査

な
し

学
校

1,
15

6人
H

29
↗

85
2人

84
8人

1,
00

3人
前

年
↗

前
年

度
よ

り
も

増
加

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
-

大
規

模
改

修
件

数
（
～

R
３

）
学

校
6
校

H
29

―
―

―
―

―
計

画
の

目
標

件
数

の
達

成
-

長
寿

命
化

改
良
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元気っ子育成支援プランⅢ　評価指標

○子育てしやすいまちであると思う市民の割合

担当課：企画課（市民意識調査）　　計画：３０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

55.5 54.1 61.7 62.5 58.3 58.4 70 ％

　

○子育てを楽しいと感じる人の割合（子ども・子育てに関する市民アンケート）

担当課：こども課　　計画：３０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

50 41.3 51 ％

　

○合計特殊出生率（塩尻市）

担当課：健康づくり課　　計画：３０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

1.50 1.50 1.58 1.35 1.30 - 1.70 人

　

○出生数（塩尻市）

担当課：こども課　　計画：３０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

513 497 512 444 429 412 維持又は増加 人

　

○市内在住の年中児のうち元気っ子応援事業を受けた子どもの割合

担当課：家庭支援課　　計画：３３頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

94.5 97.1 98.1 97.3 100 91.7 99 ％

　

○子育て体験講座への父親の参加率 　

担当課：健康づくり課　　計画：３４頁 目標値  

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

14.1 11.9 10.5 15.8 18.7 17.1 15 ％

　

〇父親の育児休業取得率（子ども・子育てに関する市民アンケート）

担当課：こども課　　計画：３４頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

2.5 17.0 5.0 ％

令和５年度にアンケート調査実施

令和５年度にアンケート調査実施
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○社員の子育て応援宣言市内登録企業数

担当課：産業政策課　　計画：３６頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

52 55 56 57 59 59 60 社

　

○仕事と生活とのバランスに満足している市民の割合

担当課：企画課（市民意識調査）　　計画：３６頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

39.7 36.8 42.8 45.5 39.4 37.4 40 ％

○市内のながの子育て家庭優待パスポート事業参加事業者数

担当課：社会教育スポーツ課　　計画：３９頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

129 131 131 133 133 133 140 社

○離乳食教室参加者数

担当課：健康づくり課　　計画：４０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

161 143 96 118 127 130 190 人

○家族（大人）と一緒に朝食をとる年長児の割合（幼児）

担当課：こども課　　計画：４０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

68 68 65 68 66 55 76 ％

○安心して子どもを預けられる環境があると感じる市民の割合

担当課：企画課（市民意識調査）　　計画：４８頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

43.1 38.9 44.4 41.4 41.8 48 45 ％

○ファミリーサポートセンターの提供会員数

担当課：子育て支援センター　　計画：４８頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

83 92 95 94 91 95 95 人
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○子育ての不安や悩みなどを解消するためのサポートがなされていると感じる市民の割合

担当課：企画課（市民意識調査）　　計画：５５頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

36.9 37.4 40.4 36.3 33.3 35 40 ％

○２０歳～４９歳の社会増加数（前年との比較）

担当課：企画課　　計画：５７頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

168 40 △ 15 △ 34 173 27 75 人

○MR（麻しん・風しん予防接種）Ⅱ期の接種率

担当課：健康づくり課　　計画：６０頁 目標値

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 単位

94.0 92.9 95.1 91.4 95.5 92.6 95 ％
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塩尻市生涯学習推進プランⅢ　指標一覧（令和３年見直し版）　

令和4年度 令和5年度 出所・担当課（R5時点）

71.7% R2 70.7% 72.3% 市民意識調査

44,620 R2 58,511 62,337 社会教育スポーツ課（社会教育）

294 R2

394
交流：67
子C：94
図：233

472
交：59
子C：93
図：320

市民交流センター・図書館・
子育て支援センター

8,929 R2

16,028
交流：4,253
子C：2,306
図：9,469

15,609
交：3,852
子C：2,470
図：9,287

市民交流センター・図書館・
子育て支援センター

16 R2 10 13 中央公民館

1,853 R2 1,730 1,492 中央公民館

510 R2 847 1,002 中央公民館

11,073 R2 17,375 20,754 中央公民館

14回
201人

R2
14回
170人

14回
241人

社会教育スポーツ課（共生推進）

92% R2 100% 80% 社会教育スポーツ課（共生推進）

６ 文化財の保存・活用 2 R2 5 5 文化財課

中村邸 5,559 R2 10,256 12,173 文化財課

木曽漆器館 1,163 R2 1,949 2,114 文化財課

贄川関所 900 R2 1,159 978 文化財課

短歌館 2,399 R2 3,061 3,165 文化財課

自然博物館 7,718 R2 8,395 13,909 文化財課

平出博物館 4,063 R2 5,148 4,994 平出博物館

平出博物館
ガイダンス棟

17,166 R2 28,661 43,636 平出博物館

本洗馬歴史の里
資料館

1,362 R2 1,364 1,790 平出博物館

古田晁記念館 168 R2 304 359 図書館

８
自然体験宿泊施設の維持と効果的
活用

0 R2 118 426 社会教育スポーツ課（社会教育）

300,302 R2 488,670 520,629 社会教育スポーツ課（スポーツ）

36.4% R2 35.5% 38.8% 市民意識調査

１
学校施設の開放による地域に開か
れた学校づくり

0 R2 1 1 中央公民館　ほか

２ 自然施設の学習の場への活用 新たに生涯学習施設として利用できるようになった施設 0 R2 0 0 社会教育スポーツ課（社会教育）

43.8% R2 38.6% 51.2% 市民意識調査

40.4% R2 33.3% 34.9% 市民意識調査

２
少年期　様々な体験の場、体験の
機会づくり

52.9 R2 56.4 56.6 教育総務課

講座数 40 R2 47 49 社会教育スポーツ課（社会教育）

参加者数 73 R2 63 67 社会教育スポーツ課（社会教育）

２ スポーツの振興 32.2% R2 31.5% 43.9% 市民意識調査

45.4% R元 40.1% 42.8% 健康づくり課

31.2% R元 31.2% 31.3% 健康づくり課

62.2% R元 62.6% 61.3% 健康づくり課

1,200 R2 3,450 5,430 社会教育スポーツ課（社会教育）

13,550 R2 60,250 70,277 社会教育スポーツ課（社会教育）

３
学習情報の収集
と提供

１ 学習情報の収集と提供 24.8% R2 24.7% 27.3% 市民意識調査

206 R2 212 205 社会教育スポーツ課（社会教育）

3 R2 3 1 社会教育スポーツ課（スポーツ）

２ 団体・サークルの交流の促進 4,754 R2 6,214 7,704 社会教育スポーツ課（社会教育）

１
趣味的な活動について成果の発表
と活用の促進

24 R2 95 132 社会教育スポーツ課（社会教育）

２
健康・スポーツにおける成果の還元
と活用の促進

45.4% R元 40.1% 42.8% 健康づくり課

１
住民同士の助け合いや地域交流の
促進

41.3% R2 33.0% 39.0% 市民意識調査

28.9% R2 32.8% 28.6% 市民意識調査

2 R2 2 2 市民交流センター

799 R2 2,234 2,503 地域づくり課

地域スポーツ団体数

総合文化センター利用団体数

５
成果の発表・活
用と地域への還
元

１
成果の活用と還
元の推進

市主催の芸術・文化事業の展示・発表団体数

特定健診受診率（再掲）

２
地域課題を自ら
解決する体制の
推進

互いに支え合い、助け合う人間関係が地域に築かれている

２ 公民館活動等の発展

市民が中心となったまちづくり活動が活発に行われている

市民交流センターの市民営に向けた提案事業委託数

地域活性化プラットフォーム事業補助金を活用した事業の参加者数

市主催芸術文化事業への来場者数

文化会館利用者数

市の生涯学習の取り組みを知っている市民の割合

３
新しい仲間をつく
る団体サークル
の育成

１
自立した活動団
体の育成

１ 団体・サークルの活動支援と育成

総合文化センター登録団体数

２
学習機会の提供
と情報発信

１
ライフステージに
応じた自主的な
取り組みの支援

２
多様なニーズに
応じた学習機会
の提供

３
生き生きとした健康づくりに関する
取り組みの推進

特定健診受診率

週2回以上1回30分以上の運動習慣がある人の割合

生活習慣を改善してみようと思う人の割合

４ 多様な芸術文化活動の振興

塩嶺体験学習の家の利用者数

９ その他の施設の維持と効果的活用

スポーツ施設利用者数

誰でもスポーツに取り組める環境がある

子育てに必要な情報を得たり相談したりすることができる

子育ての不安や悩みなどを解消するためのサポートがなされている

学校図書の一人あたりの貸し出し冊数

５ 熟年期　生きがいづくり 塩尻ロマン大学の講座数・参加者数

１ 乳幼児期　生活習慣の確立

週1回以上スポーツ活動を行う市民の割合

学校開放講座等の実施件数

５
ふれあいプラザの効果的活用の推
進

ふれあいプラザにおける各種講座等の開催数・参加者数

講座受講者の満足度

重要伝統的建造物群保存地区の修理修景実施数

７ 文化施設の運営

楢川地区文化施設入館者数

文化施設入館者数

３
北部交流センターの効果的活用の
推進

北部交流センターにおける各種講座等の開催数

北部交流センターにおける各種講座等の参加者数

４ 地区公民館等の効果的活用の推進

地区公民館・分館における各種講座等の開催数

地区公民館・分館における各種講座等の参加者数

１ 生涯学習関連施設の充実

図書館や公民館などの利用環境が整っている

総合文化センター利用者数

２
市民交流センターの効果的活用の
推進

5つの重点分野をテーマとした事業の開催数

5つの重点分野をテーマとした事業の参加者数

基本目標 施策の柱 基本施策 指標 現状値／年度

誰
も
が
学
び

、
つ
な
が
り

、
活
か
す
ま
ち

１
みんなに開かれ
た学習の「場」の
整備と活用

１
生涯学習関連施
設の充実

２
新たな学習空間
の確保
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
指
標
及
び
推
進
状
況

基
本
目
標
１
　
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実

指
標

基
準
値

（
H
2
5
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
団
員
数

5
7
0
人

5
7
0
人

5
7
6
人

4
9
8
人

5
1
1
人

5
0
1
人

4
7
2
人

5
2
2
人

5
2
1
人

5
2
0
人

4
9
1
人

5
1
7
人

基
本
目
標
２
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

指
標

基
準
値

（
H
2
4
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

成
人
の
割
合
（
【
】
は
社
会
体
育
意

識
実
態
調
査
に
よ
る
）

【
3
5
.4
%
】

5
0
.0
0
%

3
1
.1
0
%

2
8
.6
0
%

3
0
.1
0
%

3
2
.9
0
%

【
4
0
.0
%
】

3
1
.7
0
%

3
1
.7
%

3
1
.4
%

3
4
.5
%

3
1
.5
%

【
4
7
.5
%
】

3
2
.1
%

指
標

基
準
値

（
H
2
6
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
が

あ
る
と
感
じ
る
人
の
割
合

4
6
.2
0
%

5
0
.0
0
%

4
6
.2
0
%

3
9
.2
0
%

3
6
.8
0
%

3
5
.3
0
%

3
2
.1
0
%

3
2
.9
%

3
5
.8
%

4
2
.3
%

3
5
.5
%

3
8
.7
%

基
本
目
標
３
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

指
標

基
準
値

（
H
2
6
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

市
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
数

２
ク
ラ
ブ

４
ク
ラ
ブ

２
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

３
ク
ラ
ブ

２
ク
ラ
ブ

第
１
期
中
期
戦
略

第
２
期
中
期
戦
略

第
３
期
中
期
戦
略
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基
本
目
標
４
　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

指
標

基
準
値

（
H
2
6
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
事
業

の
開
催
回
数

年
１
回

年
３
回
以
上

年
１
回

1
1

1
1

1
0

3
2

0

基
本
目
標
５
　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
人
材
の
育
成

指
標

基
準
値

（
H
2
6
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

指
導
者
向
け
の
講
習
・
教
室
等
の

開
催
回
数

年
１
回

年
１
回
以
上

年
１
回

１
回

1
回

1
回

1
回

2
回

0
0

1
回

2
回

基
本
目
標
６
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
有
効
活
動

指
標

基
準
値

（
H
2
5
）

目
標
値

(H
3
5
)

H
2
6
実
績

H
2
7
実
績

H
2
8
実
績

H
2
9
実
績

H
3
0
実
績

R
1
実
績

R
2
実
績

R
3
実
績

R
4
実
績

R
5
実
績

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
数

4
7
5
,8
6
1
人

4
7
5
,0
0
0
人

5
2
4
,8
2
1
人
5
1
6
,1
6
9
人
5
0
2
,3
3
5
人
5
0
8
,6
8
4
人
4
7
4
,2
1
3
人
4
3
4
,9
9
8
人

3
0
4
,3
6
3
人

3
8
6
,2
9
2
人

4
8
8
,6
7
0
人

4
2
8
,9
3
0
人

第
１
期
中
期
戦
略

第
２
期
中
期
戦
略

第
３
期
中
期
戦
略
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図書館サービス計画　サービス指標達成状況 （R6.3.31時点）

サービス内容 サービス指標 R3 R4 R5

資料の収集 蔵書数：５４万点（雑誌、視聴覚資料は除く） 505,820 514,522 526,390

資料の整理・保存 蔵書数：５４万点（雑誌、視聴覚資料は除く） 505,820 514,522 526,390

資料の提供 人口一人当たりの貸出冊数：１０冊／年 10.23 9.80 9.54

レファレンスサービス
レファレンス受付件数（全館）：２，５００件以上／
年

2,429 2,006 1,779

分館 公民館や地域と連携した企画事業：各館３回／年 3.75 2.8 2.8

乳幼児サービス・児童サー
ビス

児童書の蔵書回転率：２冊／年 2.1 2.09 1.97

青少年サービス 中高生の利用者数（全館）：５，５００人以上／年 5,389 6,362 5,511

高齢者サービス
高齢者が参加するイベント等で図書館を紹介する回数
と高齢者向け企画事業の開催回数合計：１０回／年

18 19 14

バリアフリーサービス
テーマブックスを含む、企画・行事の開催：３件以上
／年

3 4 6

ビジネス支援サービス

ビジネス支援サービスの広報回数：１０件以上／年
ビジネス相談会への相談件数：２５件以上／年
ビジネス相談会を活用した創業者の誕生：１件以上／
年

16
34
0

26
54
0

42
73
1

子育て支援サービス
図書館又は子育て関係部署と連携した出張図書館等企
画事業の実施：２０回／年

17 28 33

多文化・多言語サービス 外国語で書かれた資料の購入：１５０冊／年
購入102
寄贈58

購入104
寄贈10

購入97
寄贈6

医療・健康情報サービス
市の担当部署や医療機関等と連携した企画事業の実
施：２回／年

1 3 6

図書館サポーターとの協働 登録者との意見交換会の開催：４回／年 4 4 4

地域資料の充実と活用
地域資料にかかわる人物等の紹介や、地域資料を生か
した企画事業の開催：３回／年

24 14 22

学校連携 学校司書の研修の機会：３回以上／年 4 3 3

企画事業 イベント参加人数（全館）：１８，０００人／年 6,320 13,718 15,555

情報発信 メディアに取り上げられる回数：２００回／年 158 204 201

デジタル資料の充実と活用 データベース利用促進のための企画開催：３回／年 1 0 1

58



　
　
　
　
　
　
　
数
値
目
標
の
内
容

現
在
の
数
値
（
R
3
）

現
在
の
数
値
（
R
4
）

現
在
の
数
値
（
R
5
）

目
標
数
値
（
R
7
）

①
  
 学

校
図
書
館
や
地
域
の
図
書
館
の
利
用
の
割
合
※
[1
]

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
数
の
割
合
  
（
小
６
年
）

7
2
.0

0
%

8
5
%

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
数
の
割
合
  
（
中
３
年
）

5
4
.2

0
%

6
0
%

②
１
日
に
読
書
を
し
て
い
る
児
童
数
の
割
合
※
２
（
小
６
年
）

7
9
.6

0
%

7
5
.3

0
%

8
2
.0

0
%

9
0
%

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
数
の
割
合
　
（
中
３
年
）

7
1
.1

0
%

7
1
.4

0
%

7
4
.5

0
%

8
5
%

③
本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
事
業
へ
の
参
加
者
数

6
,3
3
9
人

9
,0
5
5
人

1
0
,6
2
5
人

1
0
,0
0
0
人

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
お
は
な
し
会

2
,5
6
7
人

4
,2
7
7
人

4
,5
7
9
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
プ
レ
ゼ
ン
ト

9
9
4
人

1
,0
6
9
人

1
,2
9
3
人

　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
そ
の
他

2
,7
7
8
人

3
,7
0
9
人

4
,7
5
3
人

④
「
こ
ん
に
ち
は
絵
本
」
（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
）
の
配
布
率

9
9
%

9
8
%

9
8
%

1
0
0
%

　
「
な
か
よ
し
絵
本
」
（
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
の
配
布
率

9
7
%

9
9
%

1
0
0
%

1
0
0
%

⑤
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
数
値
　
団
体
貸
出
数

3
8
,2
9
4
冊

3
8
,1
8
4
冊

4
5
,0
9
6
冊

4
5
,0
0
0
冊

※
[1
] 
 ①

は
、
平
成
1
9
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
」
に
よ
る
数
値
。

質
問
事
項
の
「
昼
休
み
や
放
課
後
、
学
校
が
休
み
の
日
に
、
本
（
教
科
書
や
参
考
書
、
漫
画
や
雑
誌
を
除
く
）
を
読
ん
だ
り
、
借
り
た
り
す
る

た
め
に
、
学
校
図
書
館
や
地
域
の
図
書
館
に
ど
れ
く
ら
い
行
き
ま
す
か
」
に
よ
る

令
和
３
・
４
年
度
は
①
の
質
問
事
項
が
な
い
た
め
、
集
計
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
２
 ②

は
、
平
成
1
9
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
」
に
よ
る
数
値
。

質
問
事
項
の
「
学
校
の
授
業
以
外
に
、
普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
1
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、
読
書
を
し
ま
す
か
。
（
教
科
書
や
参
考
書
、
漫
画
や

雑
誌
は
除
く
）
」
に
よ
る

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
①
②
の
数
値
な
し
。

59



１．教育委員

教育長 令和４年６月２７日～令和７年６月２６日

教育長職務代理者 令和２年６月２６日～令和６年６月２５日

委員 令和元年６月２６日～令和５年６月２５日

委員 令和３年７月  １日～令和７年６月３０日

委員 令和４年９月１２日～令和８年９月１１日

委員 令和５年６月２６日～令和９年６月２５日

２．定例･臨時教育委員会

期日 会議

塩尻市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員の委嘱に係る専決処分
報告について

塩尻市短歌館協議会委員の委嘱に係る専決処分報告について

学校運営協議会委員の辞任及び任命に係る専決処分報告について

令和４年度中学校卒業生進路状況について＜非公開＞

令和４年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について＜非公開＞

塩尻市社会教育委員の委嘱について

塩尻市奈良井伝統的建造物群保存地区計画の変更について

市議会５月臨時会報告

塩尻市社会教育委員の委嘱に係る専決処分報告について

塩尻市立図書館協議会委員の任命に係る専決処分報告について

楢川地区文化施設協議会委員の委嘱に係る専決処分報告について

塩尻市文化財保護審議会委員の委嘱に係る専決処分報告について

塩尻市立博物館協議会委員の委嘱に係る専決処分報告について

本洗馬歴史の里協議会委員の委嘱に係る専決処分報告について

学校運営協議会委員の任命に係る専決処分報告について

塩尻市教育支援委員会委員の委嘱に係る専決処分報告について

議事案件 塩尻市人権教育推進委員の委嘱について

報告案件 市議会６月定例会報告

議事案件
塩尻市立小・中学校における副学籍による交流及び共同学習要綱の一
部改正

塩尻市文化財保存活用地域計画の認定について

塩尻市教育振興審議会委員の辞任及び委嘱に係る専決処分報告につい
て

塩尻市中学校部活動地域移行等協議会委員の委嘱について

令和６年度に使用する特別支援学級用教科用図書の採択について

氏　名

德 武 あ ゆ 子

任　　期

碓 井 邦 雄

議事案件

6月29日

7月27日

赤 羽 高 志

案　　件

4月27日 4月定例

報告案件

5月25日

甕 剛

7月定例

5月定例
報告案件

6月定例

報告案件

議事案件

令和５年度　塩尻市教育委員会会議等記録

八 島 思 保

小 林 夕 香
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期日 会議

市議会７月臨時会報告

学校運営協議会委員の任命に係る専決処分報告について

塩尻市教育委員会共催及び後援に関する事務取扱要綱

塩尻市教職員住宅管理規則の一部を改正する規則

塩尻市立学校の通学区域等に関する規則の一部を改正する規則

小学校の教科用図書の採択について＜期間限定非公開＞

学校職員の指導上の措置について＜非公開＞

第37回全国短歌フォーラムin塩尻投稿数

令和５年度全国学力・学習状況調査結果の公表について

9月21日 9月定例 報告案件 学校運営協議会委員の辞任及び任命に係る専決処分報告について

報告案件 市議会９月定例会報告

塩尻市立自然博物館冬期平日の休館について

塩尻短歌館冬期平日の休館について

令和５年度（２０２３年度）全国学力・学習状況調査の結果について

11月24日 11月定例 報告案件 学校運営協議会委員の辞任及び任命に係る専決処分報告について

塩尻市塩嶺体験学習の家条例施行規則の一部を改正する規則

学校職員の指導上の措置について＜非公開＞

塩尻市議会１２月定例会報告

市民交流センター大規模改修工事に伴う休館への対応について

報告案件 市議会1月臨時会報告

塩尻市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正する規則

塩尻市教育委員会処務規程及び塩尻市職員の勤務時間等の特例に関す
る規程の一部改正

塩尻市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令

塩尻市教育センター事業運営要綱及び塩尻市中間教室事業運営要綱の
一部改正

教育委員会事務局に係る例規の改正（案）について＜期間限定非公開
＞

令和５年度教育委員会関係補正予算（案）について＜期間限定非公開
＞

令和６年度教育委員会関係予算（案）概要＜期間限定非公開＞

市議会３月定例会報告

令和６年度塩尻市立学校の休業日に係る専決報告について

教育委員会事務局４月１日付人事異動について

塩尻市スポーツ推進計画（第２期）について

第２次塩尻市立図書館サービス計画について

第二次塩尻市教育振興基本計画について

学校職員の指導上の措置について＜非公開＞

10月26日

8月24日 8月定例

その他案件

報告案件

1月定例

3月定例3月21日

2月定例

案　　件

12月定例

報告案件

12月22日

1月25日

報告案件

2月20日

議事案件

その他案件

議事案件

議事案件

10月定例

議事案件

議事案件
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３．協議会

期日

10月26日

11月24日

塩尻市部活動地域移行計画（案）について

第二次塩尻市教育振興基本計画（案）について

3月21日

2月20日

令和６年度教育委員会開催日程について

12月22日

夏の研修講座の報告

教育委員会自己点検・評価について

第二期塩尻市教育振興基本計画の策定について

1月25日

桔梗小学校の2学期制の導入について

市内保育園における火傷事故について（報告）

8月24日

7月27日

塩尻市社会福祉協議会理事の推薦について

不登校対応検討委員会より（令和4年度の不登校児童生徒数等）

楢川小中学校の小規模特認校制度導入について

教育委員会自己点検・評価について

新塩尻市立平出博物館基本計画（案）について

6月29日

5月25日

教育委員就任・退任について

塩尻市スポーツ推進計画（第２期）の素案について

令和５年度　全国学力学習状況調査　結果と考察について

不登校対応検討委員会の取組について

塩尻市スポーツ推進計画（第２期）（素案）について

夏休み中の教育センター研修講座について

部活動地域移行協議会の設立について

令和4年度中学校卒業生進路状況について

協議事項

塩尻市要保護児童対策地域協議会代表者会議について（報告）

第二次塩尻市立図書館サービス計画（案）について

総合教育会議について

日の出保育園増築棟の供用開始について

「元気っ子応援事業」について

教育委員会視察研修について

令和６年度教育委員会開催日程について

令和6年度第1回学校運営協議会について

第二次塩尻市教育振興基本計画（案）について

9月21日

4月27日

児童館運営委員会委員について

楢川小中学校の小規模特認校制度の令和6年度導入について
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４．こんにちは教育委員会

11月17日 授業参観、学校施設視察、グループ懇談

11月28日 授業参観、学校施設視察、グループ懇談

５．教育委員研修

11月21日 上田市内教育・文化施設 教育委員研修視察

６.諸表簿・施設等点検

11月14日 両小野中学校

11月27日 塩尻西小学校

11月27日 塩尻東小学校

７．教育委員会関係の主な行事

期日 行事名

3月18日 塩尻短歌館
塩尻短歌館
春待ちコンサート
～金子みすゞの世界と春の恋歌～

12月3日～
3月21日

自然博物館 特別企画展「さわって遊べる木のおもちゃ展」

2月11日～
3月31日

平出博物館
企画展
「塩尻の出土品大集合　番外編　ー帰ってきたお宝ー」展

4月13日 図書館
「狂気山脈」
パイロットフィルム上映会

4月25日 図書館
えんぱーくDVD鑑賞会
「巴里のアメリカ人」

4月27日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「補助金申請にも使える『事業計画書』の書き方」

4月29日 図書館
子どもの読書週間
スペシャルおはなし会

4月29日 自然博物館
自然観察会
「塩嶺小鳥の森探鳥会」

4月13日～
4月30日

図書館 「狂気山脈」複製セル画・原画展

3月30日～
5月7日

図書館
企画展
塩尻市内ワイナリー展示

5月11日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「２時間で完成!!簡単ホームページ作成講座」

5月13日 図書館
みんなのがん教室＠図書館
がん教育って何だろう？

5月14日 社会教育
スポーツ課
第35回
ファミリースポレクフェスティバル

5月14日 中央公民館
中央公民館
「里山で過ごそう！」観察DAY

5月21日 中央公民館 第26回塩尻市公民館研究集会

5月28日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
開講式・斉藤政喜氏講演会『そして僕は紀行作家になった』

5月28日 市民交流
センター
こども絵画造形教室エカキッズ
「Let's GO ピクニック２～ワクワク弁当をつくろう！～」

6月4日 教育総務課
こども未来塾
「小学生リーダー研修」

6月7日 社会教育
スポーツ課 ティータイムに短歌を作ろう
5月11日～
6月6日

図書館
企画展示
木曽漆器展

6月10日 平出博物館
学芸員に聞こう①
今月のテーマ「黒曜石」

広陵中学校

片丘小学校

担当課
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期日 行事名

6月10日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
開講式・小林快次氏講演会
『最新恐竜研究in2023』

6月10日 自然博物館
自然観察会
「上高地自然観察会」

6月11日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
小林快次氏講演会
『最新恐竜研究in2023』

5月13日～
6月11日

自然博物館
特別企画展
「信州の野鳥展」

6月9日～
6月11日

社会教育
スポーツ課 令和５年度塩尻市民芸術祭

6月17日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
JAXA　清水敏文氏講演会
『宇宙を知ろう！学ぼう！』

6月17日 市民交流
センター ちびてつ2023（第1回）

6月18日 塩尻短歌館
塩尻短歌大学　第131講
「言葉の不思議」
講師：穂村　弘氏

6月24日 図書館 しおり部
6月24日・
6月25日

市民交流
センター tent～学校とはちょっとちがう学び～

6月25日 平出博物館
釜井庵寺子屋塾①
熊谷岱蔵家の初代「可児永通」

6月25日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
御厨貴氏講演会
『オーラル・ヒストリーから見えて来る政治』

7月1日 平出博物館
第２回土曜サロン
「遺跡からわかる古代道路の構造」

7月1日 図書館
ちょこっと理科読スペシャル
「しゃぼんのふしぎ」

7月8日 平出博物館
学芸員に聞こう②
今月のテーマ「顔のついた土器」

7月8日 図書館
みんなのがん教室＠図書館
第2回「がんを知ろう」

7月8日 こども課
（子育て支援
センター） 家族でおいでおいでまつり2023

7月9日 塩尻短歌館
塩尻短歌大学　第132講
投稿歌の歌評
講師：米川千嘉子氏

7月9日 社会教育
スポーツ課
第16回塩尻市民音楽祭
管弦楽発表

7月9日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター開講式

7月13日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「今さら聞けない原価管理の基本」

7月16日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター　第２回

7月22日 図書館 しおり部
7月22日 市民交流センター ちびてつ２０２３（第２回）

7月23日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
上野千鶴子氏講演会
『女の子はどう生きるか　男の子もどう生きるか』

7月25日 図書館
ＤＶＤ鑑賞会
「シャレード」

7月29日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
広松由希子氏講演会
『日本の絵本、来し方行く末』

6月30日～
7月30日

図書館 企画展「信州大学自然科学館と標本」

7月1日～
7月30日

図書館 企画展「えんてーん」

担当課

64



期日 行事名

7月30日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター
第３回

7月30日 市民交流センター
夏休み特別企画
ダンボール迷路

8月3日 自然博物館
自然観察会
夜の親子昆虫観察会

8月6日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
大槻慎二氏講演会
『編集者の仕事、版元としての展望』

8月6日 塩尻短歌館
塩尻短歌大学　第133講
講義「歌の力・ことばの力」
講師：永田和宏氏

8月6日・
8月7日

市民交流センター tent～学校とはちょっとちがう学び～

8月8日 図書館

信州しおじり本の寺子屋
宮澤優子氏講演会
『ＧＩＧＡスクール時代の学校図書館－まだ間に合うはじめの
一歩－』

8月10日 市民交流センター ホンデリングデー
8月11日 平出博物館 五日市場遺跡発掘体験会①
8月11日・
8月12日

図書館
木育フェスティバル
スペシャルおはなし会

8月12日 平出博物館
学芸員に聞こう③
今月のテーマ「土器に土器!?土器！
縄文土器大集合展のみどころ①」

8月1日～
8月14日

塩尻短歌館
短歌の里　広丘夏まつり
第7回 灯籠短歌大会

8月17日 市民交流センター えんぱーく　de CAMP
7月26日～
8月19日

塩尻短歌館 塩尻短歌館 書道展

8月19日 図書館
教育総務課
令和５年度
塩尻市中学校ビブリオバトル大会

8月19日 市民交流センター ちびてつ２０２３（第３回）
8月19日～
8月20日

社会教育スポーツ課
塩尻市民音楽祭
バンド発表

8月20日 平出博物館
本洗馬歴史講演会
「島木赤彦と関東大震災
―アララギ派の絆と短歌―」

8月20日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター
第４回

8月24日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「ＬＩＮＥを使って効率よく集客しよう」

8月26日 図書館
みんなのがん教室＠図書館
第３回「がん情報を探す」

7月22日～
8月27日

自然博物館
特別企画展
夏休みの昆虫展
ウッドバーニング展

8月27日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター
第５回

8月28日 図書館

信州しおじり本の寺子屋
嶋田学氏講演会
『図書館の未来を考えるために、今、振り返っておきたいあれ
これ』

8月3日～
8月31日

図書館 企画展「明日へ伝える昭和の戦争」

8月4日～
8月31日

図書館 企画展「まるやまあやこ絵本原画展『たんぽぽのふね』」

9月2日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
「プラルト工場見学ツアー」

担当課
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期日 行事名

9月3日 平出博物館 第20回ひらいで遺跡まつり

9月3日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター
第６回

9月9日 市民交流センター ちびてつ２０２３（第３回）
9月9日 図書館 手話で楽しむおはなし会

9月10日 社会教育
スポーツ課
塩尻市民音楽祭
コーラス発表

9月10日 図書館

信州しおじり本の寺子屋
高橋敏夫氏講演会
『歴史時代小説ブームの現在
－新世代作家たちの冒険－』

9月10日 図書館 本の寺子屋交流会

9月10日 教育総務課
こども未来塾
「中学生リーダー研修」

9月15日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「今だからこそGoogleビジネスプロフィールを見直そう！」

9月17日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
第８期目指せ！図書館マスター
第７回

9月23日 図書館 影絵ｄｅおはなし会

9月24日 平出博物館
第１回平出歴史大学
「洞窟壁画に見るヨーロッパ後期旧石器時代の世界観」

8月29日～
9月25日

市民交流
センター
eri~silent letter~展
（壁柱利用促進事業）

9月26日 図書館
えんぱーくＤＶＤ鑑賞会
「望郷」

9月30日 図書館
みんなのがん教室＠図書館
第４回「治療について」

9月2日～
10月1日

図書館 企画展「絵本作家たなか鮎子作品展」

10月1日 図書館

信州しおじり本の寺子屋
望月衣塑子氏講演会
『戦争する国へ突き進むいま－軍産複合体国家化にいかに抗う
か－』

10月1日 図書館 本の寺子屋交流会
10月3日 図書館 シニア向け図書館活用講座

10月5日 図書館
ビジネス情報相談会・ミニセミナー
「今からできる！Instagram超活用術」

10月7日・
10月8日

市民交流センター tent～学校とはちょっとちがう学び～

10月8日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
真珠まりこ氏講演会
『もったいないばあさんと絵本の話』

10月14日 市民交流
センター 大門ウォークvol.2

10月15日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
氏田雄介氏講演会
「５４字に込めるものがたりの世界」

10月20日 図書館 はじめての読み聞かせ講座
10月21日 図書館 しおり部

10月21日 平出博物館
第３回土曜サロン
「宿場の役割とくらし～塩尻市奈良井を事例として～」

10月22日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
堀内美江氏講演会
「ミヒャエル・エンデが教えてくれたこと」

10月22日 平出博物館 秋の妙義山城を歩く

10月28日 図書館

信州しおじり本の寺子屋
古田晁記念館文学サロン
第１部　野々井透氏講演会
「書きたいものに、近づいてゆく」
第２部　安藤宏氏講演会
「古田晁と太宰治『人間失格』」

担当課
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期日 行事名

10月29日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
古田晁記念館文学サロン
「記念館見学＆墓参ツアー滂沱忌」

10月29日 市民交流
センター
こども絵画造形教室エカキッズ２
「紙粘土でモンスタースイーツをつくろう！」

10月29日 教育総務課
こども未来塾
「小学生リーダー研修」

10月28日～
10月30日

家庭支援課 児童虐待防止推進月間

10月3日～
10月31日

図書館
写真パネル展
「里親制度について」
「里親家庭の暮らし」

11月3日 図書館
読書週間スペシャルデー
「ぐるぐるブックス」

11月3日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
読書週間スペシャルデー
「音であそぼうリズムであそぼう打楽器コンサート」

10月21日・
10月28日・
11月3日

自然博物館
ワークショップ
おもしろ科学実験

11月3日・
11月4日・
11月5日

社会教育
スポーツ課 塩尻市民文化祭

11月5日 平出博物館
第２回平出歴史大学
「絵画から読み解く弥生時代の世界観
―世界観研究の今日的意義を考える―」

11月5日 社会教育
スポーツ課
 だれでもつくれる！短歌講座

11月5日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
三浦雅士氏講演会
「石坂洋次郎と宮崎駿－家族の現在を考える－」

11月10日 社会教育
スポーツ課・短歌館
短歌の里
「みてある記」

11月12日 社会教育
スポーツ課 洋楽舞踊フェスティバル
11月17日 社会教育
スポーツ課 宗賀地区井戸端会議

11月18日 平出博物館
第４回土曜サロン
「信濃と中山道　－絵師・文人の目から中山道・塩尻を見る－」

11月19日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
地域文化サロン
「能楽と語りで聴く古典『耳なし芳一』」

11月23日 図書館 中学・高校ビブリオバトル長野県大会
11月23日 家庭支援課 元気っ子講演会

11月25日 社会教育
スポーツ課
笹公人短歌講演会
「おもしろ短歌入門」

11月25日 図書館 しおり部
9月22日～
11月26日

平出博物館
企画展
「塩原真澄　写真展」

11月26日 教育総務課
こども未来塾
「中学生リーダー研修」

11月26日 図書館

信州しおじり子ども本の寺子屋
子ども向け落語会
「あたまからっぽにして笑いたいひとあつまれ！！アンコー
ル！」

11月28日 図書館
えんぱーくＤＶＤ鑑賞会
「雨月物語」

11月30日 図書館
ビジネス情報相談会ミニセミナー
「小規模事業者持続化補助金らくらくセミナー」

11月2日～
11月30日

図書館
立体地形図の会展示
「地図で楽しむ塩尻のいろいろ」

12月2日 社会教育
スポーツ課 豊かな心を育む市民の集い

12月2日 自然博物館
自然科学講座
「身近な外来植物から植物の
暮らしや自然を考えよう」

担当課
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期日 行事名

12月9日 図書館 みんなのがん教室＠図書館第5回
12月9日・
12月10日

市民交流センター 第８回こどもしおじり

12月10日 社会教育
スポーツ課 第１６回塩尻市民演劇フェスティバル

12月10日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
久間十義氏講演会
「新聞記者と小説家の間（はざま）で」

12月10日 図書館 本の寺子屋交流会
12月12日 図書館 レコード交流会

12月14日 図書館
ビジネス情報相談会ミニセミナー
「実践キャッチコピー講座」

12月16日 市民交流センター クリスマスマーケット
11月11日～
12月17日

自然博物館
昆虫切手展
蝶のブローチ展

12月22日 図書館 ロマン大学「図書館活用講座」
12月23日 市民交流センター ちびてつ２０２３（第５回）

10月3日・
12月28日

塩尻短歌館

【塩尻短歌館 企画展】
荒波を乗り越えてゆく　若山喜志子
～中原静子への書簡に刻まれた喜志子の情念～
【特別企画】
・書家　細野静耀作品展
・若山喜志子ミニ写真展

12月9日～
12月28日

図書館
ミヒャエル・エンデ展
『モモ－原書出版50周年－』

12月12日～
12月28日

図書館
ピアリイ展
山本美里写真展「透明人間」

1月5日 社会教育スポーツ課 令和6年塩尻市新春書き初め会
1月7日 社会教育スポーツ課 令和6年塩尻市二十歳のつどい
1月13日・
1月14日

市民交流センター tent～学校とはちょっとちがう学び～

1月20日 平出博物館
ひらいで考古雑談
「私の考古学履歴書」

1月20日 市民交流センター ちびてつ2023第６回
11月19日・
12月3日・
12月17日・
1月7日・
1月21日

塩尻短歌館
百人一首入門講座
～百人一首の魅力にふれて　みんなで短歌に親しもう～

1月21日 図書館
信州しおじり子ども本の寺子屋
ダンボールでつくろう！
１００かいだてのいえ

1月21日 図書館
信州しおじり本の寺子屋
アイデアを形にする楽しさを子どもたちに！
―『１００かいだてのいえから広がる世界』―

1月21日 家庭支援課
塩尻市子ども・若者応援事業
〇特別講演会
〇しおじりカレー大作戦

1月6日～
1月23日

図書館
松本山雅FC写真展
～2023年シーズンを振り返って～

1月23日～
1月27日

平出博物館
平出遺跡公園ライトアップ
ナイトミュージアム
「遺跡を彩る光の旅」

2月3日 図書館 みんなのがん教室＠図書館第6回
2月4日 塩尻短歌館 第29回短歌の里百人一首大会

2月11日 市民交流センター
こども絵画造形教室エカキッズ
「等身大の自分を描く」

2月17日 図書館 本当に怖いおはなし会
2月17日 市民交流センター ちびてつ2023第７回目
2月20日 家庭支援課 ひきこもりを支える家族交流会
2月24日 社会教育スポーツ課 詠み会in塩尻
2月1日～
2月25日

図書館
企画展「小説『安曇野』をとりまく人々」
―安曇野・塩尻・松本の職員が作る“郷土”の展示―
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2月29日 図書館
ビジネス情報相談会ミニセミナー
「起業家必見！ＳＮＳ情報発信セミナー」

3月2日 市民交流センター ちびてつ2023第８回
2月3日～
3月3日

図書館
企画展「宇賀神拓也写真展
『掘り下げる写真－人と土の営み－』」

3月5日 図書館 シニア向け図書館活用講座
3月9日
3月10日

市民交流センター tent～学校とはちょっとちがう学び～

3月10日 図書館 しおり部

７.「広報しおじり」特集等記事掲載
掲載号 ページ数 担当課 記　事　名

4月号 2 社会教育スポーツ課 広がる短歌のまち

5月号 2

こども課
（子育て支援セン
ター・
北部子育て支援セン
ター）

地域ぐるみで子育てを支えるファミリーサポート​​

9月号 5 教育総務課
表紙の写真「子どもたちの学びは新たな形で歩き出す」
特集「らしく学び、らしく生きる～一人ひとりの育ちに寄り添
う～​」

9月号 2 文化財課
文化財を後世に残す～塩尻市文化財保存活用地域計画を策定し
ました～

11月号 5 教育総務課
表紙の写真「子どもたちの笑顔と元気を大切に」
特集「地域で支える中学生のスポーツ・文化芸術活動」

12月号 7 教育総務課
表紙の写真「おいでよ楢川小中学校　楢川から未来にはばた
く」
特集「楢川から未来にはばたく～始まる小規模特認校～」​​

12月号 1 教育総務課 全国学力・学習状況調査ー調査の概要と結果報告ー

1月号 9 社会教育スポーツ課
表紙の写真「芸術は、心を豊かにする」
特集「心豊かにー芸術ー」​​

1月号 1 社会教育スポーツ課 第37回全国短歌フォーラムin塩尻 入賞作品

2月号 3 社会教育スポーツ課
表紙の写真「20年間の感謝を胸に、新たな一歩を」
令和6年塩尻市　二十歳のつどい​​

担当課
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令和６年度 

教育委員会自己点検・評価報告書 

令和７年３月 

塩尻市教育委員会 

（塩尻市こども教育部学校教育課） 

 

長野県塩尻市大門七番町４番３号 

電話（０２６３）５２－０２８０（代） 

ホームページ http://www.city.shiojiri.lg.jp/ 
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